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概要(1/8)  
地
域
の
交
通
・
物
流
に
関
す
る
社
会
の
変
化

近
未
来
の
車
・
道
路
と
関
連
産
業
に
関
す
る
調
査
研
究
（テ
ー
マ
３
）

「地
域
」
に
お
け
る
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
姿
と
情
報

中
間
と
り
ま
と
め

概
要
（
1
/
8
）

【
人
口
減
少
・高
齢
化
の
更
な
る
進
展
】

【
公
共
交
通
・物
流
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
】

○
公
共
交
通

・利
用
者
の
減
少
に
よ
る
路
線
バ
ス
の
減
便
・廃
止

・バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
不
足

・サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
が
利
用
者
の
減
少
を
招
く
負
の
連
鎖

○
物
流

・運
転
手
の
減
少
と
労
働
時
間
の
規
制
強
化
に
よ
る
輸
送
力
の
不
足

○
人
口
減
少
の
影
響

・利
用
者
の
減
少
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
収
支
が
悪
化

・生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
交
通
・物
流
の
担
い
手
不
足
が
進
行

○
高
齢
化
の
影
響

・移
動
制
約
者
の
増
加

・地
方
圏
や
小
規
模
な
地
方
公
共
団
体
で
顕
著

日
本
の
将
来
推
計
人
口

出
典
：
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口

（
令
和

5（
20

23
）
年
推
計
）
を
基
に

HI
DO
作
成

路
線
バ
ス
の
輸
送
人
員
の
推
移

出
典
：
令
和
６
年
版
交
通
政
策
白
書

出
典
：
一
般
社
団
法
人
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会

HP
_T

AX
I 

To
d
ay

 i
n 

Ja
pa

n2
02

3

道
路
貨
物
運
送
業
の
運
転
従
事
者
数
の
推
計

タ
ク
シ
ー
車
両
数
の
推
移

出
典
：
公
益
社
団
法
人
日
本
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
シ
ス
テ
ム
協
会
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ジ
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テ
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ス
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プ
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概要(2/8)  

  

【
自
動
運
転
に
関
す
る
取
組
】

●
Ro
AD

to
 t
he
 L
4

●
SI
P（
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

●
都
市
交
通
に
お
け
る
自
動
運
転
技
術
の
活
用
方
策
に
関
す
る
検
討
会

●
自
動
運
転
社
会
を
見
据
え
た
都
市
づ
く
り
の
在
り
方

●
導
入
に
必
要
な
環
境
整
備

・
交
通
流
の
整
序
（
歩
車
分
離
、
専
用
道
・
専
用
レ
ー
ン
化
）

・
路
上
駐
車
対
策
（
乗
降
・
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
取
締
り
）

・
路
側
機
器
、
通
信
環
境
の
整
備

特
定
の
経
路
を
走
行
す
る
車
両
の
自
動
運
転
（
レ
ベ
ル
４
）
が
普
及

社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
組

近
未
来
の
車
・道

路
と
関
連
産
業
に
関
す
る
調
査
研
究
（テ
ー
マ
３
）

「地
域
」
に
お
け
る
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
姿
と
情
報

中
間
と
り
ま
と
め

概
要
（
2
/
8
）

【
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
総
合
的
な
取
組
】

●
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略

●
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
全
国
総
合
整
備
計
画

●
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

20
24

●
道
路
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
「

20
40
年
、
道
路
の
景
色
が
変
わ
る
」
、
道
路
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
戦
略

●
地
域
公
共
交
通
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン

●
IT
S（
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
）

●
Ma

aS
（
Mo
bi
li
ty
 a
s 
a 
Se
rv
ic
e）

自
動
運
転
車
の
み
な
ら
ず
多
く
の
車
両
に
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
機
能
が
搭
載

交
通
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
提
供
さ
れ
利
便
性
が
向
上

計
画
策
定
、
効
果
計
測
、
施
策
の
評
価
へ
の
デ
ー
タ
活
用

【
情
報
・通
信
技
術
に
関
す
る
取
組
】

【
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
組
】

●
デ
マ
ン
ド
交
通

・
車
両
の
小
型
化
に
よ
り
大
型
車
が
走
行
で
き
な
い
地
域
で
の
柔
軟
な
路
線
設
定
が
可
能

・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
運
行
が
可
能

・
既
存
の
事
業
者
と
の
十
分
な
連
携
・
調
整
が
必
要

●
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

・
高
齢
者
等
の
近
距
離
輸
送
に
導
入

・
小
型
車
両
は
狭
隘
な
道
路
で
も
走
行
可
能

・
運
転
操
作
が
比
較
的
容
易
で
雇
用
機
会
の
創
出
が
期
待
さ
れ
る

・
低
速
走
行
の
た
め
他
の
交
通
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
ル
ー
ト
設
定
に
工
夫
が
必
要

●
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

・
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
の
移
動
手
段
と
し
て
普
及
・
拡
大

・
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
３
輪
以
上
で
転
倒
リ
ス
ク
の
小
さ
い
車
両
の
普
及
拡
大
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
期
待
さ
れ
る

・
経
路
・
車
両
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要

●
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
（
遠
隔
操
作
型
小
型
車
）

・
物
流
分
野
で
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸
送
手
段
と
し
て
活
用

●
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）

●
AA
M（

Ad
va
nc
ed
 A
ir
 M
ob
il
it
y：
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
）

・
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
な
ど
に
よ
る
支
援

【
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
連
し
た
国
の
支
援
措
置
】
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概要(3/8)  

  

○
前
橋
市
の
取
組

○
名
古
屋
市
の
取
組

近
未
来
の
車
・
道
路
と
関
連
産
業
に
関
す
る
調
査
研
究
（
テ
ー
マ
３
）

「
地
域
」
に
お
け
る
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
姿
と
情
報

中
間
と
り
ま
と
め

概
要
（
3
/
8
）

地
域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
等
の
取
組

○
塩
尻
市
の
取
組

○
太
地
町
の
取
組

鉄
道
空
白
地
域
で
基
幹
路
線
網
を
補
完
す
る
た
め
、
専
用
レ
ー
ン
を
有
す
る
基
幹
バ
ス
、

高
架
専
用
軌
道
を
有
す
る
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
を
整
備
。

基
幹
的
な
バ
ス
路
線
を
幹
線
軸
と
位
置
づ
け
、
複
数
事
業
者
間
の
ダ
イ
ヤ
を
調
整
。

交
通
不
便
地
域
で
は
A
Iオ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
運
行
。

M
aa
Sア
プ
リ
の
導
入
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
認
証
連
携
し
た

I
Cカ
ー
ド
で
市
民
割
引
。

自
動
運
転
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、

M
aa
Sに
よ
る
交
通
Ｄ
Ｘ

A
Iオ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入
し
、
定
時
定
路
線
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら
順
次
転
換
。

電
話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
自
動
運
転
の
３
次
元
地
図
作
成
を
地
域
住
民
が
実
施
。

高
齢
者
の
外
出
支
援
と
し
て
、
道
幅
が
狭
く
バ

ス
が
通
行
で
き
な
い
地
域
で
自
動
運
転
（
レ
ベ

ル
２
）
電
動
カ
ー
ト
を
運
行
。

基
幹
バ
ス
２
号
系
統

出
典
：
前
橋
市
地
域
公
共
交
通
計
画

出
典
：
名
古
屋
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
株
式
会
社

H
P

出
典
：
太
地
町
資
料

出
典
：
群
馬
県

群
馬
版
M
a
a
S
（
G
u
n
M
a
a
S
）
の
サ
ー
ビ

ス
開
始
に
関
す
る
知
事
・
前
橋
市
長
合
同
記
者
会
見
（
令

和
5
（
2
0
2
3
）
年
3
月
9
日
）
モ
ニ
タ
ー
資
料
前
橋
市
資
料

出
典
：
塩
尻
市
資
料

出
典
：
H
I
D
O
撮
影

ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス

塩
尻
市
交
通
Ｄ
Ｘ
全
体
像

の
る
ー
と
塩
尻
実
証
運
行
の
予
定

太
地
町
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
車
両

太
地
町
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の

運
行
ル
ー
ト

M
aa
Sの
機
能
の
事
例
（

Gu
nM
aa
S）
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概要(4/8)  

  

近
未
来
の
車
・
道
路
と
関
連
産
業
に
関
す
る
調
査
研
究
（
テ
ー
マ
３
）

「
地
域
」
に
お
け
る
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
姿
と
情
報

中
間
と
り
ま
と
め

概
要
（
4
/
8
）

【
課
題
】

・
公
共
交
通
機
関
の
定
時
性
・
速
達
性
の
低
下

・
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
減
便
・
廃
止
、
利
便
性
の
低
下

・
運
転
手
不
足
に
よ
り
運
行
に
支
障

地
域
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
道
路
の
将
来
像

(1
)地
域
間
道
路 【
対
応
の
方
向
性
】

・
公
共
交
通
機
関
の
走
行
環
境
の
改
善

・
自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

・
鉄
道
廃
線
敷
の
バ
ス
専
用
道
路
と
し
て
の
活
用

【
具
体
的
な
対
応
策
】

（
B
R
T
の
導
入
）

・
専
用
レ
ー
ン
・
優
先
レ
ー
ン
の
整
備
、
P
T
PS
の
整
備

・
多
頻
度
運
行
、
連
節
バ
ス
、
隊
列
走
行

（
専
用
走
行
空
間
の
整
備
）

・
定
時
性
・
速
達
性
を
確
保

・
自
動
運
転
の
導
入
が
容
易

（
利
便
性
の
向
上
）

・
複
数
事
業
者
に
わ
た
る
案
内
表
記
の
統
一
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

・
利
用
実
態
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
路
線
・
ダ
イ
ヤ
の
設
定
、
停
留
所
の
新
設

（
鉄
道
廃
線
敷
の
活
用
）

・
道
路
運
送
法
上
の
専
用
道
路
と
す
る
方
法
と
道
路
法
上
の
道
路
と
す
る
方
法

・
専
用
道
路
区
間
と
一
般
道
路
区
間
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

連
節
バ
ス
の
事
例

出
典
：
京
成
バ
ス
株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス

隊
列
走
行
の
実
証
実
験
の
事
例

出
典
：
東
広
島
市
記
者
発
表
資
料

出
典
：
産
業
技
術
総
合
研
究
所

H
P

バ
ス
専
用
道
を
走
行
す
る
ひ
た
ち
BR
T

出
典
：
名
古
屋
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス

HP

名
古
屋
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス

出
典
：

J
R
東
日
本

H
P

気
仙
沼
線

BR
T路
線
図

（
枠
囲
み
が
専
用
道
区
間
、

Nマ
ー
ク
が
新
設
停
留
所
）

出
典
：

H
I
D
O
撮
影

複
数
事
業
者
に
わ
た
る
案
内
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
提
供

（
前
橋
駅
前
バ
ス
停
）
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概要(5/8)  

   

近
未
来
の
車
・
道
路
と
関
連
産
業
に
関
す
る
調
査
研
究
（
テ
ー
マ
３
）

「
地
域
」
に
お
け
る
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
姿
と
情
報

中
間
と
り
ま
と
め

概
要
（
5
/
8
）

【
課
題
】

・
交
通
集
中
に
よ
る
渋
滞

・
駐
停
車
車
両
に
よ
る
円
滑
な
交
通
の
阻
害

・
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
歩
行
者
と
自
動
車
と
の
錯
綜
に
よ
る
事
故

地
域
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
道
路
の
将
来
像
(2
)地
域
内
幹
線
道
路

【
対
応
の
方
向
性
】

・
安
全
・
快
適
な
走
行
・
歩
行
環
境
の
構
築

・
自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

【
具
体
的
な
対
応
策
】

（
走
行
空
間
の
分
離
）

・
歩
道
や
自
転
車
道
・
自
転
車
通
行
帯
の
整
備

（
専
用
レ
ー
ン
の
整
備
）

・
駐
停
車
車
両
や
左
折
車
両
の
影
響
を
受
け
な
い
中
央
走
行
方
式
が
効
果
的

（
駐
停
車
車
両
の
削
減
）

・
取
締
り
の
強
化

・
乗
降
・
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
の
駐
車
場
の
整
備
や
カ
ー
ブ
サ
イ
ド

の
活
用

（
都
心
部
へ
の
流
入
抑
制
）

・
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
・
回
遊

性
の
向
上
等
に
よ
る
自
家
用
車
か

ら
の
転
換

・
バ
イ
パ
ス
・
環
状
道
路
等
の
整
備

出
典
：
名
古
屋
市
交
通
局
事
業
概
要
「
市
バ
ス
・
地
下
鉄
」

中
央
走
行
方
式
の
基
幹
バ
ス
２
号
系
統

カ
ー
ブ
サ
イ
ド
を
利
用
し
た
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ポ
ー
ト
・
荷
さ
ば
き
ス
ペ
ー
ス

出
典
：
東
京
都
都
市
整
備
局
「
総
合
的
な
駐
車
対
策
の
在
り
方
」

車
道
を
減
少
し
て
自
転
車
道
を
整
備
（
国
道
19
号
）

出
典
：
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
名
古
屋
国
道
事
務
所

自
転
車
道
の
整
備
例

出
典
：
姫
路
市

姫
路
駅
周
辺
の
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

過
度
な
自
動
車
流
入
の
抑
制
（
姫
路
駅
周
辺
）

出
典
：

H
I
D
O
撮
影

バ
ス
停
を
迂
回
す
る
自
転
車
道
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概要(6/8)  

  

近
未
来
の
車
・
道
路
と
関
連
産
業
に
関
す
る
調
査
研
究
（
テ
ー
マ
３
）

「
地
域
」
に
お
け
る
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
姿
と
情
報

中
間
と
り
ま
と
め

概
要
（
6
/
8
）

【
課
題
】

・
歩
行
中
・
自
転
車
走
行
中
の
事
故
の
危
険
性

・
密
集
市
街
地
、
中
山
間
地
域
等
で
は
道
路
基
盤
が
脆
弱

・
高
齢
者
の
移
動
支
援
が
必
要

地
域
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
道
路
の
将
来
像
(3
)生
活
道
路

【
対
応
の
方
向
性
】

・
高
齢
者
等
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸
送
を
担
う
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

・
自
動
車
交
通
の
生
活
道
路
へ
の
進
入
の
抑
制
、
速
度
抑
制

・
歩
行
者
や
低
速
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
共
存
で
き
る
環
境
の
整
備

【
具
体
的
な
対
応
策
】

（
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
）

・
車
両
の
小
型
化
に
よ
る
き
め
細
か

な
経
路
・
乗
降
ポ
イ
ン
ト
設
定

（
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
）

・
低
速
で
自
動
運
転
と
の
親
和
性
が
高
い

・
交
通
量
の
少
な
い
道
路
へ
の
経
路
設
定

（
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
）

・
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸
送
を
担
う
歩
道
を
走
行
で
き
る
タ
イ
プ
の
車
両
の
導
入

・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

（
生
活
道
路
へ
の
進
入
抑
制
）

・
ゾ
ー
ン
30
・
ゾ
ー
ン
3
0プ
ラ
ス
等
の
導
入

・
進
入
禁
止
や
一
方
通
行
化
等
の
通
行
規
制

出
典
：
塩
尻
市

の
る
ー
と
運
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

出
典
：
境
町

H
P

出
典
：
春
日
井
市

H
P

出
典
：
国
土
交
通
省
道
路
局

ゾ
ー
ン

3
0
プ
ラ
ス
の
概
要

出
典
：
つ
く
モ
ビ

H
P

デ
マ
ン
ド
バ
ス
乗
降
ポ
イ
ン
ト
の
事
例

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
（
つ
く
ば
市
）

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
事
例

幹
線
道
路
を
避
け
た
ル
ー
ト
設
定
の
事
例

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
事
例
（
の
る
ー
と
塩
尻
）

出
典
：
塩
尻
市
資
料
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概要(7/8)  

  

近
未
来
の
車
・道

路
と
関
連
産
業
に
関
す
る
調
査
研
究
（テ
ー
マ
３
）

「地
域
」
に
お
け
る
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
姿
と
情
報

中
間
と
り
ま
と
め

概
要
（
7
/
8
）

【
課
題
】

・
自
動
車
と
歩
行
者
・
自
転
車
等
の
錯
綜

・
送
迎
等
の
た
め
の
駐
停
車
車
両
に
よ
る
駅
前
広
場
等
の
混
雑

・
駅
前
広
場
が
な
い
駅
、
停
留
所
等
で
の
乗
継
機
能
強
化
が
必
要

地
域
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
道
路
の
将
来
像

(4
)交
通
結
節
点

【
対
応
の
方
向
性
】

・
乗
継
利
便
性
を
向
上
し
、
交
通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
強
化

・
駅
前
広
場
の
交
通
動
線
の
合
理
化
に
よ
る
交
通
流
の
整
序

・
路
上
で
の
待
機
車
両
削
減
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
環
境
の
整
備

【
具
体
的
な
対
応
策
】

（
駅
前
広
場
空
間
の
再
配
置
）

・
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
車
の
乗
降
場
や
動
線
の
分
離

・
自
家
用
車
の
流
入
規
制
（
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
）

（
駐
車
・
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
）

・
送
迎
用
・
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
用
の
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
整
備

（
乗
継
拠
点
の
整
備
）

・
端
末
交
通
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
乗
降
場
等
の
整
備

・
歩
行
者
動
線
の
合
理
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、

Ma
aS
ア
プ
リ
等
に
よ
る
情
報
提
供
機
能
の
整
備

（
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
等
の
整
備
）

・
歩
道
の
活
用
、
公
開
空
地
等
の
民
有
地
の
活
用

出
典
：
国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局

公
共
交
通
フ
ェ
ス
タ
「
ま
ち

の
快
適
空
間
づ
く
り
か
ら
考
え
る
公
共
交
通
20
18
」
姫
路
駅
北
駅

前
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
（
20
18
.9
.5
）
に
HI
DO
加
筆

出
典
：
芳
賀
・
宇
都
宮

LR
T
公
式

HP

出
典
：
国
土
交
通
省
近
畿
運
輸
局
地
域

公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

20
14

.
2.

17
）

出
典
：
国
土
交
通
省
自
転
車
活
用
推
進
本
部
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
事
業
の
導
入
・
運
営
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

出
典
：
国
土
交
通
省
道
路
局
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

の
在
り
方
検
討
委
員
会
第
3
回
資
料

車
両
動
線
の
分
離
の
事
例
（
姫
路
駅
北
口
）

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ハ
ブ
の
整
備
事
例

歩
道
を
活
用
し
た
整
備
（
鹿
児
島
市
）

対
面
乗
換
の
事
例
（
岩
瀬
浜
駅
）

L
RT
停
留
所
に
交
通
結
節
点
と
な
る
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
バ
ス
停
、
タ

ク
シ
ー
乗
場
、
地
域
内
交
通
乗
降
場
、
一
般

車
乗
降
場
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
を
整
備

（
清
原
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
前
）

出
典
：
出
典
：
国
土
交
通
省
大
丸
有
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
・
デ
ザ
イ
ン
実
証
事
業
概
要
（
R4
.7
.2
8
）

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
事
例
（
大
丸
有
地
区
）

公
開
空
地
を
活
用
し
た
整
備
（
丸
の
内
）

フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
の
事
例
（
富
山
地
方
鉄
道
富
山
港
線
）

出
典
：
出
典
：
富
山
地
方
鉄
道
株
式
会
社

フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
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概要(8/8)  

 

近
未
来
の
車
・
道
路
と
関
連
産
業
に
関
す
る
調
査
研
究
（
テ
ー
マ
３
）

「
地
域
」
に
お
け
る
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
姿
と
情
報

中
間
と
り
ま
と
め

概
要
（
8
/
8
）

将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
取
組
・
課
題

【
そ
の
他
の
取
組
・
課
題
】

（
物
流
分
野
で
の
自
動
運
転
の
導
入
等
）

○
自
動
運
転
の
導
入
可
能
な
路
線
の
整
備

○
端
末
物
流
へ
の
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用

⇒
走
行
経
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要

⇒
荷
物
の
受
け
渡
し
手
段
の
整
備
（
到
着
を
通
知
す
る
仕
組
み
の
構
築
、
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
と
の
連
携
、
エ
レ
ベ
ー
タ
と
の
連
携
な
ど
）
が
必
要

⇒
車
道
を
走
行
し
、
よ
り
速
い
速
度
で
走
行
可
能
な
車
両
の
開
発
や
走
行
環
境

の
整
備
等
の
検
討
が
必
要

（
道
路
空
間
の
上
空
利
用
）

○
ド
ロ
ー
ン
、
A
A
Mの
人
口
集
中
地
区
で
の
活
用

⇒
私
有
地
を
避
け
、
道
路
上
空
に
ド
ロ
ー
ン
の
レ
ベ
ル
４
飛
行
が
可
能
な
ル
ー

ト
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

【
地
域
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
の
取
組
・
課
題
】

（
公
共
交
通
へ
の
行
政
の
積
極
的
な
関
与
）

○
行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
地
域
交
通
に
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
関
与

（
地
域
の
多
様
な
主
体
の
参
画
と
協
働
）

○
地
域
の
交
通
に
係
る
資
源
を
総
動
員
・
有
効
活
用

○
既
存
の
交
通
事
業
者
と
の
調
整
・
連
携

○
住
民
等
の
理
解
と
協
力
、
そ
の
た
め
の
広
報
・
広
聴
活
動

（
地
域
公
共
交
通
に
係
る
費
用
負
担
の
あ
り
方
）

○
一
体
的
・
総
合
的
な
地
方
公
共
団
体
の
取
組
に
対
す
る
国
の
支
援
策
の
検
討

【
自
動
運
転
の
普
及
拡
大
に
向
け
た
取
組
・
課
題
】

（
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１．研究の背景と目的 

 

 我が国では、人口減少や高齢化が更に進行すると予想されている。 

 これをモビリティの視点で見ると、移動制約者の増加や移動サービス・物流サービスの担

い手不足などの社会課題が一層深刻化すると予想される。 

 こうした社会課題を解決するためには、新たなモビリティや自動運転をはじめとする新

技術、情報通信技術の活用が必要になると考えられ、国や地方公共団体、民間事業者等では

新技術の開発・普及に向けた様々な取組が進められている。 

 

 本とりまとめでは、新技術の開発や普及に向けた取組を把握・整理した上で、モビリティ

サービス等や道路が如何に変化するかを検討し、2040～2050 年頃を想定した地域ごとの道

路の将来像を示す。 

 

 なお、対象とする「地域」については、通勤・通学や買物・通院等の日常生活で移動する

範囲を想定する。道路については、一般道路を対象とし、高速自動車国道や自動車専用道路

は対象としない。 
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２．地域の交通・物流に関する社会の変化 

 

（１）人口減少・高齢化の更なる進行 

① 人口減少の影響 

 国立社会保障・人口問題研究所の「日本の将来推計人口（令和５(2023)年推計）」による

と、我が国の総人口は 2020 年の１億 2615 万人から 2040 年には１億 1284 万人、2050 年

には１億 469 万人と人口減少が続くと推計されている。特に、15 歳未満の年少人口、15～

64 歳の生産年齢人口の減少が顕著であり、2020 年と比較して、年少人口は 2040 年には

24％、2050 年には 31％減少し、生産年齢人口は 2040 年には 17％、2050 年には 26％減少

すると推計されている。 

 

年齢３区分別の将来推計人口 

（万人、カッコ内は 2020 年を 100 とした指数） 

 2020 年 2040 年 2050 年 

総人口 12615 (100) 11284 (89) 10469 (83) 

年少人口 1503 (100) 1142 (76) 1041 (69) 

生産年齢人口 7509 (100) 6213 (83) 5540 (74) 

高齢者人口 3603 (100) 3929 (109) 3888 (108) 

出典：国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（令和 5(2023)年推計）を基に

HIDO 作成 

 

 人口減少の割合は、三大都市圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、岐阜県、愛知県、

三重県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県）と比べて地方圏（三大都市圏以外の道県）が大

きく、大規模な地方公共団体と比べて小規模な地方公共団体が大きくなる。 

 年少人口や生産年齢人口の減少により通勤通学需要が減少し、渋滞の緩和や公共交通機

関の混雑緩和が期待される一方、利用者の減少により公共交通機関の収支の悪化が懸念さ

れる。 

 また、生産年齢人口の減少により、交通・物流の担い手不足が進むことが懸念される。 

【関連資料】P51～52 日本の将来推計人口 

 

② 高齢化の影響 

 高齢化率が一層高まり、特に地方圏や小規模な地方公共団体で顕著になると推計されて

いる。地方圏では 2050 年の高齢化率が 40％を超え、人口１万人未満の小規模な地方公共
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団体1では 2050 年の高齢化率が 48.9％になる。 

 一方、三大都市圏や大規模な地方公共団体では、地方圏や小規模な地方公共団体と比べる

と高齢化率は低いものの、2020 年と比較して 2050 年の高齢者人口は三大都市圏では 311

万人・17.7%の増、人口 50 万人以上の市区2では 216 万人・22.7％の増と絶対数が増加す

る。 

 75 歳以上の後期高齢者についてみると、2020 年と比較して 2050 年の後期高齢者人口は

全国で 573 万人・30.8％増加し、後期高齢者の人口比率は 23.2％になる。後期高齢者の人

口比率を地域別にみると、地方圏では 25.4％と約４人に１人が、人口１万人未満の市町村

では 32.4％と約３人に１人が後期高齢者になる。 

 

地域別の高齢者人口・後期高齢者人口の将来推計 

（万人、カッコ内は人口に占める割合） 

 2020 年 2040 年 2050 年 

65 歳 

以上 

人口 

全国 3603 (28.6%) 3928 (34.8%) 3888 (37.1%) 

三大都市圏 1753 (26.4%) 2033 (32.5%) 2064 (34.8%) 

地方圏 1849 (31.0%) 1895 (37.6%) 1824 (40.3%) 

人口 50 万人以上の市区 951 (25.5%) 1135 (31.7%) 1168 (34.1%) 

人口 1 万人未満の市町村 100 (40.1%) 80 (46.7%) 68 (48.9%) 

75 歳 

以上 

人口 

全国 1860 (14.7%) 2227 (19.7%) 2433 (23.2%) 

三大都市圏 910 (13.7%) 1098 (17.6%) 1283 (21.6%) 

地方圏 950 (15.9%) 1130 (22.4%) 1150 (25.4%) 

人口 50 万人以上の市区 493 (13.2%) 615 (17.2%) 721 (21.0%) 

人口 1 万人未満の市町村 54 (21.9%) 53 (30.7%) 45 (32.4%) 

※数値は単位未満を四捨五入しているため、合計や割合が一致しない場合がある。 

出典：国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（令和 5(2023)年推計）を基に

HIDO 作成 

 

 こうした高齢化の進行、特に後期高齢者の増加により、身体機能や認知機能の低下が自動

車運転に影響を及ぼすおそれがある者が増加し、移動制約者、いわゆる交通弱者が増加する

と見込まれる。 

【関連資料】P53 高齢運転者による死亡事故 

【関連資料】P54 年齢階級別の認知症有病率 

 このような中、運転免許の自主返納者（申請による運転免許の取消件数）は、近年増加傾

向にあったが 2019 年をピークに減少傾向にある。近年の減少の理由としては、新型コロナ

 
1 地方公共団体の人口規模は 2020 年国勢調査人口による。 
2 ここで言う「区」とは東京都の特別区であり、政令指定都市の区は含まない。 
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ウイルスの影響で移動手段が公共交通機関から自家用車へ変化したこと、公共交通機関の

減便や廃止の影響により運転免許を返納しづらくなっていることが考えられる。公共交通

機関の利便性が低く自動車の分担率が高い地域では返納率が低くなっており、自家用車に

頼らざるを得ない状況が伺える。 

【関連資料】P55 運転免許の自主返納件数の推移 

【関連資料】P55 高齢者の年齢層別運転免許返納数・返納率の推移 

【関連資料】P56 首都圏の運転免許返納率 

【関連資料】P56 首都圏の交通分担率 

 

（２）公共交通・物流のサービス水準の低下 

① 公共交通 

 路線バスは、人口減少や少子化、自家用車の普及等により長期的に需要が減少し、輸送人

員・運送収入が減少している。2013～2022 年度の 10 年間に路線バスの 1.3 万 km が廃止

され、全国の主要バス事業者の約８割が 2023 年度以降にバス路線を減便・廃止するとして

いる。 

【関連資料】P57 路線バスの輸送人員の推移 

【関連資料】P58 路線バスの廃止状況 

【関連資料】P58 路線バスの減便・廃止の動向 

 路線バスの減便・廃止の背景には運転士不足もあり、大型自動車第二種運転免許保有者数

は、2004 年の 116.8 万人から 2022 年には 80.2 万人と約 30％減少している。 

【関連資料】P59 大型二種免許保有者数の推移 

 こうしたバス路線の減便や廃止といったサービス水準の低下が更なる需要の減少を招く

という負の連鎖に陥っているとみることができる。 

 タクシーにおいても車両数・運転手の減少が続いており、車両数は 2007 年度末の 26.7 万

台から 2022 年度末は 20.0 万台と約 25％減少しており、法人のタクシー運転者数は 2004

年の 38.2 万人から 2022 年は 21.5 万人と約４割減少している。今後、タクシー空白地域の

増加や台数の不足が進むことが懸念される。 

【関連資料】P60 タクシー車両数の推移 

【関連資料】P60 タクシー運転者数の推移 

 公共交通機関の減便・廃止は通勤通学の足に影響を及ぼすほか、高齢者の増加により増大

すると見込まれる買物、通院等の需要にも影響を及ぼすが、公共交通機関の減便や廃止の傾

向は今後も続き、公共交通空白地域が拡大し、移動制約者が増加すると見込まれる。 

 

② 物流 

 宅配貨物が増加する中、道路貨物運送業では燃料費の高騰などによる物価高倒産に加え、

人手不足による倒産が増加している。 
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【関連資料】P61 宅配便取扱個数の推移 

【関連資料】P62 道路貨物運送業の倒産件数の推移 

【関連資料】P63 道路貨物運送業の人手不足の状況 

 将来は更なる運転手の減少が見込まれており、労働時間の規制強化（いわゆる 2024 年問

題）への対策が講じられなければ、輸送力が大幅に不足する可能性があると指摘されており、

物流が停滞することが懸念される。 

【関連資料】P64 道路貨物運送業の運転従事者数の推計 

【関連資料】P65 「2024 年問題」の概要 
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３．社会課題の解決に向けたモビリティに関する取組 

 

 前章で示した社会課題を解決するためには、自動運転、情報通信等の新技術の活用やデマ

ンド交通など新たなモビリティの導入が求められ、国、地方公共団体、事業者、研究機関等

において様々な取組が行われている。ここでは、モビリティに関する政府の戦略や計画、技

術的・制度的な動向等について整理するとともに、2040～2050 年頃の見通しを展望する。 

 

（１）モビリティに関する総合的な取組 

① デジタル田園都市国家構想総合戦略 

 政府のデジタル田園都市国家構想総合戦略（2022.12 閣議決定、改訂版 2023.12 閣議決

定）では、デジタルの力を活用して地方創生を加速化・深化し、「全国どこでも誰もが便利

で快適に暮らせる社会」を目指すとしている。 

 モデル地域ビジョンの例としてスマートシティ・スーパーシティ等が掲げられ、重点施策

分野の例として地域交通のリ・デザイン、ドローン利活用等が掲げられている。また、重要

業績評価指標（KPI）として、地域限定型の無人自動運転移動サービスの実現について 50 

か所程度（2025 年度目途）、100 か所以上（2027 年度まで）としている。 

【関連資料】P66～67 デジタル田園都市国家構想総合戦略の概要 

 

② デジタルライフライン全国総合整備計画 

 経済産業省は、自動運転やドローン物流等のデジタル技術を活用したサービスについて、

「実証から実装へ」「点から線や面へ」の移行を加速化するため、デジタルライフライン全

国総合整備実現会議を 2023 年６月より開催し、2024 年６月にデジタルライフライン全国

総合整備計画を公表した。共通の仕様と規格に準拠したハード・ソフト・ルールのデジタル

ライフラインを整備する約 10 年の中長期的な実装計画となっている。 

 2024 年度から実装を開始するアーリーハーベストプロジェクトとして、ドローン航路、

自動運転サービス支援道、インフラ管理 DX を掲げ、10 年後には各領域で面的なサービス

が行われることを目指している。 

 アーリーハーベストプロジェクトの KPI としては、ドローン航路については送電網上空

の 150km 及び河川上空の 30km で、自動運転サービス支援道については新東名高速道路の

100km や茨城県日立市大甕駅周辺で、2024 年度から実装を開始し、10 年間でドローン航

路については全国の国管理の一級河川上空１万 km 及び全国の送電網上空４万 km で、自

動運転サービス支援道については東北～九州の高速道路及び一般道路 100 箇所以上（2027

年度目途）でのサービス実装としている。 

【関連資料】P68～69 デジタルライフライン全国総合整備計画の概要 
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③ モビリティ・ロードマップ 2024 

 デジタル庁では、ITS・自動運転に係る政府全体の戦略である「官民 ITS 構想・ロードマ

ップ」を発展的に継承し、デジタルを活用した交通社会の未来をどう描くかという視点から

「デジタルを活用した交通社会の未来 2022」を 2022 年８月に策定した。「デジタル社会の

実現に向けた重点計画」（令和 4 年 6 月 7 日閣議決定）で示す「モビリティの高度化の推進」

に向けて、官民が連携して必要な技術開発や交通インフラの整備、制度整備等を進めていく

としている。 

 その後、デジタル社会推進会議のモビリティワーキンググループにおいて検討が進めら

れ、2024 年６月に「モビリティ・ロードマップ 2024」をとりまとめた。デジタル技術を積

極的に活用した安全なモビリティサービスの社会実装に向け、「短期的な取組：総括的事業

実証ステージ」、「中期的な取組：先行的事業化ステージ」、「長期的な取組：本格的事業化ス

テージ」の３ステージで施策を段階的・集中的投入することとし、あわせて自動運転車に係

る社会的ルールの実装のための重点施策の工程表をとりまとめている。なお、関係府省庁連

携の下、本ロードマップの具体化・進捗状況を評価しながら、毎年度、このロードマップの

改訂を行っていくことを想定するとされている。 

【関連資料】P70～71 モビリティ・ロードマップ 2024 の概要 

 

④ 道路政策ビジョン「2040年、道路の景色が変わる」、道路におけるカーボンニュートラ

ル推進戦略 

 国土交通省道路局では、道路政策ビジョン「2040 年、道路の景色が変わる」（社会資本政

策審議会道路分科会基本政策部会提言）を 2022 年６月に策定した。道路の景色がどう変化

するかについて、「①通勤帰宅ラッシュが消滅」、「②公園のような道路に人が溢れる」、「③

人・モノの移動が自動化・無人化」、「④店舗（サービス）の移動でまちが時々刻々と変化」、

「⑤災害時に「被災する道路」から「救援する道路」に」の５つの将来像を掲げている。 

 また、このビジョンに描かれた将来の姿を念頭に、道路分野においても 2050 年カーボン

ニュートラルの実現を目指すため、「道路におけるカーボンニュートラル推進戦略」の中間

とりまとめが 2023 年９月に行われた。４つの柱として「道路交通の適正化」、「低炭素な人

流・物流への転換」、「道路交通のグリーン化」、「道路のライフサイクル全体の低炭素化」を

掲げ、個別施策の方向性として、自動車利用の抑制・分散、自動運転の実装、新たなモビリ

ティの導入、公共交通の利用促進等が挙げられている。 

【関連資料】P72 道路政策ビジョン「2040 年、道路の景色が変わる」の概要 

【関連資料】P73 道路におけるカーボンニュートラル推進戦略中間とりまとめの概要 

 

⑤ 地域公共交通のリ・デザイン 

 交通政策審議会交通体系分科会地域公共交通部会では、2023 年６月に「～地域公共交通

の「リ・デザイン」の実現に向けた新たな制度的枠組み等に関する基本的な考え方～」と題



 

8 

 

する最終とりまとめが行われた。基本的考え方として、官民をはじめ地域の多様な関係者の

共創（連携・協働）を強化し、地域公共交通をリ・デザインすることが必要であり、まちづ

くり・地域づくりと一体となった地域ぐるみの取組みが必要であるとしている。また、各論

として、地域における合意形成のための国の関与の強化などの「交通政策のさらなる強化」、

交通結節点周辺への生活関連施設の集積などの「地域経営における連携強化」、DX・GX に

よる利便性向上・経営力強化などの「新技術による高付加価値化」を挙げている。 

【関連資料】P74 地域公共交通のリ・デザイン 

 また、2023 年９月には「地域の公共交通リ・デザイン実現会議」が設置され、2024 年５

月にとりまとめが行われた。今後、地域の移動手段（地域交通）をどう維持・確保し、より

利便性・生産性・持続可能性の高い姿へ再構築（リ・デザイン）していくか、その前提とな

る多様な関係者の連携・協働をどのように創り出し、進化（深化）させていくか等について

検討が行われ、地域類型ごとの課題解決に向けた方向性が示されるとともに、連携・協働の

推進に向けた環境整備として政府共通指針や分野毎の指針・通知の策定等が、連携・協働に

係る取組の実装として地域交通法3に基づく法定協議会や地域公共交通計画、施策のアップ

デートが掲げられている。 

【関連資料】P75 地域の公共交通リ・デザイン実現会議とりまとめの概要 

 

（２）自動運転に関する取組 

 運転手不足に対応するためには自動運転の導入が必要不可欠であり、その実現に向けて

国等において研究開発、実証実験等が行われている。 

 自動運転の導入は、運転手不足への対応以外にも様々なメリットをもたらす。判断ミスや

操作ミス、居眠りや脇見など人為的ミスの減少による安全性の向上、運転手の負担軽減（完

全自律走行でなくともある程度の負担軽減となる）、高齢者の外出機会の増加や観光需要の

創出など新たな交通需要の喚起、急発進・急加速の減少による環境負荷の軽減などにも寄与

すると考えられる。さらに、車両の大半が自動運転となれば、経路選択が最適化されること

や車間距離・速度が維持されることによって渋滞の緩和が期待できるほか、自動運転の車両

同士の車間距離が短縮できることによって交通容量の拡大または走行空間の縮小も期待で

きる。 

 なお、自動運転のレベルの定義については、SAE International の J3016 及びその日本

語参考訳である JASO TP 18004 が広く用いられており、レベル０の手動運転車からレベル

５の完全自動運転車まで６段階が定義されている。本とりまとめにおける自動運転のレベ

ル表記についてもこれを用いることとする。 

【関連資料】P76 自動運転のレベルの定義 

 

 
3 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 



 

9 

 

① RoAD to the L4 

 「自動運転レベル４等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト」（RoAD 

to the L4）では、旅客と貨物輸送の双方における無人自動運転サービスの研究開発や MaaS

などの新しいモビリティサービスの推進、人材育成など幅広い取組を行っている。 

 このうち、無人自動運転サービスの実現及び普及に関しては、４テーマで実証実験が行わ

れてきている。テーマ１は 2022 年度目途に限定エリア・車両での遠隔監視のみ（レベル４）

自動運転サービスを実現すること等を目標に取組が進められ、福井県永平寺町において

2023 年 5 月からサービスが開始されている。テーマ２は 2025 年度までに、多様なエリア、

多様な車両を用いた無人自動運転サービス（レベル４）を 50 か所程度で実現すること等を

目標に取組が進められ、茨城県日立市のひたち BRT を実証フィールドとして取組が推進さ

れている。テーマ３は 2025 年以降に高速道路でのレベル４自動運転トラックやそれを活用

した隊列走行の実現等を目標に取組が進められている。テーマ４は 2025 年頃までに協調型

システムにより様々な地域の混在交通下においてレベル４自動運転サービスを展開するこ

と等を目標に、千葉県柏市柏の葉地域において実証が進められている。 

 同プロジェクトは、2015 年に設置された経済産業省及び国土交通省が事務局を務める「自

動走行ビジネス検討会」と連携を図りつつ推進されている。 

【関連資料】P77～78 RoAD to the L4 の概要 

 

② SIP（戦略的イノベーション創造プログラム） 

 内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム(Cross-ministerial Strategic Innovation 

Promotion Program：SIP)においては、第１期（2014～2018）では「自動走行システム」

が、第２期（2018～2022）では「自動運転（システムとサービスの拡張）」が、第３期（2023

～2027）では「スマートモビリティプラットフォームの構築」が課題として選定されてい

る。 

 第１期の主な成果としては、高精度 3D 地図の供給体制として、2017 年６月に事業会社

のダイナミックマップ基盤株式会社（現ダイナミックマッププラットフォーム株式会社）設

立4につながり、自動車専用道路約３万 km の提供につながっている。第２期の主な成果と

しては、「中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転移動サービスの実証実験」を

全国 18箇所で実施し、４箇所で自動運転移動サービスが本格導入されている。第３期では、

①モビリティサービスの再定義、社会実装に向けた戦略策定、②モビリティサービスを支え

るインフラのリ・デザインに向けた研究開発、③スマートモビリティサービスの実験・実装・

ビジネス化を支援する装置・仕組みの開発の３つのサブ課題とこれらを構成する 19 の研究

テーマで研究開発が進められている。 

【関連資料】P79～81 SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）の概要 

 
4 2016 年６月にダイナミックマップ基盤企画株式会社として設立され、2017 年６月にダイナミック基盤

株式会社に社名変更し、事業会社化。 
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③ 都市交通における自動運転技術の活用方策に関する検討会 

 国土交通省都市局では、将来的な自動運転の活用に向け、自動運転技術の都市への影響可

能性の抽出・整理及び自動運転技術の活用についての検討を行うため、都市交通における自

動運転技術の活用方策に関する検討会を設置している。 

 2017 年度より 自動運転の普及が都市構造や都市交通・交通施設にどのような影響を及

ぼすかを抽出・整理し、都市にとって望ましい自動運転技術の活用のあり方を検討している。 

 2021 年３月には「ニュータウン等における端末交通サービス導入及び自動運転技術活用

に向けたポイント集」を、2022 年３月には「基幹的なバスにおける自動運転導入に関する

検討 中間とりまとめ」を公表しており、今後「都市空間における自動運転技術の導入に向

けたポイント集（仮称）」を 2024 年度末を目途に作成することとしている。 

【関連資料】P82 都市交通における自動運転技術の活用方策に関する検討会の概要 

 

④ 自動運転社会を見据えた都市づくりの在り方 

 東京都では、2022 年３月、急速に技術革新が進む自動運転技術をこれからの都市づくり

に有効に活用していくことができるよう、技術開発や普及の動向を見据えて、道路空間等の

整備の在り方や地域特性に応じた自動運転サービスの在り方に関する基本的な考え方を取

りまとめた。 

 同報告書では、自動運転車の普及により影響を受けると見込まれる、道路空間、駅前空間、

駐車場、自動運転車を活用した交通サービスについて都市づくりへの展開に向けた基本的

な考え方が示されている。 

【関連資料】P83 自動運転社会を見据えた都市づくりの在り方の概要 

 

⑤ 自動運転に係る法整備 

 道路運送車両法が 2019 年に改正され、保安基準の対象装置に「自動運行装置」が追加さ

れた（2020.4 施行）。同じく 2019 年には道路交通法が改正され、自動運転（レベル３）に

対応する規定が整備された。 

 道路法が 2020 年に改正され、自動運転を補助する施設（磁気マーカー等）が道路付属物

として位置付けられた（2020.11 施行）。 

 道路交通法が 2022 年に改正され、特定自動運行の許可制度が創設され、自動運転（レベ

ル４）の運行が可能となった（2023.4 施行）。 

【関連資料】P84～89 自動運転に係る法整備の概要 

 

⑥ 自動運転の導入に必要な環境整備 

 自動運転や安全運転を支援するためには、電磁誘導線、マーカー、センサー、カメラ、信

号協調システム等の路側機器や通信環境の整備が必要である。 



 

11 

 

 これまでの自動運転の実証実験における手動介入の要因としては、路上駐車の回避、対向

車とのすれ違い、自転車・歩行者の回避といった交通環境に係る要因や、GPS 等の自車位

置特定不具合が挙がっており、自動運転車両の安全かつ円滑な走行のためには、これらを抑

制することが必要である。 

【関連資料】P90 自動運転車両の手動介入要因 

 歩行者・自転車や対向車等他の車両との錯綜を抑制する対策としては、歩車分離、専用道・

専用（優先）レーン化等による交通流の整序等が有効であり、広幅員の道路や交通容量に余

裕がある道路では、これらを整備することで自動運転の導入が早期に実現可能になると考

えられる。 

 路上駐車対策としては、自動運転車両の走行経路上に駐停車させないよう誘導すること

が必要であり、乗降スペースや荷捌きスペースの確保が考えられるほか、違反車の取り締ま

りの強化等が考えられる。 

 自車位置特定不具合については、電磁誘導線や磁気マーカーを使用する場合は、位置特定

の不具合は生じにくいが、走行経路への埋設が必要であり、維持管理に課題がある。GNSS

（GPS）の場合は、トンネル内など衛星からの電波を受信できない場所があることや、ビル

影や山間部など精度が低下する場合があることが課題として挙げられ、路側機の整備等に

よる対策が必要と考えられる。 

 

 2030 年頃までには限定領域での自動運転（レベル４）に対応する技術が確立され、2040

～2050 年頃には特定の経路を走行する車両の自動運転が普及していると想定される。一方、

走行環境を限定しないレベル５については、現時点で実用化を見通すことは困難であり、

2040～2050 年頃には広く普及していないと想定する。 

 

（３）情報・通信技術に関する取組 

① ITS（高度道路交通システム） 

 ITS（Intelligent Transport Systems：高度道路交通システム）は、情報通信技術を活用

し、人と道路と車両を一体のシステムとして構築することで、 渋滞、交通事故、環境悪化

等の道路交通問題の解決を図るものとして推進されてきており、VICS、ETC 等が広く普及

しているところである。先進運転支援システムの高度化や自動運転の実用化等のため、更な

る高度化に向けた検討が進められている。 

【関連資料】P91 ITS（高度道路交通システム）とは 

 ITS・自動運転の政府の戦略である「官民 ITS 構想・ロードマップ」は、2014 年に策定

されて以降毎年改定され、2021 年６月にこれまでの取組と今後の ITS 構想の基本的考え

方のとりまとめが行われた。2030 年に「国民の豊かな暮らしを支える安全で利便性の高い

デジタル交通社会を世界に先駆け実現する」ことを目指し、「新たなモビリティ社会の実現

に向けたデジタルプラットフォームの構築」、「自動運転等の一層の進展」、「多様なモビリテ
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ィの普及・活用」を重点取組として、これらの推進に当たり「技術開発」、「交通インフラ整

備とコネクテッド実装」、「制度整備」、「デジタルモビリティプラットフォームの構築／デー

タ連携」、「社会実装・社会的受容性」の５つの観点による具体的な施策を官民で取り組んで

いくとしている。 

【関連資料】P92～94 官民 ITS 構想・ロードマップ 

 国土交通省道路局では、革新的技術を活用した社会経済全体からのアプローチにより、交

通課題の解決を超えた新たな価値を創造するための施策・サービスを具体化するため、2023

年３月に「次世代 ITS 検討会」を設置している。５つのテーマで先行プロジェクトを実施

したうえで、2020 年代後半に次世代 ITS の全体像を確定し、2030 年代の運用開始を目指

して検討を行っている。 

【関連資料】P95～96 次世代 ITS 検討会の概要 

 

 自動運転に係る通信技術については、先述の SIP「自動運転（システムとサービスの拡

張）」の SIP 協調型自動運転通信方式検討 TF において「SIP 協調型自動運転の通信方式ロ

ードマップ」が 2022 年３月に策定された。自動運転車普及率を 30％程度と見込む時期を

2040 年頃と想定し、2030 年頃から新たな通信方式の導入が必要としている。 

【関連資料】P97 SIP 協調型自動運転の通信方式ロードマップ 

 また、総務省では、自動運転の早期実現に向けた環境・通信整備状況を踏まえ、自動運転

時代の“次世代の ITS 通信”の在り方について検討することを目的として「自動運転時代

の“次世代の ITS 通信”研究会」を設置し、2023 年８月に中間とりまとめを行った。 

【関連資料】P98 自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会 中間とりまとめの概要 

 

 2040～2050 年頃には、自動運転車のみならず多くの車両にコネクテッド機能が搭載され、

安全性・利便性が向上していると想定される。 

 

② MaaS 

 MaaS（Mobility as a Service）とは、地域住民や旅行者一人一人のトリップや移動ニー

ズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予

約・決済等を一括で行うサービスであり、連携・統合の深度によって５段階に分類されてい

る。 

【関連資料】P99 MaaS（Mobility as a Service）の概要 

 MaaS の実現により、移動時の利便性の向上だけでなく、人の移動が活発化することによ

る地域活性化、交通以外の他業種との連携による移動の高付加価値化、既存公共交通の有効

活用による混雑緩和等の効果が期待されるとともに、移動関連データを基にした公共交通

やまちづくり施策の高度化にも寄与することが期待される。 

 民間事業者等によるアプリケーションの開発やサービスの提供が行われてきているが、
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MaaS を提供するためには、交通事業者をはじめとする各主体が有する情報を、他者が利用

できる形式でデータ整備・提供を行い、連携されることが必要となる。このため、国土交通

省では、標準フォーマットの策定（バスの例：静的バス情報フォーマット（GTFS-JP）仕様

書（第３版）、動的バス情報フォーマット（GTFS リアルタイム）ガイドライン（初版））や、

データ連携に関するガイドライン（MaaS関連データの連携に関するガイドライン Ver.3.0）

の策定等を行っている。 

 

 経済産業省と国土交通省では、将来の自動運転社会の実現を見据え、新たなモビリティサ

ービスの社会実装を通じた移動課題の解決及び地域活性化を目指し、地域と企業の協働に

よる意欲的な挑戦を促す「スマートモビリティチャレンジ」プロジェクトを 2019 年に開始

した。経済産業省では「地域新 MaaS 創出推進事業」、国土交通省総合政策局では「日本版

MaaS 推進・支援事業」により、地域の取組を支援している。 

【関連資料】P100 「スマートモビリティチャレンジ」プロジェクトの概要 

 このほか、国土交通省では「新モビリティサービス推進事業」、「MaaS の実装に向けた基

盤整備事業」等により、地域や事業者の取組を支援している。 

 

 2040～2050 年頃には、交通に関する様々な情報が整備・提供・活用され、移動の利便性

が向上するとともに、交通以外の分野と連携した多様なサービスが提供されていることに

加え、交通関連データを活用した計画策定支援、施策効果の計測・評価等が行われるように

なると想定される。 

 

（４）多様なモビリティに関する取組 

① デマンド交通 

 利用者の減少により路線バスの維持が困難な地域や道路事情によって大型車両が走行で

きない地域などで移動手段を確保するため、デマンド交通の導入が進んでおり、今後も増加

すると想定される。 

【関連資料】P101 コミュニティバス・デマンド交通の導入状況 

 デマンド交通は、定時定路線型の乗合バスと比較して、利用者のニーズに応じた運行が可

能となり利便性が向上すること、車両サイズを小型化すれば狭隘な道路でも走行可能とな

るため柔軟な路線設定が可能となること、乗車定員が 10 人以下の車両であれば大型・中型

免許が不要になり運転手の確保が容易になることなどのメリットがある。さらに、配車・経

路選択への AI の活用で一層の効率化が期待できる。 

 一方、定時定路線型の乗合バスと比べて高頻度の運行が必要となる場合が多く、特に小型

の車両を導入する場合は乗車定員が少ないため利用者が多いと増車や高頻度の運行が必要

となりコストが増加する可能性があること、予約が必要なため利用者の手間が増え高齢者

や他地域からの来訪者の利用の障害になる場合があること、予約が集中すると待ち時間が
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長くなったり予約が取れなかったりすること、乗合の場合は迎車時刻や所要時間が変動す

ることなどのデメリットがある。 

 デマンド交通の運行形態には、定路線型か自由経路型か、発着地自由型か固定型か（ドア

ツードア型か乗降ポイント型か）、ダイヤ固定型か非固定型か、会員登録の必要の有無など

多様な方式があり、地域の移動ニーズを的確に把握したうえで、導入の可否や運行形態、導

入する車両のサイズ等を検討することが必要である。 

 既存のバスやタクシーの事業者がある地域で導入する場合は、需要の奪い合いにならな

いよう、運行エリアや運行時間の調整など十分な連携・調整が必要である。 

 

② グリーンスローモビリティ 

 高齢者等の移動を確保するため、速達性を求めない近距離輸送サービスとして、グリーン

スローモビリティ（時速 20km 未満で走行する電動の移動サービス）の導入が進むと想定

される。国土交通省総合政策局では 2021 年５月に「グリーンスローモビリティの導入と活

用のための手引き」を策定し、その推進を図っている。 

【関連資料】P102～103 グリーンスローモビリティの導入と活用のための手引きの概要 

 小型の車両を導入する場合は狭隘な道路でも走行可能となり柔軟な路線設定が可能とな

ること、電動化により二酸化炭素排出量の削減や騒音の低下など環境負荷が低減すること、

低速で走行するため重大事故の発生が抑えられること、運転操作が比較的容易なため高齢

者でも安心して運転できることから雇用機会の創出が期待できること、ガソリンスタンド

がなくなった地域でも運用可能であること、燃料価格と電気料金の動向によるが運行コス

トが抑えられること、シートベルトの着用義務等が免除されること、低速のため周囲の景色

を楽しみやすく観光利用に適していることなどのメリットがある。 

 一方、長距離輸送や長時間の連続運用には適さないこと、低速のため交通量の多い道路な

どでは他の交通（特に後続車）に影響を及ぼすこと、他車に衝突された場合のダメージが大

きいこと、今後の電動車の普及状況によるが既存のガソリン車やディーゼル車と比べて整

備体制が整っていないことなどのデメリットがある。 

 低速であることから、近距離輸送向きであるとともに、交通量の多い道路は避けるなどル

ート設定に工夫を要するが、狭隘な道路でも走行可能な交通手段として普及が期待される。

しかし、運賃収入のみで採算性を確保することは困難と考えられることから、運営形態の十

分な検討が必要である。 

 

③ パーソナルモビリティ5 

 ラストマイルの移動手段として、電動化されたパーソナルモビリティ（電動車いす、シニ

アカー、電動アシスト自転車、電動キックボード等）が普及し、シェアリングサービスが拡

 
5 「パーソナルモビリティ」に明確な定義はないが、本中間とりまとめでは、一人乗りの動力（アシスト

を含む）を有する乗り物で、運転免許を要しないものを指すこととする。 
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大すると想定される。 

 パーソナルモビリティについては、2022 年の道路交通法の改正により、移動用小型車が

定義されたほか（2023 年 4 月施行）、特定小型原動機付自転車が新たな車両区分として定

義され、道路運送車両法の保安基準や性能等確認制度が整備されており、最高速度など一定

の基準を満たせば歩道等を通行できる特例特定小型原動機付自転車も定義された（2023 年

７月施行）。 

【関連資料】P104～105 パーソナルモビリティに係る法改正の概要 

 歩行が困難になった高齢者の移動手段として、３輪以上で転倒リスクが小さい電動車い

すやシニアカーの普及が拡大することが期待され、個人所有のほか、都心の繁華街や商業施

設等でのシェアリングサービスも期待される。 

 電動車いす等での移動や公共交通機関の利用が容易となるよう、段差の解消やエレベー

タの設置等の経路のバリアフリー化、ノンステップバスやリフト・スロープ付きバスの導入

等の車両のバリアフリー化が一層求められる。 

 

④ 自動配送ロボット（遠隔操作型小型車6） 

 物流分野におけるラストマイルの輸送手段としての活用が期待される自動配送ロボット

については、「自動走行ロボットを活用した配送の実現に向けた官民協議会」（事務局：経済

産業省）が 2019 年に設置され検討が進められており、経済産業省は 2024 年２月に「自動

配送ロボット活用の手引き」を策定している。 

【関連資料】P106 自動配送ロボット活用の手引きの概要 

 2022 年の道路交通法の改正（2023.4 施行）により遠隔操作型小型車の区分が設けられ、

車体の大きさが長さ 120cm 以内、幅 70cm 以内、高さ 120cm 以内、速度が時速６km 以下

等の一定の基準を満たす車両は、公安委員会への届出により、歩行者に相当する交通ルール

に従って公道を走行することが可能となった。これまでに各地で実証実験が行われてきて

いるほか、定常的なサービスも開始されている。 

【関連資料】P107～108 遠隔操作型小型車に係る法改正の概要 

【関連資料】P109 自動配送ロボットの事例 

 

⑤ ドローン（無人航空機） 

 ドローンの飛行レベルは、目視の内外、操縦飛行か自動／自律飛行か、無人地帯か有人地

帯かによって４つのレベルに分類されている。 

【関連資料】P110 ドローンの飛行レベル 

 小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会では、ドローンに関する政府の取組を工

程表としてとりまとめた「空の産業革命に向けたロードマップ 2022」を策定・公表した。

「環境整備」・「技術開発」・「社会実装」の３つの柱で工程表が整理されている。 

 
6 遠隔操作型小型車は、基準に合致するものであれば人が乗車できるものも含まれる。 
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【関連資料】P111 空の産業革命に向けたロードマップ 2022 

 無人航空機の「有人地帯上空での補助者なし目視外飛行」（レベル４飛行）を実現するた

めの制度整備等として 2021 年６月に航空法が改正され、機体認証、無人航空機操縦者技能

証明、運航ルールに係る新たな制度が 2022 年 12 月から開始された。 

【関連資料】P112 無人航空機レベル４飛行に係る制度整備の概要 

 これを受け、ドローン物流の社会実装をより一層推進していくため、「ドローンを活用し

た荷物等配送に関するガイドライン Ver.4.0」が 2023 年３月に取りまとめられた。 

 操縦ライセンスの保有、保険への加入、機上カメラによる歩行者等の有無の確認の３つの

条件を満たす場合に、レベル３飛行の立入管理措置（補助者・看板等の配置、道路や鉄道等

の横断前の一時停止）を撤廃する「レベル 3.5 飛行」が 2023 年 12 月に新設された。 

 

⑥ AAM（Advanced Air Mobility） 

 AAM（Advanced Air Mobility：いわゆる「空飛ぶクルマ」）については、2018 年に「空

の移動革命に向けた官民協議会」が経済産業省及び国土交通省によって設立され、「空の移

動革命に向けたロードマップ」が策定されている（2018.12.20 策定、2022.3.18 改訂）。当

協議会では、空飛ぶクルマの運用概念（ConOps）、バーティポート整備指針等が検討されて

おり、2023 年 12 月には安全基準、運行基準、騒音基準等を定める航空法施行規則の一部を

改正する省令が施行された。 

【関連資料】P113 空の移動革命に向けたロードマップ 

 

（５）モビリティに関連した国の支援措置 

 前節までの取組を推進するため、地方公共団体や交通事業者等を対象とする各種の支援

措置が設けられている。ここでは、その内容を整理する。 

【関連資料】P114～119 モビリティに関連した国の支援措置の概要 

 

 デジタル田園都市国家構想交付金（旧地方創生推進交付金、デジタル田園都市国家構想推

進交付金）は、デジタル田園都市国家構想の実現による地方の社会課題解決・魅力向上の取

組を加速化・深化する観点から、各地方公共団体の意欲的な取組を支援するための交付金で

あり、デジタル実装タイプ、地方創生推進タイプ、地方創生拠点整備タイプ、地域産業構造

転換インフラ整備推進タイプがある。 

【関連資料】P120 デジタル田園都市国家構想交付金の概要 

 スマートシティについては、全国での計画的な実装に向けた取組の一環として、内閣府・

総務省・経済産業省・国土交通省が連携し、５つの関連事業（未来技術社会実装事業（内閣

府）、地域課題解決のためのスマートシティ推進事業（総務省）、地域新 MaaS 推進事業（経

済産業省）、日本版 MssS 推進・支援事業（国土交通省）、スマートシティ実装化支援事業

（国土交通省））により支援している。 
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【関連資料】P121～122 スマートシティに係る支援措置の概要 

 

 この他にも、国土交通省を中心にモビリティに関連した支援措置が設けられている。地域

の公共交通の確保・維持、利便性の向上等の取組を支援する総合政策局の地域公共交通維持

確保改善事業では、バスやデマンド交通等の運行や車両更新、バリアフリー化、デジタル化、

シェアサイクル等の導入など様々な支援を行っているほか、観光庁の観光振興事業におい

ても観光客の受入環境整備を目的とするキャッシュレス化や車両等の機能向上への支援が

行われている。 

 地域公共交通に関するインフラ整備に関する支援措置としては、社会資本整備総合交付

金に地域公共交通再構築事業が新たな基幹事業として創設されたほか、都市・地域交通戦略

推進事業（交付金・補助金）等が挙げられる。 

 その他、国土交通省道路局では、道路事業において BRT など公共交通システムの導入促

進、新たなモビリティの利用環境の整備、総合政策局の自動運転実証調査事業と連携した路

車協調システム実証実験など自動運転の環境整備等に対する支援を行っているほか、安全

性の向上や環境配慮型の車両の導入に対する支援も国土交通省物流・自動車局、経産省、環

境省等によって行われている。 
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４．地域のモビリティに関する地方公共団体等の取組 

 

 地域におけるモビリティに関する課題を解決するため、様々な取組が地域で実施されて

いる。ここでは、特徴的・先進的な取組を行っている地方公共団体等の事例を紹介する。 

【関連資料】P123～148 地域の取組事例 

 

（１）政令指定都市・中核市等 

① 愛知県名古屋市 

 名古屋市は、他の大都市と比べて、道路整備が進んでいるため、利用交通手段に占める自

動車の割合が非常に高く、自動車利用に依存していると言える。 

 市内の公共交通は、基幹的公共交通となる鉄道及び専用道を有するなど鉄道に準じる機

能を持つ主要なバス路線（基幹バス・ガイドウェイバス）と、これを補完するバス路線とい

う体系となっている。 

 基幹バスは、1982 年に導入され、現在２路線で運行されている。速達性・定時性の確保

や表定速度7の向上のため、道路空間を再配分したバス専用レーン8を走行し、停留所の間隔

が通常より長いものとなっており、鉄道と比べて安価な整備費で中量程度の輸送力を確保

している。基幹２号系統（新出来町線）の一部区間では、道路中央に専用レーンを設ける中

央走行方式を採用し、速達性等の更なる向上を図っている。 

 ガイドウェイバスは、軌道法に基づく高架専用区間を有し、ガイドレールと車両案内輪の

機械式自動操舵による「名古屋ガイドウェイバス志段味線（ゆとりーとライン）」が 2001 年

から運行されており、高い定時性と速達性を確保している。また、モードインターチェンジ

を介して一般道（平面区間）と連続して直通運行されており、平面区間では PTPS（Public 

Transportation Priority Systems：公共車両優先システム）やバスレーンが整備されている。

特殊な車両更新の課題解決として、現行のガイドウェイバスシステムから自動運転バスに

よる次期システムへの転換が検討されており、運転士の担い手不足への対応としても期待

されるほか、現行車両では対応していないノンステップ化が可能になるとしている。 

 また、都心部の回遊性の向上やにぎわいの拡大を図ることを目的として、拠点間や魅力あ

る地域を結ぶ新たな路面公共交通システム SRT（Smart Roadway Transit）の導入を目指

している。2022・2023 年度に実証実験を行い、連節バスの導入に合わせて正着性を向上す

るテラス型のバス停や休憩施設、デジタル案内板の整備等が検討されている。 

 

 
7 表定速度：駅間・停留所間を走る時間だけでなく、途中駅・停留所の停車時間分を加えた運転時間（表

定時間）で列車・バスの運転区間の距離を割って得た速度のこと。 
8 平日のラッシュ時のみ。 
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② 群馬県前橋市 

 前橋市は、市内の公共交通について、路線バスの路線網や案内がわかりづらい、ダイヤが

非効率、定時性が確保されていない、運行本数が少ないなどの課題があるほか、JR の駅と

上毛電鉄の駅が離れており結節されていないうえ、列車とバスが接続されていないこと、公

共交通の不便地域が存在することなど様々な課題を抱えていた。 

 こうした課題に対応するため、「バス

の利便性向上を中心とした公共交通軸

の強化」、「公共交通による、まちなか

の回遊性の向上」、「誰もが快適に移動

できる公共交通ネットワークの構築」

を目標とする地域公共交通計画を策定

し、その推進を図っている。 

 広域的な幹線バス路線については、

周辺の渋川市や玉村町との間を結ぶバ

ス路線を広域幹線軸と位置づけ、パタ

ーンダイヤ化や需要に応じた路線の見

直しを行って利便性の向上を図ってお

り、市内の他の路線と比較して収益性

が高くなっている。 

 市の中心部においては、JR 前橋駅、

上毛電鉄中央前橋駅、本町、県庁・市役

所を結ぶ路線を都心幹線軸と位置づ

け、いわゆる独占禁止法特例法による

共同経営の手法を活用して複数のバス

事業者のダイヤを調整し、運行間隔の

 

 

公共交通ネットワーク形成に関する施策の展開イメージ 
 
図中の赤い矢印が広域幹線軸、左下円内の紫色の矢印が
都心幹線軸、黄色のハッチがデマンドバス運行エリア 

出典：前橋市地域公共交通計画 

出典：前橋市資料 
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均一化や鉄道のダイヤにあわせた運行を行うことによって利便性の向上を図っている。ま

た、JR 前橋駅と上毛電鉄中央前橋駅とをシャトルバスで接続し、両鉄道の結節強化による

利便性の向上を図っている。当シャトルバスでは、運転手不足への対応を主な目的として、

一般車両が混在する市街地における営業中の路線バスへの自動運転の実装に向けて実証実

験を行っており、2025 年のレベル４の実装を目指している。 

 利用しやすい移動環境構築のため、ICT 技術の活用により公共交通全体を一体サービス

として提供する MaaS の取組を行っており、2022 年度に社会実装している。当初は前橋市

内を対象とする MaeMaaS としてサービスを開始し、2023 年３月には GunMaaS として対

象地域を群馬県全域に拡大した。経路検索、デジタルチケット購入、デマンド交通やタクシ

ー、シェアサイクル等の予約の機能を有するほか、前橋市民を対象としてマイナンバーカー

ドと認証連携した交通系 IC カードでの市民割引を行っている。シェアサイクル事業は市の

まちづくり公社が運営しており、サイクルポートは鉄道駅や公共施設、観光施設、商業施設

等に整備されている。また、複数事業者にわたるバス路線の表記に統一ルールを設けて案内

をわかりやすくするとともに、駅に設置したデジタルサイネージでの情報提供を行ってい

る。 

 公共交通の不便地域に関しては、路線バスが廃止された大胡・宮城・粕川地区と富士見地

区の２地区でデマンドバスを運行しているほか、城南地区では 2020 年に地域住民主体でデ

マンドバスを導入した。城南地

区では、地域づくり協議会から

タクシー事業者に運行を委託

し、あわせて定時定路線バスの

系統を再編し運行回数を増や

している。３地区とも乗降ポイ

ント型で同じ AI オンデマンド

配車システムを活用しており、

予約は電話のほかMaaSアプリ

（GunMaaS）でも可能である。 

 

③ 茨城県つくば市 

 つくば市は、「つくばスマートシティ」の実現を目指し、産学官が連携して事業を推進し

ていくことを目的に、2019 年に「つくばスマートシティ協議会」を設立し、最先端技術を

活用したまちづくりを進めてきた。国土交通省の「スマートシティモデル事業」、「スマート

シティ実装化支援事業」をはじめとする国の支援制度も活用し、主に移動分野に焦点を置い

た事業に取り組んでいる。2022 年にはスーパーシティ型国家戦略特区に指定され、「つくば

スーパーサイエンスシティ構想」として移動以外の分野も含む多様な取組が推進されてい

る。 

 

出典：前橋市資料 

デマンド交通の導入に合わせた路線バスの見直し 



 

21 

 

 「つくば医療 MaaS」に係る実証実験では、高齢者等の交通弱者を対象に、病院への通院

というユースケースについて、バス事業者や医療機関等との連携により、顔認証技術と医療

情報をシステム連動させることで病院行バス内で顔認証により受付を行い、医療情報シス

テムと連携させて検査、診察、会計までシームレスに結ぶ検証が行われた。 

 また、つくば駅周辺のペデストリアンデッキにおいて、近隣の病院への通院を想定し、安

心・安全なラストワンマイルの移動手段の提供を目指し、自動運転小型モビリティ（カート

及び電動車いす）の走行実証を実施している。実装に向けては、雨天時にみなし歩行者とし

て使用する際の高さ制限の規制緩和、歩道・横断歩道をカートが走行する場合の規制緩和が

必要とされている。 

 このほか、つくば駅周辺において、ラストワンマイルを補完する移動手段として、歩道を

走行できるタイプのパーソナルモビリティのシェアリングサービスの実証実験も 2024 年 2

～3 月に実施している。 

 

④ 愛知県春日井市 

 春日井市の高蔵寺ニュータウンは、高度経済成長期に整備されてから 50 年が経過し、初

期の入居者が一斉に高齢期を迎え、運転免許返納後の高齢者など交通弱者を主な対象とし

た移動支援が課題となっている。 

 同ニュータウンでは、高齢者の外出支援等を目的として、AI オンデマンド乗合サービス

（乗合タクシー）の運行実証実験が 2019 年から長期にわたり行われている。2023 年度下

半期の実証実験では、利用客の自宅と公共施設・協賛施設等とを結ぶ乗降ポイント型で、料

金はタクシーの半額程度となっている。なお、既存交通事業者との調整により、駅には乗降

ポイントは設けられていない。地元のタクシー事業者の車両を借上げる形で運行されてお

り、市からの委託費のほか、施設からの協賛金を得て運賃の差額に充てている。 

 同ニュータウンの石尾台地区では、高齢化率が高く坂道・起伏が多い地区での高齢者のラ

ストマイル移動手段を確保するため、3D マップ方式の自動運転カート（レベル２）「ゆっく

りカート」が運行されている9。デマンド方式であり、特定非営利活動法人「石尾台おでか

けサービス協議会」が運行主体となっている。NPO が運行主体となる自家用有償旅客運送

 
9 幹線道路や３D マップが未整備の経路は手動運転。 

 

パーソナルモビリティのシェアリングサービスの実証実験（つくモビ） 

出典：つくモビ HP 

   https://www.tsukumobi.com/ 
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での自由経路型のデマンド型自動運転サービスは日本初の事例である10。同地区では、自動

運転カートの導入以前から社会福祉協議会による自家用車での福祉ボランティア輸送が行

われていたことから、NPO の設立がスムーズにできたとのことである。車両、インフラ等

の初期費用や運行経費のうちソフトウェア使用料、電気代等を市が負担し、運転手や予約受

付電話オペレータの人件費、保険料、通信料のみを NPO が負担することで持続的な運行を

可能としており、NPO の収入は協議会会費及び運賃収入のほか、協賛金・寄付金で賄われ

ている。 

 春日井市は MaaS の実証実験にも取り組んでおり、鉄道事業者が提供しているウェブア

プリを市内向けにカスタマイズし、経路検索、コミュニティバスのデジタルチケット購入、

市内デマンド交通の配車、バスロケに対応しているほか、クーポン発行も行われている。 

 

（２）中小都市等 

① 気仙沼線 BRT 

 宮城県石巻市から気仙沼市を結ぶ気仙沼線 BRT は、鉄道での復旧を断念した東日本大震

災の津波で被災した JR 気仙沼線について、JR 東日本が道路運送法に基づく自動車専用道

路として整備し、BRT として 2012 年から運行している。 

 運行本数を鉄道時代の約３倍に増やしたほか、BRT 化に伴って停留所を新設するととも

に、一部区間では一般道を走行し、役場や病院等の付近に停留所を設けており、利便性の向

上が図られている。 

 2022 年 12 月には専用道の一部区間において磁気マーカーを用いた自動運転バス（レベ

ル２）の営業運行が開始されており、現在、自動運転区間の延伸とレベル４への引き上げに

向けた取組が行われている11。2024 年３月に道路運送車両法に基づく認可を取得し、特定

自動運行許可を申請予定である。 

 

② 茨城県日立市 

 日立市は、市街地が南北に広がっており、道路交通が南北を貫く幹線道路に集中して慢性

的な渋滞が発生しており、バスの利便性が低下していたことから、公共交通の定時制・利便

性の向上や移動制約者の移動手段の確保、道路混雑の緩和などを図るため、バス高速輸送シ

ステム「ひたち BRT」の整備が進められている。 

 2005 年に廃線となった日立電鉄線の跡地を市が取得し、道路法上の道路として整備する

とともに、道路交通法によりバス以外の通行を規制する専用道路としており、2013 年から

民間のバス事業者である茨城交通が BRT を運行している。 

 
10 自動運転によるサービス提供開始は 2023 年２月であるが、手動運転による自家用有償旅客運送は

2022 年 10 月から行われている。 
11 自動運転区間の延伸及びレベル４の導入に向けた実証実験のため、自動運転バスの運用は 2023 年５月

から休止中。 
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 BRT 専用区間の停留所数を鉄道時代の駅数

５から 14 へと大幅に増やしたほか、一部の停

留所にはサイクルアンドバスライド用自転車

駐車場を設けるなど利便性の向上を図ってい

る。また、通勤時間帯には一般道を経由して工

場へ直通する便を設定している。 

 一般道路と BRT 専用道との交差部では、道

路標識による規制に加え、遮断機を設置して

誤侵入防止を図っている。また、BRT 専用道

の一部区間では、ガードレールにより分離さ

れた歩行者専用道路が併設されており、歩行

者の安全性の向上も図られている。 

 現在、専用道区間での自動運転の実証実験が先述の RoAD to the L4 プロジェクトとして

実施されており、無人での自動運転レベル４の実装を目指している。今後は、市の中心部方

面への延伸が計画されている。 

 

③ 長野県塩尻市 

 塩尻市は、人口減少・少子高齢化や自家用車への依存などを背景とする地域公共交通利用

者の減少に加え、バス・タクシー運転手の高齢化や担い手不足により、地域公共交通の持続

性を確保することが課題となっており、自家用車から地域公共交通へ転換を図るため、自動

運転、オンデマンドバス、MaaS を中心とする交通 DX に取り組んでいる。「コンパクトシ

ティ・プラス・ネットワーク」を目指しており、市街地部の交通はオンデマンドバスが、市

街地と郊外の集落とを結ぶ交通は定時定路線型のバスが担い、一部の中心市街地から自動

運転サービスの導入を目指している。 

 オンデマンドバスについては、市内を運行していた民間事業者の路線バス撤退以降、1999

年から定時定路線型のコミュニティバスを運行していたが、利用者の減少や運転手不足を

背景として、一部路線を段階的に乗降ポイント型の AI オンデマンドバス「のるーと塩尻」

へ転換している。車両をバスタイプからワゴンタイプに小型化することにより居住地域内

にも乗降ポイントを設置することが可能となり、運行に係る費用は従前のコミュニティバ

スと同水準を目標にしつつ、利便性を向上させ利用者数を増加させている。転換にあたって

は、地元説明会を密に実施しているほか、既存路線バスと AI オンデマンドバスの実証実験

を半年間重複させ、利用者の意向を確認の上で移行させている。また、運行時間設定を工夫

して既存タクシー事業者との差別化を図っているほか、運転業務を地元のタクシー事業者

に委託し、電話予約受付のオペレータを塩尻市振興公社が実施する自営型テレワーク推進

事業である KADO に委託して地域住民が担うなど、地域雇用にも配慮している。 

 自動運転については、まずは中心市街地への地域実装を目指した実証実験を継続的に行

 

サイクルアンドバスライド用自転車駐車場 
（河原子（BRT）停留所） 

出典：日立市 HP 

   https://www.city.hitachi.lg.jp/machizukuri_ 

kankyo/shigaichiseibi/1002785/1002786.html 
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っている。自動運転に必要な高精度３次元地図の作成を KADO が行っているほか、運行オ

ペレーションを自動運転システム開発事業者から地元交通事業者や KADO へ技術移転し、

地域人材による運行を実施している。 

 塩尻 MaaS プロジェクトでは、先述のオンデマンドバスのほか、地域交通サービスをつ

なぐポータルとして MaaS アプリの構築も行われている。また、モビリティ・ダッシュボ

ードを整備し、人流データや OD データ等を活用して高度な分析・可視化を図ることとし

ている。 

 

④ 愛知県日進市 

 日進市では、新たな交通手段の確立やスマートシティの実現に向けた取り組みの一環と

して、自動運転バス（レベル２）の長期実証運行を実施している。駅と市役所、医療機関等

を結ぶルートで時速 20km 未満の低速での走行が可能な経路を選定しており、料金は無料

となっている。 

 現在はオペレータが乗車するレベル２での運行であるが、町内及び茨城県境町に設けら

れている２箇所の遠隔監視センターで運行状況を監視することができ、レベル４の導入に

向けた実証実験が行われている。 

 

⑤ 滋賀県東近江市 

 東近江市の奥永源寺地区では、中山間地域における移動手段の確保を目的として、国土交

通省の「中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービス」の実証実験を実施し、

2021 年に全国で２例目の実装に繋げている。奥永源寺「けい流カー」と称する電磁誘導線

方式の電動カートによる定路線型の自動運転（レベル２）で、幹線道路を避けた集落内の道

路において往復約 4.4km で運行されている。 

 市が運行主体となる運行事業者協力型自家用有償旅客運送で運営されており、運転手は

地元の有償ボランティアが担っている。農作物の道の駅への出荷や日用品の配送など貨物

輸送にも対応している。 

 

（３）町村 

① 北海道上士幌町 

 上士幌町では、進行する少子高齢化によって生じる公共交通の課題に ICT を活用して対

応するため、自動運転バス（レベル２）を運行しており、2017 年に実証実験を開始し、2022

年から定常運行を行っている。町役場に近い交通ターミナルを起点に、まちの中心部を循環

する経路を選定しており、料金は無料となっている。 

 現在はオペレータが乗車するレベル２での運行であるが、境町に設けられている遠隔監

視センターで各地域の運行状況を監視することができ、レベル４の導入に向けた実証実験

が行われている。また、デマンド運行や貨客混載にも取り組んでいる。 
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② 秋田県上小阿仁村 

 上小阿仁村では、東近江市と同じく、中山間地域における移動手段の確保を目的として、

国土交通省の「中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービス」の実証実験を

実施し、2019 年に全国初の社会実装に繋げている。電磁誘導線方式の電動カートによる定

路線型の自動運転（レベル２）で、道の駅を拠点に村役場や診療所、郵便局等を経由して３

つの集落を結ぶルートが設定されており、１日２便の定期運行のほかデマンド運行にも対

応している。 

 特定非営利活動法人「上小阿仁村移送サービス協会」が運行主体となる自家用有償旅客運

送で運行されており、同法人は自動運転サービスの導入以前から村民や来訪者の自家用車

による輸送を担っている。現在、運転手の担い手不足に対応するため、レベル４実現に向け

た実証実験が行われている。 

 

③ 茨城県境町 

 境町は、鉄道駅がなく公共交通インフラが弱いため、自動車を運転できない高齢者等の移

動手段に課題を抱えていたことから、2020 年から自動運転バス（レベル２）を導入してお

り、地方公共団体が自動運転バスを定期運行する全国初の事例となっている。 

 人流データ等を用いて密度が高い地域を結びつつ、時速 20km 未満の低速で走行しても

他の交通に影響を与えないルートを選定し、まちの中心部において道の駅とコミュニティ

センター、高速バスターミナルを結ぶ２ルートで運行している。国の補助金とふるさと納税

を活用することによって町の持ち出しなしで運行しており、料金は無料となっている。 

 社会受容性の向上にも積極的に取り組み、バス停の敷地の提供や路上駐車の減少など、住

民の理解と協力を得ている。 

 現在はオペレータが乗車するレベル２での運行であるが、町内に設けられている遠隔監

視センターで運行状況を監視することができ、レベル４の導入に向けた実証実験が行われ

ている。また、運行ルートの拡大や予約システムの構築（デマンド化）も検討されている。 

 MaaS の取組については、サービス提供者側が移動する形の MaaS の実証実験が行われ

ている。医療 MaaS では、医療機器などを搭載した専用車両に看護師が乗車し、コミュニ

ティセンターなどを巡回し、車内で看護士が画像撮影（静止画・動画）や検査、問診を行っ

ている。行政 MaaS では、専用車両でコミュニティセンターなどを巡回し、車内でマイナ

ンバーカードの申請受け付けや各種証明書の発行、オンライン相談などを行っている。 

 

④ 和歌山県太地町 

 太地町は、高齢者が安心して暮らせる町にすることを目標にしており、高齢者の外出支援

として外出時に利用可能なベンチや公衆トイレの整備を進めてきた。また、買物や通院のた

めの移動手段として、民間事業者の路線バスの撤退に伴って運行を開始した小型バスとワ
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ゴン車の２種類の車両による町営バスを運行してきたが、漁港集落である町の中心部は道

幅が狭く町営バスが走行できない地区があることから、2022 年に電磁誘導線方式の電動カ

ートによる自動運転サービス（レベル２）を導入している。検討開始当初より和歌山県県土

整備部や国土交通省国道事務所等の協力を得て、構想から１年半、実証実験の開始から３か

月で実装に至っている。 

 自動運転サービスは、町が運行主体となり会

計年度任用職員が運転手となる定時定路線型・

フリー乗降制で料金は無料であり、役場、スーパ

ー、診療所等を巡回するルートを約 20 分間隔の

高頻度で運行している。運転手は運転や乗降の

介助だけでなく、乗車する高齢者の話し相手に

もなっているほか、低速で走行するという特性

を活かして地域の見守り活動も行っている。ま

た、電磁誘導線に沿って走行することから狭隘

な道路においてもぶつけたり擦ったりしないた

め、安全に運行することが可能であり、運転手不

足の解決策という面もあるとしている。 

 バスロケーションシステムを導入しており、

WEB での配信のほか町内７箇所に設けたデジ

タルサイネージでも自動運転カート及び町営バ

スの位置情報を提供している。なお、町営バス

は、以前は有料であったが 2023 年度に無料化さ

れている。 

 将来的には、主要道路は町営バスを走らせ、カ

ートの運行地域を町全域へ拡大することを目指

している。自動運転のレベルにはこだわらず自

動・手動の混在も許容し、地形や道路事情に応じ

て検討することとしている。 

 

     
バスロケーションシステムのデジタルサイネージによる情報提供 

出典：HIDO撮影 

 

 

 

 

 

太地町自動運転サービスの運行ルート 

出典：太地町 HP 

https://www.town.taiji.wakayama.jp/ 

kurashi/bus/files/unten50604.pdf 
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５．地域におけるモビリティ・道路の将来像 

 

 人口減少社会においては都市・地域のコンパクト化が一層重要になり、医療・福祉・商業

等の都市機能が集約された拠点に誰もがアクセスしやすい「コンパクト・プラス・ネットワ

ーク」の一層の推進が求められる。 

 そのためには、まちづくりと地域公共交通との連携が重要であり、都市間・地域間を結ぶ

利便性の高い幹線交通と、ラストマイル輸送を担う効率的な端末（フィーダー）交通の組み

合わせによる交通ネットワークの構築が必要である。 

 ここでは、これまでに示した新たな技術開発や現在各地で取り組まれている事例を踏ま

え、幹線交通・端末交通がどのように展開されるかを念頭に、地域特性や道路属性ごとにモ

ビリティや道路の具体的な将来像を検討する。なお、自動運転については、レベル４相当の

技術が一般化し、特定の経路を走行する車両の自動運転が普及していると想定する。 

 

（１）地域間道路 

① 地域の中心都市と周辺都市を結ぶ道路や都心部と郊外の住宅地を結ぶ道路 

（課題） 

 三大都市圏や中枢中核都市等の地域の中心都市と周辺都市を結ぶ道路や都心部と郊外の

住宅地を結ぶ道路においては、朝夕のラッシュ時を中心に自家用車主体の交通による渋滞

が生じ、公共交通機関の定時性・速達性が低下している。全国的には人口減少に伴って交通

量が減少することも想定されるが、都市部の減少幅は小さく、引き続き課題であると想定さ

れる。 

 公共交通機関の運転手不足により、乗客数が多い都市部であっても運行に支障が生じる

場合も想定される。 

（対応の方向性） 

 公共交通機関を維持していくため、公共交通機関の走行環境を改善し、定時性・速達性を

確保することにより、自家用車から公共交通への転換を図る。 

（具体的な対応策） 

 定時性・速達性を確保するため、公共交通機関（自動運転車両を含む）の走行空間を確保

するとともに、PTPS 等を組み合わせた BRT の導入を促進する。国土交通省が 2022 年９

月に取りまとめた「道路空間を活用した地域公共交通（BRT）等の導入に関するガイドライ

ン」では、28 箇所12の導入事例が紹介されるとともに、ノウハウや留意点が取りまとめられ

ている。 

 通勤通学の需要が多いなど輸送力を確保する必要がある路線では、多頻度運行、連節バス、

隊列走行を導入することを検討することも必要である。連節バスについては、車両長が 12m

 
12 2022 年 4 月 1 日時点。2024 年 3 月時点では 31 箇所となっている。 
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を超えるため、道路運送車両法に基づく国土交通省地方運輸局長の認定、道路法に基づく道

路管理者の特殊車両通行許可、および道路交通法に基づく警察署の制限外許可などが必要

となり、導入可能な路線は道路環境に左右されるが、千葉市の幕張新都心線をはじめ多くの

路線で導入されていることが同ガイドラインで紹介されている。隊列走行については、現在

東広島市において自動運転・隊列走行の実証実験が行われているところであり、運転士の増

員を必要とせず輸送力を確保する手段として実用化が期待される。 

【関連資料】P149 連節バスの事例 

【関連資料】P150 隊列走行の実証実験の事例 

 広幅員の道路で複数車線がある場合には、多くの地域で見られるように専用レーン・優先

レーンの整備が望ましい。時間帯を限定することや公共交通機関以外の一部の車両（二輪車、

スクールバスや企業の送迎バス等の自家用の乗合バスなど）も走行可能とすることなど、地

域の事情に応じた検討が必要である。 

 また、公共交通の利便性向上のためには、前橋市の取組のように、複数事業者にわたる案

内表記の統一やダイヤの見直しも望まれる。 

 

 公共交通機関が円滑に走行できる空間を確保することは、自動運転の導入を容易にする

と考えられ、特に、名古屋ガイドウェイバスやひたち BRT など専用空間を有する場合は早

期の実現が見込まれ、運転士不足への対応として期待される。 

 走行空間の整備と併せ、自車位置特定を支援するためのマーカー等の整備や、信号協調、

交差点や横断歩道等での他の自動車や歩行者・自転車等を感知する路側センサーなど、路車

協調システムを整備することで安全性の向上や円滑な走行が可能となる。 

 交通量が多く、円滑な車線変更や追い越しができない路線では、駐停車車両の削減が特に

重要であり、駐停車車両を抑制するための対策を講じることが必要である。 

 

② 地方部の都市・地域間を結ぶ道路 

（課題） 

 

名古屋ガイドウェイバス 

出典：名古屋ガイドウェイバス株式会社 HP 

ガイドウェイバスのしくみ 

https://www.guideway.co.jp/summary/index.html 

バス専用道を走行するひたち BRT 

出典：国立研究開発法人産業技術総合研究所 HP 

https://www.aist.go.jp/aist_j/news/ 

au20180827.html 
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 自家用車の依存度が高い地方部では、公共交通機関の利用者が減少し、減便・廃止により

利便性が低下してきている。人口減少が続く将来は、公共交通機関の利便性の低下に一層拍

車がかかると見込まれる。 

 また、地方部では、運転手の人材確保が一層困難であり、公共交通機関の運行の継続が危

ぶまれる事態も想定される。 

 地方部の鉄道路線では、沿線人口の減少や自家用車の普及拡大により利用者が大幅に減

少し、輸送密度が低い赤字路線の廃線問題が顕在化している。将来、更なる人口減少による

利用者の減少によって、より多くの路線で維持が困難になると見込まれる。 

【関連資料】P151 ローカル鉄道の状況 

（対応の方向性） 

 地方部では、公共交通機関を存続させるため、公共交通機関の利便性を向上することによ

り、自家用車に頼らなくても済む移動環境を構築する。 

 鉄道の再生が叶わず止むを得ず廃線になる場合は、周辺の道路の混雑度など地域の実情

に応じて廃線敷をバス専用道路として活用することを検討する。専用道路は、渋滞がなく定

時性・速達性が確保しやすいことに加え、他の交通と錯綜しないため事故リスクが低く、比

較的低コストで自動運転の導入が可能となる。 

（具体的な対応策） 

 公共交通機関の利便性の向上のた

め、利用実態に合わせた柔軟な路線・

ダイヤの設定が必要である。気仙沼線

BRT など鉄道から BRT に転換した路

線に見られるように停留所の増設や

位置を見直すこと、ひたち BRT のよ

うに沿線の事業所の始業終業時間や

学校の登下校時間に合わせてダイヤ

を設定することなど、既存の利用者の

利便性を向上させる方策や新たな需

要を喚起するための方策を検討する

必要がある。 

 また、利便性向上のためには、運行

状況の WEB での配信等による情報提

供、必要に応じたバスレーンの整備や

PTPS の導入等による走行環境の改善

なども求められる。 

 

 鉄道廃線敷を専用道路とする場合

 

気仙沼線・大船渡線 BRT路線図 
（枠囲みが専用道区間、Nマークが新設停留所） 

出典：JR東日本 HP 

気仙沼線 BRT・大船渡線 BRT（バス高速輸送システム） 

https://www.jreast.co.jp/railway/train/brt/ 
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には、気仙沼線 BRT のように事業者が用地を保有したまま整備・管理し、道路運送法上の

専用道路とする方法と、ひたち BRT のように地方公共団体が用地を取得して道路法上の道

路として整備・管理し、道路交通法による交通規制をかける方法がある。地域のニーズや公

共交通に行政が果たすべき役割、事業者の経営状況などを勘案し、適切な方法を取ることが

必要である。 

 専用道路は、比較的早期に自動運転の実用化が見込まれ、導入の検討が望まれる。自動運

転を導入する場合は一般道路との交差部における一般車両や歩行者の進入防止対策や安全

対策、単線の鉄道敷を専用道路化する場合はすれ違い施設の整備などが必要である。 

 地域の実情に応じ、専用道路区間と一般道路区間を効果的に組み合わせて沿線の主要拠

点に停留所を設けることなども検討が求められる。ただし、この場合、自動運転を導入する

ためには、優先道路化や路側機器等の整備など一般道路区間も自動運転を可能とする措置

を講ずるか、一般道路区間は手動運転のままとして自動と手動の切替場所で運転士が乗降

するなどの対応が必要となる。 

 

（２）地域内幹線道路 

（課題） 

 都市部の幹線道路は、都市の骨格を形成するとともに都市内の拠点間を結ぶ機能を有す

るが、交通集中による渋滞や駐停車車両により円滑な交通が阻害され、公共交通機関が遅延

している。今後は人口減少が見込まれるものの、コンパクトなまちづくりによって人口や都

市機能が拠点に集中されれば都市中心部の密度は維持されるものと考えられ、この傾向は

続くと見込まれる。 

 公共交通機関の運転手不足により、運行に支障が生じる場合も想定される。 

 自転車、キックボード等の多様なモビリティや歩行者と自動車との錯綜による事故リス

クが顕在化している。新たなモビリティの普及が更に進むと想定され、事故リスクの一層の

低減が必要となる。 

 地方部の幹線道路等では、歩道が整備されていない道路も多く、自動車と他の交通が錯綜

しており、歩行者・自転車等の安全な歩行・走行空間の確保が必要である。 

（対応の方向性） 

 通行するすべての主体が安全かつ快適に走行・歩行できる道路環境を構築する。 

 公共交通機関の利便性を向上させ、自家用車から公共交通への転換を図る。 

（具体的な対応策） 
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 円滑な交通を確保するためには、各交通モー

ドの走行空間を分離し、交通流を整序すること

が必要であり、道路の空間配分を再編すること

により歩道や自転車道・自転車通行帯を整備

し、自動車と走行空間を分離する必要がある。 

【関連資料】P152 自転車道の整備の事例 

 路線バス等の公共交通機関の交通量が多い

路線であって、複数車線がある場合には、定時

性・速達性を確保するため、必要に応じて専用

レーン・優先レーンを整備する。名古屋市の基

幹バスの基幹２号系統では、駐停車車両や左折

車両等の影響を受けない中央走行方式のバス

専用レーンを一部区間に採り入れており、高い

定時性・速達性を確保している。 

 専用空間の整備など公共交通機関の円滑な

交通の確保は自動運転の導入を容易にし、都市

内拠点間を結ぶシャトルバスや循環バス等へ

の導入が期待される。 

 駐停車車両を削減するため、沿道利用の多い

地域では、取り締まりの強化のほか、乗降スペ

ースや荷捌きスペースの整備が必要であり、荷捌き駐車場の整備やカーブサイドを活用し

た荷捌きスペース確保等が考えられる。 

【関連資料】P153 カーブサイドを活用した荷捌きスペースの整備の事例 

 都心部での公共交通機関の円滑な交通環境を整備するためには、都心部への自動車の流

入を抑制することも必要である。前橋市の例にみられるような鉄道とバスとの乗継利便性

の向上や、名古屋市の SRT が目指す都市内の拠点間の回遊性の向上などにより公共交通機

関の利便性を高め、自家用車からの転換を図ることが必要である。また、バイパスや環状道

路の整備によって都心部への自動車の流入を抑制することも有効である。 

P37【参考事例】姫路駅 参照 

 

（３）生活道路 

（課題） 

 生活道路では、幹線道路と比べて歩行中や自転車乗車中の事故の危険性が高く、走行速度

の抑制と通過交通の抑制が必要である。 

【関連資料】P154 生活道路における交通事故の状況 

 密集市街地など市街地整備が行われていない地域の生活道路では、幅員が狭いなど道路

 

中央走行方式の名古屋市基幹バス２号系統 

出典：名古屋市交通局事業概要「市バス・地下鉄」 

（令和６年７月） 

https://www.kotsu.city.nagoya.jp/jp/pc/ABOUT/ 

TRP0004327/11%E2%80%90%E5%B8%82%E3%83%90%E3%82 

%B9.pdf 

 

バス停を迂回する自転車道（名古屋市） 
出典：HIDO撮影 
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基盤が脆弱でバス等の走行に適さない地域が存在している。 

 高度成長期に開発されたニュータウン等では、高齢化が進行しているうえ、丘陵地を造成

した地域は高低差が大きく、移動制約者が増加すると予想される。 

 地方部の農山漁村の集落内道路、中山間地域の道路等では、道路基盤が脆弱なうえ、利用

者数が少なく公共交通機関の事業性の確保が困難である。 

 いずれの地域においても高齢者等の移動制約者が一層増加する見込みであり、移動支援

が必要である。 

 少量・近距離の移動サービスは事業性の確保が困難であり、継続的にサービスを提供でき

る体制の整備が課題である。特に、地方部など高齢化が進行している地域では、事業性の確

保だけでなく、運転手の担い手の確保の面からも持続可能な体制の整備が必要である。 

（対応の方向性） 

 高齢者等のラストマイル輸送を担うモビリティを導入する。 

 自動車交通の幹線道路への誘導等によって生活道路への進入を抑制する。 

 生活道路内では自動車の速度抑制を図り、歩行者・自転車や低速で走行するモビリティが

共存できる環境を整備する。 

（具体的な対応策） 

 ラストマイル輸送を担うため、デマンド交通やグリーンスローモビリティ、パーソナルモ

ビリティなど新たなモビリティの導入を検討する。前橋市や塩尻市では、デマンドバスを導

入するにあたり、車両を小型化することによってバスが通行できない経路にも乗降ポイン

トを設けて利便性の向上を図っている。また、前橋市ではまちづくり公社が運営するシェア

サイクル事業が、つくば市では歩道を走行できるタイプのパーソナルモビリティのシェア

リングサービスの実証実験が行われており、多様な種類のモビリティの導入が見込まれる。 

 生活道路を低速で走行し、ラストマイル輸送を担うモビリティは、自動運転との親和性が

高く、特に、交通量の少ない地域では比較的導入が容易であると考えられ、運転手の担い手

確保が困難な地域の移動手段として期待される。交通量の少ない道路への経路設定（必要に

応じて交通規制）、幅員の狭い道路におけるすれ違いや追い越しのための待機スペースの整

備、走行経路での駐停車車両の抑制などの工夫が求められる。自動運転を導入している各地

域では、幹線道路を避けた生活道路に経路を設定し、低速で走行しても他の交通に影響を与

えないよう工夫している。また、境町では、社会受容性の向上に取り組み、バス停敷地の提

供や自動運転バスの経路での駐車車両の削減など地域住民の理解と協力を得ている。 

 高齢者の短距離輸送を支援する必要がある地域などでは、民間事業者による事業性の確

保は困難であることから、地方公共団体による支援が必要である。自動運転バスを導入して

いる上士幌町、境町、日進市や自動運転カートを導入している太地町では、地方公共団体が

運行主体となり無料で運行されているほか、上小阿仁村、春日井市、東近江市で運行されて

いる自動運転カートは、導入に係る費用を地方公共団体が負担し、NPO や有償ボランティ

アが運行を担うことにより持続的な運行を可能としている。 
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 都市部においては、自動車の生活道路への進入抑制対策として、生活道路にゾーン 30・

ゾーン 30 プラス等を導入するほか、関係者の協議により進入禁止や一方通行化等の通行規

制を行うこと、都心部の繁華街やオフィス街等ではトランジットモール化することなども

考えられる13。 

【関連資料】P155 ゾーン 30・ゾーン 30 プラス 

【関連資料】P156 トランジットモールの事例 

 自動車交通量の少ない地方部の生活道路では自動車の速度抑制を図り、歩行者・自転車や

低速で走行するモビリティが共存できる環境を整備する。 

 

（４）交通結節点（駅前広場、モビリティハブ） 

（課題） 

 大都市のターミナル駅等では、バス、タクシー、自家用車等の多く自動車が集中するとと

もに、歩行者・自転車等の多様なモビリティが錯綜し、事故リスクが高くなっている。 

 乗降客数が多い駅や住宅地に近い郊外の駅等では、送迎のための待機車両によって駅前

広場や周辺道路上が混雑し、円滑な交通の障害となっている。 

 小規模な駅や都心部の地下鉄駅等では、駅前広場が整備されていない駅も多く、モード間

の乗継利便性が課題となっている。 

 主要な停留所や地方部、特に過疎地域等の駅等では、端末交通手段の整備及び幹線交通と

端末交通との乗継拠点としての機能強化が求められる。 

（対応の方向性） 

 鉄道、バス、ラストマイル輸送を担う端末輸送やパーソナルモビリティのモード間の乗継

利便性を向上し、交通結節点としての機能を強化する。 

 乗り入れする車両が多い駅では、多様な交通モードの交通動線を合理化し、交通流を整序

する。 

 送迎等の路上での待機車両を削減するとともに、パークアンドライド環境を整備する。 

（具体的な対応策） 

 利用者の多い駅や停留所において、バス、デマンド交通、タクシー、自家用車など多様な

モビリティの乗継利便性を向上するため、駅前広場・交通広場を整備（再整備）することが

必要である。 

 自動車の交通流を整序するため、駅前広場空間を再配置し、バス、タクシー、自家用車の

乗降場や動線の分離、自家用車の流入規制（駅前広場への流入規制だけでなく、周辺道路へ

の迂回誘導も含む）などが必要である。 

P37【参考事例】姫路駅 参照 

 送迎等の路上での待機車両の削減やパークアンドライドのため、駅や主要停留所周辺で

 
13 生活道路の法定速度については、現行の 60km/h から 30km/h に引き下げる道路交通法施行令の改正

が行われる予定である（2026 年 9 月施行予定）。 
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の駐車・駐輪スペースを確保する必要がある。 

 ラストマイル輸送を担うモビリティの乗降場、シェアリングポート、給電施設等を整備す

る必要がある。芳賀・宇都宮 LRT では、主要停留所にバス乗場や一般車乗降場、パークア

ンドライド用駐車場・駐輪場等を備えたトランジットセンターを整備している。富山地方鉄

道富山港線（旧富山ライトレール）では、駐輪場の整備のほか、LRT とフィーダーバスと

の対面乗換を可能としている。 

  

【参考事例】芳賀・宇都宮 LRT（ライトライン） 

乗継拠点施設、駐車・駐輪スペースの整備 

 芳賀・宇都宮 LRT では、主要停留所にバス乗場や一般車乗降場、パークアンドライ

ド用駐車場・駐輪場等を備えたトランジットセンターを整備している。 

 清原地区市民センター前停留所のトランジットセンターでは、バス乗降場、タクシー

乗降場、デマンド交通等の地域内交通乗降場、一般車乗降場、駐車場・駐輪場及び待合

所・トイレが整備されている。 

 

 

 

出典：芳賀・宇都宮 LRT公式 HP 

https://u-movenext.net/assets/pdf/open-square/documents_lrt_07.pdf 
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【参考事例】富山地方鉄道富山港線（旧富山ライトレール） 

フィーダーバスとの乗継拠点の整備 

 富山地方鉄道富山港線では、岩瀬浜駅と蓮町駅でフィーダーバスに接続している。岩

瀬浜駅では、富山港線とフィーダーバスがホームを挟んで停車できる構造になってお

り、シームレス化が図られている。 

 

 

 

 

 

 

出典：富山地方鉄道株式会社 フィーダーバス 

https://www.chitetsu.co.jp/?page_id=47335 

出典：国土交通省 近畿運輸局 地域公共交通シンポジウム（2014.2.17） 

https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/content/000010198.pdf 

路線図（青：富山港線、緑・橙：フィーダーバス） 

岩瀬浜駅（富山港線とフィーダーバスの対面乗換） 
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 歩行者動線を合理化、バリアフリー化し、円滑な乗り換え環境を整備する。あわせて、賑

わい空間を創出することや、周辺の中心市街地をあわせてトランジットモール化すること

も考えられる。姫路市では、姫路駅の連続立体交差事業に合わせた土地区画整理事業により

駅前空間を再編整備し、駅前広場を大幅に拡大してバス乗降場・タクシー乗降場の整備及び

歩行者空間の拡充を行っている。また、環状道路網を整備するとともにバス・タクシーと一

般車の動線を分離することによって駅前への一般車の通行を禁止し、トランジットモール

化している。東京都千代田区の大丸有地区では、歩行者と自動配送ロボットや自動運転モビ

リティの共存を目指して実証実験が行われている。 

 駅前広場のない駅では、周辺の歩道や民間の敷地等の活用を検討することも必要である。

シェアサイクルポートを比較的幅の広い歩道を占用して設置している鹿児島市の事例や、

民間の公開空地に設置している東京都の事例など、多様な設置手法や特例措置が活用され

ており、地域の実情に応じた対応が求められる。 

【関連資料】P157 歩道や民有地を活用したシェアサイクルポートの整備事例 

 乗継利便性向上のための情報提供機能（デジタルサイネージ等）を整備することも必要で

ある。駅や停留所におけるデジタルサイネージでの情報提供のほか、MaaS アプリをはじめ

とする WEB での情報提供も考えられる。 

【関連資料】P158 デジタルサイネージを活用した情報提供事例 
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【参考事例】姫路駅 

交通動線の合理化、自家用車の流入規制、トランジットモールの事例 

 兵庫県姫路市では、姫路駅の連続立体交差事業に合わせた土地区画整理事業により駅

前空間を再編整備し、駅前広場を大幅に拡大してバス乗降場・タクシー乗降場の整備及

び歩行者空間の拡充を行っている。また、環状道路網を整備するとともにバス・タクシ

ーと一般車の動線を分離することによって駅前への一般車の通行を禁止し、トランジッ

トモール化している。この際、幅員を再構成し、車道を片側３車線から１車線に減少さ

せ、歩道を拡幅している。 

 

 

 

 

 

 

車両動線の分離（姫路駅北口） 

出典：国土交通省関東運輸局 公共交通フェスタ「まちの

快適空間づくりから考える公共交通 2018」姫路駅北

駅前広場の整備について（2018.9.5）に HIDO加筆 

https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/content/ 

000164479.pdf 

環状道路の整備 

出典：姫路市 姫路駅周辺の都市計画道路整備事業 

https://www.city.himeji.lg.jp/shisei/0000002193.html 

幅員再構成（大手前通り） 

出典：国土交通省 国土技術政策総合研究所 国総

研資料第 1009 号地域づくりを支える道路空

間再編の手引き（案） 

https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/ 

tnn/tnn1009pdf/ks100910.pdf 
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６．将来像の実現に向けた今後の取組・課題 

 

 本テーマでは、地域におけるモビリティや道路の将来像について検討したが、その実現に

向けては様々な取組が必要であるとともに、更なる検討が必要となる課題が残されている。

また、本中間とりまとめにおける検討の対象は移動サービス分野にとどまり、物流サービス

分野については十分な検討ができなかった。このため、今後の取組が必要な事項及び更に検

討が必要な課題について整理する。 

 

（１）地域公共交通を維持するための取組・課題 

① 地域交通への行政の積極的な関与 

 高齢化の更なる進行により移動困難者が増加するなか、多くの地域で人口減少に伴う需

要の減少により民間事業者による公共交通の維持が困難となり、特に地方部において深刻

になると想定される。 

 一方で、それぞれの地域において企業の送迎バスやスクールバス、医療施設・福祉施設の

送迎車など交通事業者以外の移動手段が提供されている場合もあるが、人材不足により運

転手の確保が一層困難になると想定される。 

 これまで、地域交通に関しては、公共交通機関は民間交通事業者が、企業や施設の送迎車

は各施設が、スクールバスは教育行政、介護・福祉施設の送迎は福祉行政としてそれぞれの

分野での対応が行われてきたが、各主体の個別の対応には限界があり、持続性の観点からも

課題である。今後は、あらゆる分野における移動を一体的にとらえ、地域の交通に係る資源

を総動員・有効活用するという視点で地域交通のあるべき姿を描くとともに、具体的な取組

を関係者が協働して推進していく必要がある。 

 このため、地域交通法に基づく地域公共交通計画や法定協議会の活用などにより、行政が

リーダーシップを発揮し、地域交通に主体的かつ積極的に関与してくことが求められる。 

 

② 多様な主体の参画と協働 

 地域の交通に係る資源を総動員・有効活用するためには、交通事業者だけでなく、地域住

民や企業、教育や医療・福祉の関係者など多様な主体の参画と協働による取組が必要である。 

 交通事業者が保有する車両のほか、各施設の送迎車等の徹底的な活用を図るとともに、人

材面でも運転手や運行管理等への地域の事業者や住民、NPO 等の参画などが考えられる。

交通空白地の定義の柔軟化や対価の目安の引き上げなど自家用有償旅客運送制度の見直し

が図られたほか、タクシー事業者の管理の下で地域の自家用車や一般ドライバーによって

有償で運送サービスを提供することを可能とする制度（自家用車活用事業）が創設されたと

ころであり、地域の移動手段を確保する観点から、地域の実情に応じてこれらを活用するこ

とも必要である。 
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【関連資料】P159～160 自家用有償旅客運送制度の運用改善 

【関連資料】P161 自家用車活用事業について 

 既存の交通事業者が営業している地域での交通ネットワークの再編や新たな交通手段の

導入にあたっては、事業者との調整・連携が重要となる。需要の奪い合いにならないよう路

線・運行エリアの調整や適切な役割分担によって相互補完関係を構築することや、運行にあ

たっての事業者の運転手等の人的資源や車両等の物的資源、運行管理や安全管理等のノウ

ハウを活用することなどが考えられる。 

 また、地域交通を維持していくためには、利用者である住民等の理解と協力も必要である。

計画等の周知や理解増進、公共交通の利用促進や自家用車の利用抑制などを図るため、広報

紙や WEB による周知、説明会やワークショップの開催、学校教育や生涯学習の場での出前

講座など様々な手法での広報・広聴活動が求められる。 

 

③ 地域公共交通に係る費用負担のあり方 

 従来、我が国では公共交通機関は民間事業者や独立採算制の公営企業による運営が基本

とされてきたが、人口減少・高齢化が一層進行する将来において、民間交通事業者等による

運賃収入を基本とした運営によって地域公共交通を維持することは、輸送密度の高い路線・

地域以外では困難と考えられ、今後は住民サービスの一つとして行政が地域交通に主体的

な役割を担っていくことが求められる。海外では、公的セクターが地域公共交通の運営に主

体的に関与している例も多く、我が国でも地域の地方公共団体の財政面も含めた積極的な

関与がより一層必要と考えられる。 

 既に多くの地方公共団体でコミュニティバスやデマンド交通の運行、交通事業者に対す

る運行費の補助、高齢者等に対する移動費用の補助などが行われているが、行政の関与及び

支援の必要性が一層高まると見込まれる。 

【関連資料】P162 地域公共交通に関する特別交付税交付額の推移 

【関連資料】P162 路線バスに対する国庫補助金の推移 

 また、デマンド交通、グリーンスローモビリティ等の新たなモビリティは、輸送量が少な

いことや輸送距離が短いことなどから事業性が低く、運営主体に対する補助金等による支

援や地方公共団体が直接運営することが必要になると考えられる。 

 行政が公共交通機関の運営や民間事業者への財政的支援を行うに当たっては住民の理解

が必要であるが、公共交通機関単独での収支を見るだけでなく、クロスセクター効果の分析

により、公共交通機関の価値・効果を評価することも必要である。例えば、公共交通機関が

廃止された場合に、スクールバスや病院送迎バスの運行、タクシーチケットの配布などに必

要となる代替費用と、公共交通機関の運行支援に必要となる費用とを比較することで、公共

交通機関の多面的な効果を評価することが考えられる。 

【関連資料】P163 地域公共交通のクロスセクター効果 

 地域の公共交通に関する一体的・総合的な地方公共団体の取組に対する教育・福祉等を含
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む分野横断的な財政措置をはじめとする国の支援策について検討する必要があると考えら

れる。 

 

（２）自動運転の普及拡大に向けた取組・課題 

 自動運転は、走行速度、道路幅員や車線数、右折レーンの有無等交差点の状況、他の交通

の有無や交通量など様々な要因により導入の難易度が異なり、地域・路線の状況に応じて適

切な方式を選定することが必要となる。 

 

① 走行空間の整備 

 自動運転を導入するためには専用走行空間を整備することが効果的であり、先述のよう

に専用道路や専用・優先レーンの整備のほか、進入禁止や一方通行化等の通行規制が考えら

れる。 

 専用空間の整備に関しては、現行法上、道路を専用利用する形態として軌道法があるが、

レールや案内軌条による物理的な案内方式で軌道上を運行するのと、自動運転車両が電磁

的な案内方式で専用道路上を運行するのは実質的に同じと考えられ、軌道法の見直しなど

自動運転に対応した専用空間を確保するための制度整備が望まれる。 

 また、道路幅員が十分に広く一般車両の右折レーンや停留所に交通島を設けられる場合

に限られるが、専用レーンを道路中央に設けることは駐停車車両の影響を回避する方策と

しても極めて有効である。 

 路側機器等の自動運転を支援する設備に関しては、2020 年の道路法改正により自動運行

補助施設として道路付属物に位置づけられることとなったが、民間事業者が設置する場合

は占用物件となる。今後、地域の交通・物流を維持していくために個別の事業者や NPO な

ど多様な主体が自動運転を導入するためには、地域交通における行政の担うべき役割とし

て行政自らこれらの設備を設置することが望まれる。 

 

② 社会受容性の向上 

 公共交通機関に自動運転を導入するためには、自動運転技術の向上だけでなく、社会受容

性を向上することも必要である。自動運転車両を利用する人の理解を得るだけでなく、例え

ば、自動運転車両の走行経路では極力駐停車をしないこと、できるだけ自動運転車両の走行

経路を避けて通ることなど、地域住民や他の交通参加者など周囲の理解と協力を得て、自動

運転車両が走行しやすい環境を構築することが必要である。 

 周囲の理解と協力を得るためには、標識・看板や路面表示等による自動運転車両の走行空

間であることの明示、自動運転中であることが周囲から認識できるための車両への表示等

が考えられる。 

 自動運転車両の円滑な通行のためには、走行を阻害しないよう周囲の理解と協力が必要

であるが、意図的な妨害や交通法規を遵守しない通行など、任意の協力のみでは対応できな
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い場合も想定される。このため、公共交通機関等の優先すべき自動運転車両の走行を阻害し

た場合にペナルティを課すことについて検討することが考えられる。 

 

③ その他自動運転の普及拡大に必要な取組・課題 

 自動運転が広く普及するには、事故等の際の責任の所在の明確化、必要に応じた保険の整

備、事故等の際の通報や救護体制の整備などが課題であり、早期に方向性が整理され、制度

化・事業化に結び付くことが期待される。 

 これらのほか、乗合旅客運送の場合、運転操作は必要なくなっても、料金収受、障害者等

の介助、事故対応等を行う乗務員が必要であり、無人化のためには対応策の検討が必要であ

る。一方で、地域・路線の状況によっては、逆に有人であることを活かし、乗務員に貨物輸

送や地域の見守りなど他の機能を持たせるという方向性も考えられる。 

 また、乗務員が運転操作を行わないのであれば、大型免許、二種免許の保有者でなくても

乗務可能となることから、運転操作を行わない乗務員の資格要件の明確化や確保・育成が必

要である。 

 自動運転の導入に係るコストについては、現在は技術開発途上であることもあり、車両の

購入や路側機器の整備、自動運転システムの開発、デジタル地図の整備などに係る費用は高

額である。今後、多くの地域で導入されるためには、機器やシステムの規格化・汎用化によ

る量産化等が進み、コストが低減されることが必要である。 

 

（３）交通ＤＸの推進に向けた取組・課題 

 地域公共交通の維持・向上を図り、自家用車から公共交通機関への転換を促すためには、

移動実態やニーズの的確な把握、データの可視化・分析、データに基づく計画立案・検討な

どが必要である。交通系 IC カードの利用で得られる OD データの活用、運行管理（管制）

システムによる運行状況や稼働状況の把握など、既に多くの交通に関連するデータが存在

している。交通政策の立案にあたっては、こうしたデータの更なる利活用を図り、ICT を活

用した高度な交通需要マネジメントが必要となる。 

 自動運転導入のために必要となる電子地図データについて、高速道路等では高精度３次

元地図の整備が進んでいるが、一般道路においては整備が遅れており、整備主体、整備・維

持管理体制、費用負担について検討する必要がある。 

 地図データについては、高齢社会では車いす等での移動が増加すると見込まれるととも

に、自動配送ロボットの走行にも必要となることから、歩行空間のバリアフリー経路情報も

重要性が増大すると考えられる。歩行空間のバリアフリー経路情報についても、自動車走行

空間と同様に、整備主体、整備・維持管理体制、費用負担について検討する必要がある。 

 先述のデマンド交通のほかにも AI の導入が進展し、自動運転をはじめ、車両運用の効率

化、最適経路探索、渋滞予測や需要予測、画像認識を活用した顔認証やナンバープレート認

識など、様々な用途で活用されるようになると考えられ、安全性の向上、省力化・効率化、
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サービスの高度化等につながることが期待される。 

 MaaS の取組を一層推進し、交通機関の運行情報や乗継情報の提供、予約システム、決済

手段の電子化等が一体化されたサービスの提供よって移動のシームレス化を進めるととも

に、交通サービス以外の分野（医療、買物、観光等）との連携を拡大する必要がある。公共

交通機関だけでなく歩行者や自動車などあらゆる交通モードを統合し、ネットワークの高

度化を図るとともに、多様な分野のデータ・アプリケーションを連携させることにより、個

人の属性やニーズに合わせた高度なサービスの提供が拡大していくことが望まれる。 

 現在の MaaS は地方公共団体や事業者からアプリケーションが提供されており、地域ご

とあるいは事業者ごとに別のアプリケーションが必要になるといった課題や、高齢者、子供

等のデジタル対応が難しい者や旅行者等の初めて利用する者が使いづらいといった課題が

あり、事業者間の連携の仕組みの構築や誰もが利用しやすいユーザーインターフェイスの

構築が必要と考えられる。 

 

（４）多様なモビリティの普及拡大に向けた取組・課題 

 路線バスの維持が困難になった地域や高齢者等のラストマイルの移動手段を確保するた

めには、デマンド交通やグリーンスローモビリティ等を導入することが必要となるが、これ

らは乗車定員が少なく、輸送距離が短距離となるため運賃収入のみで採算性を確保するこ

とは困難と考えられることから、地方公共団体による直営や財政支援、NPO 等が運営する

自家用有償旅客運送の登録など、運営形態の十分な検討が必要である。 

 高齢者等の移動手段を確保するために電動車いす等のパーソナルモビリティの普及拡大

を図るには、走行ルート全般の段差の解消が必要であり、歩道だけでなく生活道路を含む経

路全体のバリアフリー化が望まれる。経路のバリアフリー化は、高齢者の移動だけでなく、

障害者の移動やベビーカー利用の観点、自動配送ロボットの普及拡大の観点からも必要で

ある。 

【関連資料】P164 歩行空間のバリアフリー化 

 また、パーソナルモビリティに関しては、新たなタイプの車両の開発が進むことが期待さ

れるが、交通ルールが十分に理解されていない状況や、交通ルールが守られていない状況が

みられる。安全を確保するため、歩道や自転車道等の走行空間の整備とともに、交通ルール

の徹底や指導取締りの強化が求められる。 

 電動車いす等（道路交通法上の「移動用小型車」「原動機を用いる身体障害者用の車」）に

ついては、車体の大きさに長さ 120cm 以内、幅 70cm 以内、高さ 120cm 以内の制限があ

り、雨天時の利用が課題であることから、車両の開発や規制の見直しなどが求められる。 

 

（５）その他の取組・課題 

① 物流分野での自動運転の導入等 

 物流分野での自動運転について、高速道路では無人自動運転の実用化に向けた実証実験
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が進められており、ＩＣ付近の物流センター等の広域拠点間の幹線輸送への実装が期待さ

れるほか、自動物流道路の検討も行われている。しかし、一方で、広域拠点と集配センター

等の都市内拠点の間の輸送や、都市内拠点から配送先までの端末物流への自動運転の実装

に向けた取組は、今後更なる検討が必要である。 

 このうち、広域拠点と都市内拠点の間の輸送については、走行ルートのすべてが自動運転

可能な環境である必要があることから、いかにして導入可能な路線を整備していくかが課

題となる。 

 端末物流については、自動配送ロボットの活用が期待され、段差のないバリアフリー化さ

れた経路が必要なことなどの課題を克服し、運用可能な地域を拡大する取組が必要である

と考えられる。また、荷物の受け渡し手段の整備（到着を通知する仕組みの構築、宅配ボッ

クスとの連携、集合住宅におけるエレベータとの連携など）が必要なことなどの課題を克服

するための取組も必要と考えられる。さらに、現在の自動配送ロボットは歩道を走行するこ

とから時速 6km/h 以下に制限されているため、活用可能な距離が近距離に限られるという

課題があり、車道を通行し、より速い速度で走行可能な自動配送ロボットについて、車両の

開発や走行環境の整備等の検討が必要と考えられる。 

 地方の中山間地域等ではドローンの活用が期待されるが、都市部での利用拡大を図るた

めの検討が必要と考えられる。 

 

② 道路空間の上空利用 

 無人航空機（ドローン）については、レベル４飛行（第三者上空での目視外飛行）を可能

とする機体認証、無人航空機操縦者技能証明、運航ルールが整備され、AAM（いわゆる「空

飛ぶクルマ」）については、安全基準、運航基準、騒音基準等を定める航空法施行規則の改

正が行われたところである。 

 ドローンは、航空法等の規定により基本的には高度 150ｍを下回る空域での飛行となる

が、一般的にはその上空を飛行する土地の所有者の同意が必要となり、私有地を避けて公共

空間の上空にルートを設定することが望ましい。 

【関連資料】P165～167 ドローンの飛行空間 

 現在は中山間地域や空地、河川上空等で実証実験が進められており、デジタルライフライ

ン全国総合整備計画においてもドローン航路は送電網や河川の上空に設定するとされてい

る。これは、安全上の観点に加え、上空を飛行することに社会的同意が得られる範囲である

と考えられる。 

 今後の技術開発によって安全性が担保されるようになれば、市街地での活用も想定され、

安全に航行できるルートや離着陸場の整備が必要になってくると見込まれる。 

 また、AAM については、現行制度の下では航空機に係る制度が適用され、人口集中地区

では水平距離 600ｍ以内の最も高い障害物から 300ｍ、その他の地域では高度 150ｍ以上の
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高度を飛行することとなる14が、利便性を高めるためには低高度を飛行することが必要にな

ってくると考えられ、この場合にはドローンと同様に、私有地を避けて公共空間の上空にル

ートを設定することが望ましい。 

【関連資料】P168 航空機の飛行空間 

 安全性の確保、騒音対策、保険の整備などが前提ではあるが、道路を地上の交通の用に供

するだけでなく、上空も含めて交通の用に供する空間として活用し、道路上空にドローン・

AAM のレベル４飛行が可能なルートを設定することについて検討する必要があると考え

られる。 

 

  

 
14 規定の高度以下を飛行する場合は国土交通大臣の許可が必要。 
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７．結び 

 

 人口減少・高齢化のより一層の進行が避けられない我が国において、移動サービス・物流

サービスを維持していくことは喫緊の課題であり、早急な取組が求められる。一方で、こう

した課題に対応し、誰もが自由に移動することができ、モノの流通を活発化させることがで

きれば、豊かで利便性の高い生活の実現、地域の活性化、経済の活性化等に結び付けられる

ものと期待される。 

 本とりまとめでは、地域ごとにモビリティ・道路の将来像を描き、課題や対応策を示した

が、その実現のためには必要な取組や残された検討課題をクリアしていくことが必要であ

る。 

 また、ICT 分野をはじめ技術の進歩は目覚ましく、現時点では想定し得ない全く新しい技

術やサービスが生まれることも想定され、これに応じた見直しも必要になってくると考え

られる。 

 今後、当機構において、引き続き、関係する研究者、企業等と連携を深めつつ、検討を進

めることとする。 

 

 本テーマの検討においては、地域のモビリティに関する地方公共団体等の取組について

事務局で事例調査を実施したが、以下の地方公共団体及び関係機関の方々には、現地調査、

ヒアリング等のご協力をいただきました。ここに記して厚く御礼申し上げます。 

 

 ・愛知県名古屋市 

 ・群馬県前橋市 

 ・愛知県春日井市 

 ・長野県塩尻市 

 ・和歌山県太地町 

   （本報告書掲載順） 

 

  



 

46 

 

＜参考＞近未来の車・道路と関連産業に関する研究会 

【研究テーマ３】専用道路における自動運転と高速走行 作業チーム 名簿 

 

（メンバー） 

特定非営利活動法人 ITS Japan 理事    森田 淳士 

特定非営利活動法人 ITS Japan 部長    石毛 政男 

特定非営利活動法人 ITS Japan 理事    山田 尚紀 

特定非営利活動法人 ITS Japan 常務理事地域 ITS グループ  鈴木  薫 

特定非営利活動法人 ITS Japan 地域 ITS グループ   牛山 純子 

株式会社片平新日本技研 交通都市計画部    茂手木 功 

株式会社片平新日本技研 交通都市計画部    高野  仁 

株式会社片平新日本技研 交通都市計画部    椎谷 亮平 

株式会社建設技術研究所 交通システム部    山口 大輔 

株式会社建設技術研究所 事業企画・推進部   鈴村 雅彦 

清水建設株式会社 スマートシティ推進室次世代都市モデル開発部 溝口 龍太 

清水建設株式会社 営業総本部街づくり推進室プロジェクト営業部 大村珠太郎 

清水建設株式会社 スマートシティ推進室次世代都市モデル開発部 新谷 龍平 

大日本ダイヤコンサルタント株式会社 

インフラ技術研究所術開発部次世代交通推進室   大谷 育樹 

中央復建コンサルタンツ株式会社 

東京本社計画系部門事業創生グループ    小路 泰広 

東京海上日動火災保険株式会社 公務開発部   俵畑  穣 

トヨタ自動車株式会社 情報通信企画部 ITS 推進室   佐藤 則明 

日本工営株式会社 交通運輸事業本部交通政策事業部交通都市部 市本 哲也 

日本工営株式会社 エネルギー事業統括本部営業戦略室  中野 俊哉 

日本電気株式会社 クロスインダストリー事業開発本部  木村  聡 

日本道路建設業協会 広報・技術部    松田 敏昭 

日本道路建設業協会 広報・技術部    中原 大磯 

一般財団法人道路交通情報通信システムセンター（VICS センター） 

総務部事業調査室      木村 典嗣 

一般財団法人道路交通情報通信システムセンター（VICS センター） 

総務部事業調査室      花田 健一 

三菱電機株式会社 社会スマートインフラ事業開発室  森田 健司 

三菱電機株式会社 

インフラ BA 戦略室技術ユニット技術統括センター技術企画 G 小椋 康史 

（社名 50 音順、着任順 敬称略） 
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（事務局） 

一般財団法人道路新産業開発機構 副理事長   谷脇  暁／北村 知久 

    常務理事   菊地 春海／渡辺  学 

    主席研究員   鈴木 克宗 

    調査部  

     部長    沓掛  誠／西口  学 

        松澤 祐子 

        水野ひろみ 

    ITS・新道路創生本部  

     本部長   藤井 和久／渡部 正一 

     上席調査役   片山 利夫 

     プロジェクトリーダー  中村  徹 

 

（人事異動があった者については前任・後任両者を記載） 
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高齢運転者による死亡事故 

（年齢層別死亡事故件数、死亡事故の人的要因比較） 

  

出典：   高齢運転者交通事故 止対策に関する有識者会 （第 回）「   以上高齢運転者に係る交通事故の現状（ 成  ～  年）（          
                                                                              

出典：内  令和 年交通安全白書
                                                                                        

（本文 P3） 
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年齢階級別の認知症有病率 
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運転免許の自主返納件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の年齢層別運転免許返納数・返納率の推移 

 

  

運転免許の自主返納件数の推移

出典：   運転免許の  取 （自主返納）件数と運転経 証明書交付件数の推移
                                                                                    

（本文  ）

高齢者の年齢層別運転免許返納数・返納率の推移 （本文  ）

出典：   運転免許統計（ 年）より    作成
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 都圏の運転免許返納率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都圏の交通分担率 

 

 

  

（本文  ） 都圏の交通分担率

出典：国土交通省全国都市交通特性調 都市別指標（令和 年度）より    作成
                                                               

 都圏の運転免許返納率

（本文  ）

出典：   運転免許統計（令和 年版）より    作成
                                                                 

                                        

     
               

          
     

     

     

               
               

     

     

          
     

     
     

     

     

     

     

     
     

     

     

     

     

     

     

     
     

     

     
     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

                 

 都圏の             

  歳       歳       歳       歳       歳    歳以上

（本文  ）
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路線バスの輸送人員の推移 

 

  

路
線
バ
ス
の
輸
送
人
員
の
推
移

（
本
文
 
 
）
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典
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路線バスの廃止状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線バスの減便・廃止の動向 

 

  

（本文 P5） 

路線バスの廃止状況 （本文  ）

                 

出典：   年       （   年         年     （           ））
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大型二種免許保有者数の推移 

 

  

（
本
文
 
 
）

大
型
二
種
免
許
保
有
者
数
の
推
移

出
典
：
令
和
５
年
版
交
通
政
策
白
書
（
令
和
４
年
度
交
通
の
動
向令
和
５
年
度
交
通
施
策
（
第 
 
 回
国
会
（
 
会
）
提
出
）
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
 
 
 ）
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タクシー車両数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タクシー運転者数の推移 

 

  

（本文 P4） 

出典：一般社団法人全国ハイヤー・タクシー連合会 TAXI Today in Japan 2024 

http://www.taxi-japan.or.jp/pdf/Taxi_Today_2024.pdf 

（本文 P5） 

出典：一般社団法人全国ハイヤー・タクシー連合会 TAXI Today in Japan 2024 

http://www.taxi-japan.or.jp/pdf/Taxi_Today_2024.pdf 

（本文 P4） 
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宅配便取扱個数の推移 

 

  

出典：国土  省 報道発表資料（  5年8月25日）
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001625915.pdf

宅配便取扱個数の推移 （本文P4）
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道路貨物運送業の倒産件数の推移 

 

  

道
路
貨
物
運
送
業
の
倒
産
件
数
の
推
移

（
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）
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道路貨物運送業の人手不足の状況 

 

  

道
路
貨
物
運
送
業
の
人
手
不
足
の
状
況
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）
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道路貨物運送業の運転従事者数の推計 

 

  

道
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貨
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送
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の
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従
事
者
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計
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「2024年問題」の概要 

 

  

「
 
 
 
 年
問
題
」
の
概
要

（
本
文
 
 
）

出
典
：
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デジタル田園都市国家構想総合戦略の概要 

 

  

デ
ジ
タ
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園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
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要

（
本
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）
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デジタルライフライン全国総合整備計画の概要 

 

  

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
全
国
総
合
整
備
計
画
の
概
要

（
本
文
 
 
）
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ア
ー
リ
ー
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ベ
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ロ
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ェ
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ト
の
全
国
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開
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た

K
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K
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I
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）
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モビリティ・ロードマップ 2024の概要 

 

  

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
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ー
ド
マ
ッ
プ

2
0

2
4
の
概
要

（
本
文

P
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）
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道路政策ビジョン「2040年、道路の景色が変わる」の概要 

 

  

道
路
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
「

2
0

4
0
年
、
道
路
の
景
色
が
変
わ
る
」
の
概
要

（
本
文

P
7
）

出
典
：
国
土
 
 
省
「

2
0

4
0
，
道
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色
が
 
わ
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つ
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る
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道路におけるカーボンニュートラル推進戦略中間とりまとめの概要 

 

  

道
路
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
戦
略
中
間
と
り
ま
と
め
の
概
要

（
本
文

P
7
）

出
典
：
国
土
 
 
省
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地域公共交通のリ・デザイン 

 

  

出典：国土  省         体系   地域 共    最終     （  ）（R5.6.30）
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001617742.pdf

AD/ADASの上市状況地域公共交通のリ・デザイン～交通政策審 会地域公共交通部会最終とりまとめ～

（本文P7）

出典：国土  省         体系   地域 共    最終     （  ）（R5.6.30）
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001617742.pdf

（本文P8）
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地域の公共交通リ・デザイン実現会 とりまとめの概要 

 

  

A
D
/
A
D
A
S
の
上
市
状
況

地
域
の
公
共
交
通
リ
・
デ
ザ
イ
ン
実
現
会
 
と
り
ま
と
め
の
概
要

（
本
文
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8
）

出
典
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省
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自動運転のレベルの定義 

 

  

自
動
運
転
の
レ
ベ
ル
の
定
義

（
本
文
 
 
）
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RoAD to the L4の概要 
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SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）の概要 

 

  

   （戦略的イノベーション創造プログラム）の概要 （本文  ）

出典：                 グ  （   ）  （    ）
                                                  

これまでの経 

出典：                 グ  （   ）  （    ）
                                                  



 

80 

 

 

  

   （第１期）自動走行システム

出典：                 グ  （   ）  （    ）
                                                  

SIP（第２期）自動運転（システムとサービスの拡張）

出典：   第2期―     （       ビ  拡張）―最終 果報告 （2018～2022））
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/sipgaiyou.pdf

•  山 地域 おける道 駅  拠点  た      ビ  ついて短期～長期 実証実
験  国18 所 実 

• 実験結果 踏  て 国4 所  格導入  始
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   （第３期）スマートモビリティプラットフ ームの構築

出典：         果              「         果      」
                                           

SIP（第３期）の 14 課題

出典：                 グ  （   ）  （R5.4）
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/sipgaiyou.pdf
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都市交通における自動運転技術の活用方策に関する検討会の概要 

 

  

都
市
交
通
に
お
け
る
自
動
運
転
技
術
の
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に
関
す
る
検
討
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の
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要
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自動運転社会を見据えた都市づくりの在り方の概要 
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自動運転に係る法整備の概要 

 

  

 
 
 
 
に
係
る
法
整
備
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（
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文
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1
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）

出
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：
国
土
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道

路
運
送
車
両
法

（
昭
和

2
6
年
法
律
第

1
8

5
号
）
（
抄
）

（
自
動
車
の
装
置
）

第
四

十
一

条
自

動
車

は
、

次
に

掲
げ

る
装

置
に

つ
い

て
、

国
土

交
通

省
令

で
定

め
る

保
安

上
又

は
公

害
防

止
そ

の
他

の
環

境
保

全
上

の
技

術
基

準
に

適
合

す
る

も
の

で
な

け
れ

ば
、

運
行
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い

。
一
～
十
九

（
略
）

二
十

自
動
運
行
装
置

二
十
一

（
略
）

２
前

項
第

二
十

号
の

「
自

動
運

行
装

置
」

と
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
電

子
計

算
機

（
入

出
力

装
置

を
含

む
。

こ
の

項
及

び
第

九
十

九
条

の
三

第
一

項
第

一
号

を
除

き
、

以
下

同
じ

。
）

に
対

す
る

指
令

で
あ

つ
て

、
一

の
結

果
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
組

み
合

わ
さ

れ
た

も
の

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

に
よ

り
自

動
的

に
自

動
車

を
運

行
さ

せ
る

た
め

に
必

要
な

、
自

動
車

の
運

行
時

の
状

態
及

び
周

囲
の

状
況

を
検

知
す

る
た

め
の

セ
ン

サ
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並
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に
当

該
セ
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サ

ー
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れ
た

情
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す

る
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め
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子

計
算
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及

び
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ロ
グ
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を
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た
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構
成

要
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と
す

る
装

置
で

あ
つ

て
、

当
該

装
置

ご
と

に
国

土
交

通
大

臣
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付
す

る
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件
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使
用

さ
れ
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合
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て
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自
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す
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作
に

係
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能
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の
全

部
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代
替

す
る

機
能
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有

し
、

か
つ

、
当

該
機

能
の
作
動
状
態
の
確
認
に
必
要
な
情
報
を
記
録
す
る
た
め
の
装
置
を
備
え
る

も
の
を
い
う
。
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道

路
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昭
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法
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（

抄
）

（
定
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法
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お
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て
、

次
の
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号
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掲

げ
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用
語
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そ
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ぞ
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該
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号
に

定
め

る
と

こ
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よ

る
。

一
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十
三

（
略

）
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三
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二
自
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運

行
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送
車

両
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（
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和
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十
六

年
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律
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十
五

号
）

第
四

十
一

条
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一
項
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十
号
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す

る
自

動
運

行
装

置
を

い
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。
十

四
～

二
十

三
（

略
）

２
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（
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運

転
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の
遵
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事

項
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第
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十
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車
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事
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れ
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い
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五
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又
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て

「
自

動
車

等
」

と
い

う
。

）
を

運
転

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

自
動

車
等

が
停

止
し

て
い

る
と

き
を

除
き

、
携

帯
電

話
用

装
置

、
自

動
車

電
話

用
装

置
そ

の
他

の
無

線
通

話
装

置
（

そ
の

全
部

又
は

一
部

を
手

で
保

持
し

な
け

れ
ば

送
信

及
び

受
信

の
い

ず
れ

を
も

行
う

こ
と

が
で

き
な

い
も

の
に

限
る

。
第

百
十

八
条

第
一

項
第

三
号

の
二

に
お

い
て
「

無
線

通
話

装
置

」
と

い
う

。
）

を
通

話
（

傷
病

者
の

救
護

又
は

公
共

の
安

全
の

維
持

の
た

め
当

該
自

動
車

等
の

走
行

中
に

緊
急

や
む

を
得

ず
に

行
う

も
の

を
除

く
。

同
号

に
お

い
て

同
じ

。
）

の
た

め
に

使
用

し
、

又
は

当
該

自
動

車
等

に
取

り
付

け
ら

れ
若

し
く

は
持

ち
込

ま
れ

た
画

像
表

示
用

装
置

（
道

路
運

送
車

両
法

第
四

十
一

条
第

一
項

第
十

六
号

若
し

く
は

第
十

七
号

又
は

第
四

十
四

条
第

十
一

号
に

規
定

す
る

装
置

で
あ

る
も

の
を

除
く

。
第

百
十

八
条

第
一

項
第

三
号

の
二

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
表

示
さ

れ
た

画
像

を
注

視
し

な
い

こ
と

。
六

（
略

）

（
自

動
運

行
装

置
を

備
え

て
い

る
自

動
車

の
運

転
者

の
遵

守
事

項
等

）
第

七
十

一
条

の
四

の
二

自
動

運
行

装
置

を
備

え
て

い
る

自
動

車
の

運
転

者
は

、
当

該
自

動
運

行
装

置
に

係
る

使
用

条
件

（
道

路
運

送
車

両
法

第
四

十
一

条
第

二
項

に
規

定
す

る
条

件
を

い
う

。
次

項
第

二
号

に
お

い
て

同
じ

。
）

を
満

た
さ

な
い

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

自
動

運
行

装
置

を
使

用
し

て
当

該
自

動
車

を
運

転
し

て
は

な
ら

な
い

。
２

自
動

運
行

装
置

を
備

え
て

い
る

自
動

車
の

運
転

者
が

当
該

自
動

運
行

装
置

を
使

用
し

て
当

該
自

動
車

を
運

転
す

る
場

合
に

お
い

て
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

と
き

は
、

当
該

運
転

者
に

つ
い

て
は

、
第

七
十

一
条

第
五

号
の

五
の

規
定

は
、

適
用

し
な

い
。

一
当

該
自

動
車

が
整

備
不

良
車

両
に

該
当

し
な

い
こ

と
。

二
当

該
自

動
運

行
装

置
に

係
る

使
用

条
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

三
当

該
運

転
者

が
、

前
二

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
し

な
く

な
つ

た
場

合
に

お
い

て
、

直
ち

に
、

そ
の

こ
と

を
認

知
す

る
と

と
も

に
、

当
該

自
動

運
行

装
置

以
外

の
当

該
自

動
車

の
装

置
を

確
実

に
操

作
す

る
こ

と
が

で
き

る
状

態
に

あ
る

こ
と

。
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行
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行
補
助
施
設
の
法
定
化

●
道

路
法
（
昭
和

2
7
年
法
律
第

1
8

0
号
）
（
抄
）

（
用
語
の
定
義
）

第
２
条

（
略
）

２
こ

の
法

律
に

お
い

て
「

道
路

の
附

属
物

」
と

は
、

道
路

の
構

造
の

保
全

、
安

全
か

つ
円

滑
な

道
路

の
交

通
の

確
保

そ
の

他
道

路
の

管
理

上
必

要
な

施
設

又
は

工
作

物
で

、
次

に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一
～
四

（
略
）

五
自
動
運
行
補
助
施
設

（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法

に
よ
り
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
百
八
十
五
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
第
二
十
号
に
掲
げ
る

自
動
運
行
装
置
を
備
え

て
い
る
自
動
車
の
自
動
的
な
運
行
を
補
助
す
る
た
め
の
施
設

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
で
道
路
上
に
又
は
道
路
の
路
面
下
に
第
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
道

路
管

理
者

が
設

け
る
も
の

六
～
十

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
自
動
運
行
補
助
施
設
の
性
能
の
基
準
等

）
第

4
5
条

の
２

道
路

の
附
属

物
で
あ

る
自

動
運

行
補

助
施

設
の

性
能
の

基
準

そ
の

他
自

動
運

行
補
助
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
は

、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

２
道

路
管

理
者

は
、

道
路

の
附

属
物

で
あ

る
自

動
運

行
補

助
施

設
を

設
置

し
た

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

自
動

運
行

補
助

施
設

の
性

能
、

当
該

自
動

運
行

補
助

施
設

を
設

置
し

た
道

路
の

場
所

そ
の

他
必

要
な

事
項

を
、

国
土

交
通

省
令

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
公

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
公

示
し

た
事

項
を

変
更

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

同
様

と
す
る
。

（
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●
道

路
交

通
法

（
昭
和

3
5
年

法
律

第
1
0
5
号

）
（
抄

）

（
定

義
）

第
二

条
こ

の
法

律
に

お
い

て
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る
用

語
の

意
義

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

当
該
各

号
に
定

め
る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

一
～
十
七

（
略
）

十
七

の
二

特
定

自
動
運

行
道

路
に

お
い

て
、

自
動
運

行
装
置

（
当
該

自
動

運
行

装
置

を
備
え

て
い
る

自
動
車

が
第
六

十
二
条

に
規
定

す
る

整
備

不
良

車
両
に

該
当
す

る
こ
と

と
な

つ
た

と
き

又
は
当

該
自
動

運
行
装

置
の
使

用
が
当

該
自
動

運
行

装
置

に
係

る
使
用

条
件
（

道
路
運

送
車

両
法

第
四

十
一
条

第
二
項

に
規
定

す
る
条

件
を
い

う
。
以

下
同

じ
。

）
を

満
た
さ

な
い
こ

と
と
な

つ
た

と
き

に
、

直
ち
に

自
動
的

に
安
全

な
方
法

で
当
該

自
動
車

を
停

止
さ

せ
る

こ
と
が

で
き
る

も
の
に

限
る

。
）

を
当

該
自
動

運
行
装

置
に
係

る
使
用

条
件
で

使
用
し

て
当

該
自

動
運

行
装
置

を
備
え

て
い
る
自
動

車
を

運
行

す
る
こ

と
（
当

該
自
動

車
の
運

行
中
の

道
路
、

交
通

及
び

当
該

自
動
車

の
状
況

に
応
じ

て
当

該
自

動
車

の
装
置

を
操
作

す
る
者

が
い
る

場
合
の

も
の
を

除
く

。
）

を
い

う
。

十
八

～
二

十
三

（
略
）

２
・

３
（

略
）

（
特

定
自
動

運
行
の

許
可
）

第
七

十
五

条
の

十
二

特
定

自
動

運
行
を

行
お

う
と
す

る
者

は
、

特
定

自
動

運
行

を
行

お
う
と

す
る

場
所

を
管

轄
す

る
公

安
委
員

会
の
許

可
を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
２

・
３

（
略

）

（
許

可
事
項

の
変
更

）
第

七
十

五
条

の
十

六
第

七
十

五
条

の
十

二
第

一
項

の
許

可
を

受
け

た
者

（
以

下
「

特
定

自
動

運
行

実
施

者
」

と
い

う
。

）
は

、
特

定
自

動
運

行
計

画
を

変
更

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

内
閣

府
令

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
公

安
委

員
会

の
許

可
を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

内
閣

府
令

で
定

め
る

軽
微

な
変

更
に

つ
い
て

は
、
こ

の
限
り

で
な

い
。

２
～

４
（

略
）

（
特

定
自
動

運
行
を

行
う
前

の
措
置

）
第

七
十

五
条
の

十
九

特
定

自
動

運
行
実

施
者

は
、
次

項
の

規
定

に
よ

り
指

定
し

た
特

定
自
動

運
行

主
任

者
、

第
三

項
の

規
定

に
よ

り
指

定
し

た
現

場
措

置
業

務
実

施
者

そ
の

他
の

特
定

自
動

運
行

の
た

め
に

使
用

す
る

者
（

以
下

「
特

定
自

動
運

行
業

務
従
事

者
」

と
い

う
。

）
に

対
し

、
第

七
十

五
条

の
二

十
一

、
第

七
十

五
条

の
二

十
二

及
び

第
七

十
五

条
の
二

十
三

第
一

項
か

ら
第

三
項

ま
で

の
規

定
に

よ
る

措
置

そ
の

他
の

こ
の

法
律

及
び

こ
の

法
律

に
基

づ
く
命

令
の

規
定

並
び

に
こ

の
法

律
の

規
定

に
基

づ
く

処
分

に
よ

り
特

定
自

動
運

行
業

務
従

事
者

が
実

施
し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
措

置
を

円
滑

か
つ

確
実

に
実

施
さ

せ
る

た
め

、
内

閣
府

令
で
定

め
る
と

こ
ろ
に

よ
り

教
育

を
行

わ
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
２

特
定

自
動
運

行
実

施
者

は
、

特
定
自

動
運

行
を
行

う
と

き
は
、

第
七
十

五
条

の
二

十
一
、

第
七

十
五

条
の
二

十
二
並
び
に

第
七
十
五
条

の
二

十
三
第
一

項
及
び
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
措
置
そ

の
他
の
こ
の
法

律
及

び
こ

の
法

律
に

基
づ

く
命

令
の
規

定
並

び
に

こ
の

法
律

の
規

定
に

基
づ

く
処

分
に

よ
り

特
定

自
動

運
行

主
任

者
が

実
施

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

措
置

を
講

じ
さ

せ
る

た
め

、
当

該
措

置
を

講
ず

る
た

め
に

必
要

な
適

性
に

つ
い

て
内

閣
府

令
で
定

め
る

要
件

を
備

え
る

者
の

う
ち

か
ら

、
特

定
自

動
運

行
主

任
者

を
指

定
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

３
特

定
自

動
運
行

実
施

者
は
、

次
条
第

一
項

第
一

号
に

規
定

す
る

措
置

を
講
じ

て
特

定
自
動

運
行

を
行

う
と

き
は

、
第

七
十

五
条

の
二

十
三

第
一

項
及

び
第

二
項

の
規

定
に

よ
る

措
置

を
講

じ
さ

せ
る

た
め

、
現

場
措

置
業
務

実
施
者

を
指
定

し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

（
特

定
自
動

運
行
中

の
遵
守

事
項
）

第
七

十
五

条
の

二
十

特
定

自
動

運
行
実

施
者

は
、
特

定
自

動
運

行
中

の
特

定
自

動
運

行
用
自

動
車

に
つ

い
て

、
次

の
各

号
の
い

ず
れ
か

の
措
置

を
講

じ
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。

一
当

該
特
定

自
動
運

行
用
自

動
車
の
周

囲
の

道
路

及
び
交

通
の
状

況
並
び

に
当

該
特

定
自

動
運
行

用
自

動
車

の
状

況
を

映
像

及
び

音
声

に
よ

り
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
で

内
閣

府
令

で
定

め
る

も
の

を
第

七
十

五
条

の
十

二
第

二
項

第
二

号
ハ

に
規

定
す

る
場

所
に

備
え

付
け

、
か

つ
、

当
該

場
所

に
特

定
自
動

運
行
主

任
者
を

配
置
す

る
措

置
二

第
七

十
五

条
の
二

十
三
第

三
項
の
規

定
に

よ
る

措
置
そ

の
他
の

措
置
を

講
じ

さ
せ

る
た

め
、
特

定
自

動
運

行
主
任

者
を
当

該
特
定

自
動
運

行
用

自
動

車
に

乗
車
さ

せ
る
措

置
２

特
定

自
動
運

行
実

施
者

は
、

特
定
自

動
運

行
を
行

つ
て

い
る

と
き

は
、

内
閣

府
令

で
定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

当
該

特
定

自
動

運
行

用
自

動
車
の

見
や

す
い

箇
所

に
特

定
自

動
運

行
中

で
あ

る
旨

を
表

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

（
特

定
自
動

運
行
主

任
者
の

義
務
）

第
七

十
五

条
の

二
十

一
前

条
第

一
項
第

一
号

の
規
定

に
よ

り
配

置
さ

れ
た

特
定

自
動

運
行
主

任
者

は
、

当
該
特

定
自
動
運
行

用
自
動
車
が

特
定

自
動
運
行

を
行
つ
て
い
る

と
き

は
、
同
号
に
規
定

す
る
装
置
の
作

動
状

態
を

監
視

し
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
装

置
が

正
常

に
作

動
し

て
い

な
い

こ
と

を
認

め
た

と
き

は
、

当
該
特

定
自

動
運

行
主

任
者

は
、

直
ち

に
、

当
該

特
定

自
動

運
行

を
終

了
さ

せ
る

た
め
の

措
置
を

講
じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

２
（

略
）

（
特

定
自
動

運
行
に

お
い
て

交
通
事

故
が

あ
つ

た
場

合
の
措

置
）

第
七

十
五

条
の

二
十

三
特

定
自

動
運
行

（
道

路
に
お

い
て

当
該

特
定

自
動

運
行

が
終

了
し
た

場
合

を
含

む
。

第
三

項
及

び
第

六
項

並
び

に
第

百
十

七
条

第
三

項
に

お
い

て
同

じ
。

）
に

お
い

て
特

定
自

動
運

行
用

自
動

車
（

第
七

十
五

条
の

二
十

第
一

項
第
一

号
に

規
定

す
る

措
置

が
講

じ
ら

れ
た

も
の

に
限

る
。

）
に

係
る

交
通

事
故

が
あ

つ
た

と
き

は
、

同
号
の

規
定

に
よ

り
配

置
さ

れ
た

特
定

自
動

運
行

主
任

者
は

、
直

ち
に
当

該
交
通
事
故

の
現
場
の
最

寄
り

の
消
防
機

関
に
通
報

す
る

措
置
及
び
現
場
措
置
業

務
実
施
者
を
当

該
交

通
事

故
の

現
場

に
向

か
わ

せ
る

措
置

（
当

該
交

通
事

故
に

よ
る

人
の

死
傷

が
な

い
こ

と
が

明
ら

か
な

場
合

に
あ

つ
て

は
、

現
場

措
置

業
務
実

施
者

を
当

該
交

通
事

故
の

現
場

に
向

か
わ

せ
る

措
置

）
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
場

合
に
お

い
て

、
当

該
特

定
自

動
運

行
用

自
動

車
の

特
定

自
動

運
行

主
任

者
は

、
直

ち
に

当
該

交
通

事
故

の
現
場

の
最

寄
り

の
警

察
署
（

派
出

所
又

は
駐

在
所

を
含

む
。

第
三

項
及

び
第

四
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

の
警

察
官

に
交

通
事

故
発

生
日

時
等

を
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
２

前
項

に
規
定

す
る

交
通

事
故

の
現
場

に
到

着
し
た

現
場

措
置

業
務

実
施

者
は

、
当

該
交
通

事
故

の
現

場
に

お
い

て
、

道
路
に

お
け
る

危
険
を

防
止

す
る

た
め

必
要
な

措
置
を

講
じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

３
特

定
自

動
運

行
に

お
い

て
特

定
自
動

運
行

用
自
動

車
（

第
七

十
五

条
の

二
十

第
一

項
第
二

号
に

規
定

す
る

措
置

が
講

じ
ら

れ
た

も
の

に
限

る
。
）

に
係

る
交

通
事

故
が

あ
つ

た
と

き
は

、
当

該
交

通
事

故
に

係
る
特

定
自
動
運
行

用
自
動
車
に

同
号

の
規
定
に

よ
り
乗
車
さ
せ

ら
れ
た

特
定
自
動
運
行

主
任
者
そ
の
他

の
乗

務
員

（
第

五
項

に
お

い
て

「
特

定
自

動
運

行
主

任
者

等
」

と
い

う
。

）
は

、
直

ち
に

、
負

傷
者

を
救

護
し

、
道

路
に

お
け

る
危

険
を

防
止
す

る
等

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

当
該

特
定

自
動

運
行

用
自
動

車
の

特
定

自
動

運
行

主
任

者
（

特
定

自
動

運
行

主
任

者
が

死
亡

し
、

又
は

負
傷

し
た

た
め

や
む

を
得
な

い
と

き
は

、
そ

の
他

の
乗

務
員

。
次

項
に

お
い

て
同

じ
。

）
は

、
警

察
官

が
現

場
に

い
る

と
き

は
当
該

警
察

官
に

、
警

察
官

が
現

場
に

い
な

い
と

き
は

直
ち

に
最

寄
り

の
警

察
署

の
警
察

官
に
交

通
事
故

発
生

日
時

等
を

報
告
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
４

～
６

（
略

）
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自動運転車両の手動介入要因 

 

  

自
動
運
転
車
両
の
手
動
介
入
要
因

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
国
土
 
 
省
 
 
 
「
 
 
 
な
 
 
 
お
け
る
 
 
 
 
導
入
 
 
 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
（
 
 

 
年

 
月
）

 
 
 
  
  
 
 
 
  

  
  
  

  
 
  
 
  
  
  
 
  
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 

 
道
 
駅
 
 
実
験
結
果
：
国
土
 
 
省
 
 

 
 
 
 
 
 
た
道
 
 
 
 
 
 
る
 
 

 
第

 
 
 
 
資
料
（

  
  
年

  
月
）
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ITS（高度道路交通システム）とは 

 

  

  
 
（
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
）
と
は

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
国
土
 
 
省
国
土
 
 
 
 
 
合
 
 
所

高
 
道
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
 

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
  

  
 
  
 
  
  

  
  
  
 
 
 
  
  
 
 
  
 
  

 

  
 
：
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 民 ITS構想・ロードマップ 

 

  

 
民
  

 
構
想
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
出
典
：
 
 
 
 
 
 

  
  
 
 
 
ド
マ
ッ
 
（
 
 
 
）
（

 
  
  
  
）
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出
典
：
 
 
 
 

IT
 
合
 
 
 
 
 

IT
S 
 
 
 
ド
マ
ッ
 

2
0

2
0
（

R
2

.7
.1

5
）

h
tt

p
s:

//
ci

o
.g

o
.jp

/s
it

es
/d

ef
au

lt
/f

ile
s/

u
p

lo
ad

s/
d

o
cu

m
e

n
ts

/i
ts

_r
o

ad
m

ap
_2

0
2

0
.p

d
f

 
民

IT
S
構
想
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

2
0
2
0
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出
典
：
 
 
 
 
 
 

  
  
 
 
 
ド
マ
ッ
 
（
 
 
 
）
（

 
  
  
  
）

 
 
 
  
  
  
 
  
 
  
 
  
  
 
  
 
 
  
 
  
  
  
  
 
 
  
  

  
 
 
  
 
 
 
  
  
  
  
 
  

 
  

  
  
  
  
  
 
 
  
  
 
 
 

今
後
の
  

 
構
想
の
基
本
的
考
え
方
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次世代 ITS検討会の概要 

 

  

次
世
代

IT
S
検
討
会
の
概
要

（
本
文

P
1

2
）

出
典
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 
 
 
 
合
 
 
（

20
23
～

20
27
年
 
）
（

R
4.

12
.2

3 
 
 
 
）

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
as

.g
o

.jp
/j

p/
se

is
ak

u
/d

ig
it

al
_d

en
en

/p
d

f/
20

22
12

23
_g

ai
yo

u
.p

d
f
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ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
案
）

出
典
：
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SIP 協調型自動運転の通信方式ロードマップ 

 

  

 
  
協
調
型
自
動
運
転
の
通
信
方
式
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
マ
ッ
 

（
 
  
  
 
）

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
 

  
 
  
  

  
 
  
 
  
 
 
  
  
  
  

 
  

  
 
 



 

98 

 

自動運転時代の“次世代の ITS通信”研究会 中間とりまとめの概要 

 

  

自
動
運
転
時
代
の
”次
世
代
の

IT
S
通
信
”研
究
会
中
間
と
り
ま
と
め
の
概
要

（
本
文

P
1

2
）

出
典
：
 
務
省
 
 
 
 
時
代
 
“次
世
代
 

IT
S 
 
” 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

R
5

.8
）

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.s
o

u
m

u
.g

o
.jp

/m
ai

n
_c

o
n

te
n

t/
0

0
0

8
9

4
7

7
6

.p
d

f
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MaaS（Mobility as a Service）の概要 

 

  

（
本
文

P
1

2
）

出
典
：
国
土
 
 
省
 
合
 
 
 

日
 
 

M
aa

S 
 
進

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o

.jp
/s

o
go

se
is

ak
u

/j
ap

an
m

aa
s/

p
ro

m
o

ti
o

n
/

M
a

a
S
（

M
o
b
il

it
y
 a

s 
a

 S
e
rv

ic
e
）
の
概
要

出
典
：
国
土
 
 
省
 
合
 
 
 

国
土
 
 
省
 

M
aa

S 
進
 
 
 
る
 
 
 
つ
い
て

（
R

1
.1

2
.6
）

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o

.jp
/m

ar
it

im
e/

co
n

te
n

t/
0

0
1

3
2

0
5

8
9

.p
d

f
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「スマートモビリティチャレンジ」プロジェクトの概要 

 

  

出典： マ  モビ        
                                               

「スマートモビリティチャレンジ」プロジェクトの概要 （本文   ）

出典： マ  モビ        
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コミュニティバス・デマンド交通の導入状況 

 

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
状
況

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
 
 
 
年
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 
 
年
 
 
 
 
 
 

 
 
 
年
 
 
 
 
 
（

 
  
  
  
 
 
 
 
）
）

 
 
 
  
  
 
 
 
  

  
  
  

  
 
  
 
 
 
  
  
  
  
  
 
 
  
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
の
導
入
 
 

 
 
 
 
 
 
の
導
入
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グリーンスローモビリティの導入と活用のための手引きの概要 

 

  

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
と
活
用
の
た
め
の
手
引
き
の
概
要

（
本
文

P
1

4
）

出
典
：
国
土
 
 
省
「
グ
 
 
 
 
 
 
モ
ビ
 
 
 
 
導
入
 
 
 
た
 
 
手
引
き
（
 
 
）
（

R
3.

5
）

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o

.jp
/r

ep
o

rt
/p

re
ss

/c
on

te
n

t/
00

14
05

96
2.

p
d

f
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出
典
：
国
土
 
 
省
グ
 
 
 
 
 
 
モ
ビ
 
 
 
 
導
入
 
 
 
た
 
 
手
引
き
（
 
 
）
（

R
3.

5）
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o
.jp

/r
ep

o
rt

/p
re

ss
/c

on
te

n
t/

00
14

05
96

2.
p

d
f
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パーソナルモビリティに係る法改正の概要 

 

  

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
係
る
法
改
正
の
概
要

（
本
文
 
 
 
）

 
 
 
 
 
車
に
 
 
る
 
定
の
 
設

 
 
 
 
 
車

 
人
 
 
 
 
 
 
 
 
る
た
 
 
 
 
 
 
 
い
る
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
る
 
 
が
 
き
る
 
 
 
 
 
 
）
 

 
つ
て
 
 
体
 
 
き
 
 
 
 
 
が
 
 
 
 
者
 
 
 
 
 
 
る
お
 
 
 
な
い
 
 
 
 
て
 
 
 
 
 
 
 
る
 
 
 
 
 

 
る
 
 
 
 
 
 
 
体
 
 
者
 
 
 
以
 
 
 
 
 
い
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
る
者
 
 
 
 
者
 
 
る
 

 
 
４
 
道
路
交
通
法
改
正
 
 
 
  
  
施
行
 
：
 
 
 
 
 
車
に
 
 
る
 
定

道
路
交
通
法
施
行
 
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

第
 
 
 
 

 
第
 
 
第
 
 
第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 
 
 
 
次
 

 
 
る
 
お
 
 
 
る
 

 
 
体
 
 
き
 
 
 
次
 
 
 
る
長
 
 
 
 
 
高
 
 
 
 
な
い
 
 
 

 
長
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
高
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
ッ
ド
 
 
 
 
 
 
い
た
 
 
 
高
 
）

 
 
体
 
 
 
 
 
次
 
 
 
る
 
 
 
 
る
 
 
 

 
 
 
 
 
 
て
 
 
 
 
 
 
い
る
 
 
 

 
 
キ
 
 
 
 
 
 
時
 
 
 
る
 
 
 
出
 
 
 
が
 
き
な
い
 
 
 

 
 
 
者
 
 
 
 
 
 
 
お
 
 
が
 
る
 
 
な
 
出
 
が
な
い
 
 
 

出
典
：
 
 
 
 
 
人
 
日
 
 
 
 
 
 

 
道
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（特定小型原動機付自転車） 

  
 
 
な
交
通
主
体
の
交
通
方
法
に
 
 
る
 
定
の
整
備

特
定
 
 
原
 
機
付
 
 
車
 
電
 
キ
ッ
 
ボ
 
ド
等
 
の
交
通
方
法
等

○
最
高
 
 
や
 
体
 
 
き
 
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 
両
 
「
特
 
 
 
 
 
 
付
 
 

 
」
 
 
る
 

○
特
 
 
 
 
 
 
付
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
免
許
 
 
 
な
い
 
 
 
 
（
た
だ
 
 

1
6
歳
 

 
 
 
 
 
禁
止
）
 
 
 
ッ
 
着
 
 
努
 
義
務
 
 
る
 

○
特
 
 
 
 
 
 
付
 
 
 
 
 
 
道
 
 
 
 
則
 
 
る
 

○
特
 
 
 
 
 
 
付
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
下
 
最
高
 
 
が
制
限
 
 
て
お
 
 
 

 
 
連
 
 
る
表
 
が
な
 
 
て
い
る
 
 
（
特
例
特
 
 
 
 
 
 
付
 
 
 
）
 
つ
い
て
 
 

例
 
 
 
 
道
（
 
 
 
 
 
可
 
 
道
 
限
る
 
）
 
 
 
 
 
る
 
 
が
 
き
る
 
 
 
 

る
 

○
 
 
反
則
 
告
制
 
 
 
放
置
違
反
金
制
 
 
 
象
 
 
る
 
 
た
 
 
険
な
違
反
 
為
 
繰
 

返
 
者
 
 
講
習
 
受
講
 
命
ず
る
 
 
 
 
る
 

 
 
４
 
道
路
交
通
法
改
正
 
R
5
.7
.1
施
行
 

特
定
 
 
原
 
機
付
 
 
車
の
交
通
方
法
等
に
 
 
る
 
定

特
定
 
 
原
 
機
付
 
 
車
の
区
分

特
 
 
 
 
 
 
築
地
 
 
 
 
 
 
 
付
 
 
 
 
 
 
 

以
下
 
 
 
 
件
 
 
べ
て
 
 
 
 
る
 
 
 
い
 
 

道
路
 
送
車
両
の
保
安
基
準

 
 
 
付
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
格
出
 
が

0
.6

kW
以
下
 

 
っ
て
長
 

1
.9

m
 
 

0
.6

m
以
下
 
つ
最
高
 
 

2
0

km
/h
以
下
 
 

 
 
特
 
 
 
 
 
 
付
 
 
 
 
 
 
 
 
以
 
 
 
 
 
付
 
 

 
 
 
 
 
 
 
付
 
 
 
 
 
義
 
る
 

出
典
：
警
察
庁

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.n
p

a.
go

.jp
/l

aw
s/

ko
kk

ai
/0

5
_s

an
ko

u
sh

ir
yo

u
.p

d
f

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.k
ei

sh
ic

h
o

.m
et

ro
.t

o
ky

o
.lg

.jp
/k

o
ts

u
/j

ik
o

b
o

sh
i/

e
le

ct
ri

c_
m

o
b

ili
ty

/e
le

ct
ri

c_
ki

ck
b

o
ar

d
.h

tm
l

国
土
 
 
省
 
 
 
 
 
 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o

.jp
/j

id
o

sh
a/

jid
o

sh
a_

fr
7

_0
0

0
0

5
8

.h
tm

l
 
 
 

H
ID

O
加
筆

特
例
特
定
 
 
原
 
機
付
 
 
車

特
 
 
 
 
 
 
付
 
 
 
 
 
 
 
次
 
 
 
 
 
て
 
た

 
 
 
 
い
 
 

 
最
高
 
 
表
 
灯
 
点
滅
 
せ
る
 
 

 
時
 

6
キ
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 
 
 
出
 
 
 
が
 
き

な
い
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自動配送ロボット活用の手引きの概要 

 

  

自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
の
手
引
き
の
概
要

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
 
 
 
 
省
「
 
 
 
 
 
ボ
ッ
 
 
 
 
手
引
き
」
（

 
  
 
）
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遠隔操作型小型車に係る法改正の概要 

 

  

出
典
：
警
察
庁

 
 
 
  
  
 
 
 
  
 
  
  

  
 
  
  

  
  

  
  
  
  
  
 
  
 
  
  
  
 
  
 
 

 
 
 
 
省
 
 
 
 
 
ボ
ッ
 

 
 
 
 
た
 
 
 
実
現
 
 
け

た
 
 
 
 
 
（
第

 
 

 
  
  
  
）
警
察
庁
資
料

 
 
 
  
  
 
 
 
  

 
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 

  
  

 
 
 
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 

  
 
 
  
 
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 

 
 
４
 
道
路
交
通
法
改
正
 
 
  
  
 
施
行
 
：
 
 
 
 
 
 
 
車
の
交
通
方
法
等

 
 
な
交
通
主
体
の
交
通
方
法
等
に
 
 
る
 
定
の
整
備

 
 
 
 
 
 
 
車
 
 
 
 
送
 
ボ
ッ
 
等
 
の
交
通
方
法
等

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 
 
 
っ
て
 
最
高
 
 
や
 
体
 
 
き
 
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 
 
 
「
 
 
 
 
 

 
 
 
」
 
 
 
 
 
者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
道
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
道
 
 
 
 
）
 
 
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
者
 
 
 
道
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
出
な
け
 
 
な
 
な
い
 
 
 
 
る
 

遠
隔
操
作
型
小
型
車
に
係
る
法
改
正
の
概
要

（
本
文
 
 
 
）
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出
典
：
 
 
 
 
省
 
 
 
 
 
ボ
ッ
 
 
 
 
 
た
 
 
 
実
現
 
 
け
た
 
 
 
 
 
（
第
  

 
  
  
  
）
警
察
庁
資
料
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自動配送ロボットの事例 

 

   

出典： 手         地         
                                                      
                                                      

東京都 代田区

      ボッ 

             （      ～       ）
  地点 て                 

自動配送ロボットの事例 （本文   ）

出典：   ニッ        グ     ニュ      （      ）
                                             

茨城県つくば市

   県  市

出典：  グ              （        ）                                                        
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ドローンの飛行レベル 
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空の産業革命に向けたロードマップ 2022 

 

  

空
の
産
業
革
命
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

2
0

2
2

（
本
文

P
1

5
）

出
典
：
 
 
 
 
省
「
 
 
 
 
革
命
 
 
け
た
 
 
ド
マ
ッ
 

2
0

2
2
」
（

R
4

.8
.3
 
 
無
人
 
 
係
る
環
境
 
 
 
 
け
た
 
 
 
 
 
 
 
）

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
et

i.g
o

.jp
/p

o
lic

y/
m

o
n

o
_i

n
fo

_s
er

vi
ce

/m
o

n
o

/r
o

b
o

t/
p

d
f/

2
0

2
2

_u
as

_r
o

ad
m

ap
.p

d
f
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無人航空機レベル４飛行に係る制度整備の概要 

 

  

無
人
飛
行
機
レ
ベ
ル
４
飛
行
に
係
る
制
度
整
備
の
概
要

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 
 
 
 
合
 
 
（

  
  
～

  
  
年
 
）
（

 
  
  
  
 
 
 
 
 
）
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空の移動革命に向けたロードマップ 

 

  

空
の
移
動
革
命
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
本
文

P
1

6
）

出
典
：
国
土
 
 
省
航
 
 
 
 
 
 
革
命
 
 
け
た
 
 
 
 
 

 
 
 
 
革
命
 
 
け
た
 
 
ド
マ
ッ
 
（

R
4

.3
.1

8
 
訂
 
 
）

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o

.jp
/c

o
m

m
o

n
/0

0
1

4
7

1
1

47
.p

d
f
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モビリティに関連した国の支援措置の概要 

 

  

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
連
し
た
国
の
支
援
措
置
の
概
要

（
本
文

P
1

6
）

※
網
掛
 
て
い
る
 
 
 
 
 
マ
 
 
 
 
 
 
連
 
 
 
 
 

担
 

 
 

支
援
 
象
者

補
助
率
 

国
土
 
 
省
 
合
 
 
 
（
地
域
 
共
 
 
 
連
）

 
 
資
 
 
 

 
合
 
付
金

 
合
 
 
 

地
域
 
 
 
 
 
環
 
 
て
 
地
域
 
共
 
 

ネ
ッ
 
ワ
 
 
 
再
 
築
 
必
 
な
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
む
地
 
 
共
 
体
 
 
支
援
 

可
能
 
 
る
た
 
 
地
 
 
共
 
体
が
 
地
域

 
共
 
 
 
 
 
 
立
地
 
 
化
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
観
光
 
 
 
お
い
て
 
長
期

 
 
必
 
な
ネ
ッ
 
ワ
 
 
（
鉄
道
 
 
 
 

 
）
 
位
置
付
け
た
場
合
 
 
ネ
ッ
 
ワ
 
 

形
 
 
必
 
な
 
設
 
 
 
 
 
 
る
地
域
 

 
 
 
支
援

地
 
 
共
 
体

 ※
地
 
 
共
 
体
 
 
 
補

助
金
 
受
け
て
 
 
 
 
 

者
 
 
 
 
実
 
可
能

○
地
域
 
共
 
 
特
 
 
 
（
地
域
 
共
 
 
 
性
化
 
 
 
 

 
 
 
 
カ
 
鉄
道
 
係
る
 
共
 
 
再
 
築
や
 
 
 
 
 
再
編

 
 
 
 
 
 
実
 
 
 
鉄
道
 
設
（
駅
 
設
 
 
 
設
 
 
 
 

設
 
 
 
 
保
 
設
 
  
）
 
 
 
）
 
実
 
 
 
 
認
 
 
受
け

た
 
持
続
可
能
性
 
 
便
性
 
効
率
性
 
 
上
 
資
 
る
 
設
 
 

 
鉄
道
 
設
（
駅
 
設
 
 
 
設
 
 
 
 
設
 
 
 
 
保
 
設
 

 
）
 
 
 

 
 
 
 
設
（
 
留
所
 
 
庫
 
営
 
所
 
 
 
 
ケ
 
設
 
E
V
 

 
 
連
 
設
（
発
 
 
蓄
 
 
充
 
）
 
）
 
 
 

○
効
果
促
進
 
 
（
 
付
 
象
 
 
 
体
 
2
0
％
目
途
）
 
 
鉄

道
 
 
 
 
両
 
導
入
 
支
援

(1
) 
地
域
 
共
 
 
 
 
 
 
 
 
地
域
 
共
 
 
特
 
 
 
実
 
 

 
 
認
 

(2
) 
地
 
 
共
 
体
 
 
 
 
お
け
る
地
域
 
共
 
 
 
 
 
 
 

 
 
観
光
 
 
 
 
相
互
連
携

(3
) 
 
 
 
効
果
（
実
効
性
）
 
確
認
 
る
た
 
 
目
標
設
 

(4
) 
実
効
性
 
 
る
地
域
 
性
化
 
た
 
 
鉄
道
 
 
 
 
 
 

 1
/2

地
域
 
 
 
系
統
補
助
 
合
 
 
 

地
域
特
性
や
実
情
 
 
じ
た
最
 
な
生
 
 
 

ネ
ッ
 
ワ
 
 
 
確
保
 
維
持
 
る
た
 
 
地

域
 
 
 
ネ
ッ
 
ワ
 
 
 
形
 
 
る
地
域
 

 
 
系
統
 
 
 
 
つ
い
て
支
援

 
 
乗
合
旅
客
 
 
 
 
 

 
 
者

地
域
 
共
 
 
 
性
化
再
生

 
 
 
 
 
 
 
 

予
測
費
 
（
補
助
 
象
 
費
費
 
見
込
額
）
 
 
予
測
収
 
（
 
常

収
 
見
込
額
）
 
控
 
 
た
額

 
 
 
乗
合
旅
客
 
 
 
 
 
 
 
者
 
 
る
 
 
 
 
る
 
 

 
複
 
 
 
村
 
 
た
が
る
系
統
 
 
る
 
 

 
 
日
 
た
 
 
 
 
 
 
 
 
が
３
 
以
上
 
 
 

 
輸
 
量
が
1
5
人
～
1
5
0
人
／
日
 
見
込
 
 
る
 
 

 1
/2

地
域
 
 
 
 
ダ
 
系

統
補
助

 
合
 
 
 

地
域
特
性
や
実
情
 
 
じ
た
最
 
な
生
 
 
 

ネ
ッ
 
ワ
 
 
 
確
保
 
維
持
 
る
た
 
 
 

 
 
 
 
 
地
域
 
 
 
ネ
ッ
 
ワ
 
 
 
密

接
な
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
 
ド
 
 
 

 
 
 
つ
い
て
支
援

地
域
 
共
 
 
 
性
化
再
生

 
 
 
 
 
 
 
 

補
助
 
象
系
統
 
係
る
 
常
費
 
 
 
 
常
収
 
 
控
 
 
た
額

 
 
村
 
が
 
 
た
地
域
 
共
 
 
 
 
 
確
保
又
 
維
持
が
必
 
 

 
て
 
載
 
 
 

 
 
 
乗
合
旅
客
 
 
 
 
 
 
 
者
 
 
 
乗
 
旅
客
 
 
 
 
 

 
 
者
 
 
 
 
 
償
旅
客
 
 
者
 
 
る
 
 
 
 
る
 
 

 
補
助
 
象
地
域
 
 
 
 
 
系
統
 
 
接
続
 
る
 
 
 
ダ
 
系
統

 
 
る
 
 

 
新
た
 
 
 
 
 
始
 
る
 
 
又
 
 
 
支
援
 
受
け
る
 
 
 
 

る
 
 

 
 
 
 
期
 
 
 
場
合
 
輸
 
量
が
２
人
／
 
 
以
上
 
 
る
 
 

 
 
常
赤
字
 
 
る
 

1
/2
以
 

 
 
 
系
統
 
 
 
乗
合
旅

客
 
 
 
 
 
 
 
者
又
 

地
域
 
共
 
 
 
性
化
再
生

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
ダ
 
系
統
 
地
域

 
共
 
 
 
性
化
再
生
 
 

 
 
 
 
 
 

【
車
両
減
価
償
却
費
等
補
助
】

補
助
 
象
購
入
 
両
減
価
償
却
費
 
 
 
 
購
入
 
係
る
金
融
費
 

 
合
 
額

（
地
域
 
共
 
 
 
便
増
進
 
 
 
位
置
付
け
 
 
た
系
統
 
つ
い

て
 
 
 
両
購
入
費
 
 
括
補
助
 
可
）

 1
/2

地
域
 
共
 
 
 
性
化
再
生

 
 
 
 
 
 
 
 

【
公
有
民
営
補
助
】

補
助
 
象
 
両
購
入
費
 

 1
/2

 
合
 
 
 

 
 
 
 
償
旅
客
 
 
 
導
入
 
促
進
 
る
た

 
 
 
 
村
 
N
P
O
 
 
 
る
 
両
購
入
 
 

支
援

地
域
 
共
 
 
 
性
化
再
生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乗
 
 
 
 
０
人
以
下
 
 
両
（
 
括
補
助
）

 
 
者
 
講
習
受
講
料

 
 
 
 
 
位
置
 
け
 
 
た
確
保
維
持
 
 
（
 
 
費
補
助
）
 
 

象
系
統
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 
 

 
 
 
 
償
旅
客
 
 
 
 
 
 
 
る
 
 

 1
/2

 
客
混
載
 
た
 
 
 

両
 
善
費
補
助

 
合
 
 
 

必
 
な
 
両
 
 
 
費
 
 
支
援
 
る
 
 
 

 
 
 
 
客
混
載
 
導
入
 
促
進

（
 
 
 
 
 
 
収
支
 
善
 
つ
な
 
る
）

地
域
 
共
 
 
 
性
化
再
生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
両
 
 
 
費
 
（
座
席
 
撤
廃
 
荷
 
置
き
 
座
席
 
 
壁
設

置
 
荷
 
固
 
 
た
 
 
柵
購
入
 
 
設
置
 
 
費
 
）

 
 
 
 
 
位
置
 
け
 
 
た
系
統
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 
 

 
 
 
 
 
お
い
て
 
客
混
載
 
導
入
 
 
る
収
支
 
善
目
標
 
記
載

 1
/2

 
 
 
 
括
 
 
 
 

 
 

 
合
 
 
 

地
域
 
共
 
 

確
保
維
持
 
善

 
 

支
援
 
 

 
両
購
入
 
係
る
補
助

地
域
 
共
 
 
再
 
築
 
 

地
域
 
共
 
 
確
保
維

持
 
 
（
陸
上
 
 
）

支
援
 
象
 
 
費
 
支
援
 
件

 
補
助
 
象
期
 
 
 
新
た
 
購
入
 
 
 
 
 
 

 
主
 
 
て
地
域
 
 
 
又
 
地
域
 
 
 
 
ダ
 
 
補
助
 
象
系
統

 
 
 
 
 
 
 
 
る
 
 

 
地
上
 
 
床
面
 
 
 
地
上
高
が
6
5
 
 
 
 
 
 
 
以
下
 
つ

 
 
1
1
人
以
上
 
 
両
 
 
っ
て
次
 
い
ず
 
 
 
 
 
 
る
 
 

①
 
 
 
 
ッ
 
 
 
両
（
 
 
 
 
又
 
 
 
 
付
き
）

②
ワ
 
 
 
ッ
 
 
 
両
（
 
 
 
 
又
 
 
 
 
付
き
）

③
 
 
 
両
（
①
 
 
②
 
類
 
 
属
 
な
い
長
 
７
 
 
 
 
以
下

 
つ
 
 
2
9
人
以
下
 
 
両
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
 
道
 
 
 
含
む
補
助
 
象
系
統
 
 
 
 

 
 
 

 
る
 
 
 
 
っ
て
道
 
 
 
 
両
 
保
 
 
 
（
座
席
 
 
 
 
Ａ

Ｂ
 
 
 
設

置
）
 
 
合
 
た
 
 
1
1
人
以
上
 
 

○
 
治
体
 
 
 
 
 
者
 
 
複
 
年
 
つ
 
 
 
単
位
 
 
黒
字
 
 
 
赤
字
 
 
 
 
括
 
 
 
る
 
 
 
締
結
 

○
国
 
 
 
 
 
 
 
つ
い
て
複
 
年
（
最
長
 
年
）
 
額
 
支
援
 
 
 
 
支
援
額
 
初
年
 
 
明
 
 

○
 
 
期
 
 
 
 
営
 
善
 
 
 
生
じ
た
収
 
 
 
 
 
 
者
 
帰
属
 
次
 
 
 
期
 
 
 
 
補
助
額
が
減
少
 

厳
 
い
 
営
状
況
 
 
る
乗
合
 
 
 
 
者
 

負
担
 
軽
減
や
老
朽
更
新
 
 
る
 
 
確
保
 

 
 
 
者
 
便
 
図
る
観
点
 
 
 
 
 
 
両

 
更
新
 
 
つ
い
て
支
援

 
合
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担
 

 
 

支
援
 
象
者

補
助
率
 

 1
/3

1
/4
又
 
補
助
 
象

 
費
 
 
常
 
両
価

格
 
差
額
 
1
/2
 

い
ず
 
 
低
い
 

（
上
限
1
4
0
万
円
）

 1
/3

 
 
環
境
 
善
促
進
 

 
 

 
合
 
 
 

 
 
 
 
 
 
化
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
環

 
 
て
 
Ｌ
Ｒ
Ｔ
 
Ｂ
Ｒ
Ｔ
 
導
入
 
 
 
共

 
 
 
 
 
環
境
 
善
 
支
援

 
 
 
 
者
 

1
/3
 

鉄
道
軌
道
 
 
輸
 
設

 
 
 
 
 
 

 
合
 
 
 

 
 
な
鉄
道
輸
 
 
確
保
 
る
た
 
 
地
域
鉄

道
 
 
者
が
 
 
 
 
性
 
 
上
 
資
 
る
設

 
 
 
 
 
支
援

鉄
軌
道
 
 
者

鉄
軌
道
 
 
者
 
 
両
 
貸

与
 
る
者

1
/3

 ,
1
/2

 
便
増
進
 
 
 
進
 

  
輸
継
続
 
 
 
進
 

 

鉄
道
 
設
 
合

 
 
 
 
 
 

費
補
助

鉄
道
 

 
 
な
鉄
道
輸
 
 
確
保
 
る
た
 
 
地
域
鉄

道
 
 
者
が
 
 
 
 
性
 
 
上
 
資
 
る
設

 
 
更
新
 
支
援

鉄
軌
道
 
 
者

1
/3

 ,
1
/2

地
域
 
 
共
 

 
×
脱
炭
素
化

 
 
促
進
 
 

（
環
境
省
）

 
合
 
 
 

（
環
境
省
）

省
C
O
2
 
目
標
 
 
 
た
 
共
 
 
 
 
 
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
費
 
つ

い
て
支
援

地
 
 
共
 
体
 
 
 
企
 

 
 1

/2

 
合
 
 
 

鉄
道
 
 
 
 
係
る
E
V
 
両
 
 
 
 
 
 
両

な
ど
 
進
 
な
 
両
導
入
や
 
 
 
 
能
 

良
 
高
 
化
 
つ
い
て
 
実
証
 
 
 
 
支
援

 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
持
続
可
能
 
 
便

性
 
生
 
性
 
高
い
地
域
 
 
 
 
再
 
築
 

図
る

地
 
 
共
 
体

※
地
 
 
共
 
体
 
 
 
補

助
金
 
受
け
て
 
 
 
 
 

者
 
 
 
 
実
 
可
能

 1
/2

国
土
 
 
省
観
光
庁

観
光
庁

省
 
ネ
性
能
や
 
営
効
率
化
 
寄
与
 
る
 
進

 
な
 
両
 
 
っ
て
 
観
光
 
 
 
 
ツ
 
 

て
 
 
 
 
 
 
ド
 
魅
 
 
上
 
資
 
る
 

 
な
観
光
 
両
 
 
導
入
 
る
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
観
光
 
 
 
寄
与
 
 
持
続
可

能
 
 
便
性
 
生
 
性
 
高
い
地
域
 
 
 
 

再
 
築
 
図
る

地
 
 
共
 
体

※
地
 
 
共
 
体
 
 
 
補

助
金
 
受
け
て
 
 
 
 
 

者
 
 
 
 
実
 
可
能

 1
/2

観
光
庁

訪
日
 
国
人
旅
 
者
受
入
環
境
 
 
 
積
極
 

 
 
 
 
む
地
域
 
お
い
て
 
 
共
 
 
 
 

 
お
け
る
 
 
 
 
 
 
 
 
快
 
 
旅
 
 

き
る
環
境
 
 
 
 
る
た
 
 
多
言
語
 
 
 

強
化
 
無
料
W
i-
F
i 
 
ビ
 
 
提
 
拡
 
 

キ
 
ッ
 
ュ
 
 
 
 
 
普
 
 
 
 
 
 

 
 
化
 
 
進
 
 
 
 
る
個
 
 
 
 
 
支

援
 
る
 

 
共
 
 
 
 
者
 

1
/3
  

地
域
 
共
 
 

確
保
維
持
 
善

 
 

支
援
 
 

地
域
 
お
け
る

受
入
環
境
 
 

促
進
 
 

地
域
 
共
 
 
 
 
 

 
 

地
域
 
共
 
 
 
 
 

解
消
促
進
 
 
 

鉄
道
軌
道
 
 
輸
 
設
 
 
 
 
 
 

 
進
 
両
導
入
支
援
 
 
 

 
 
 
 
ビ
 
 
 
 
 
 
ド
 
 
支
援
 
 

 
 
 
 
 
ド
 
進
 
両
導
入
支
援
 
 

 
 
 
 
 
 
 
省
C
O
2
化
 
 
け
た
設
 
 
 

 
 
（
環
境
省
連
携
 
 
）

鉄
道
駅
 
旅
客
 
 
ミ
 
 
（
 
 
 
旅
客
船
 
航
 
旅
客
）
 
 
 
 
 
 
 
化
 
待
合
 
乗
継
 
設
 
 
（
段
差
 
解
消
 
 
 
者
 
IC

カ
 
ド
 
 
 
 
 
視
覚
 
 
者
誘
導
 
ブ
 
ッ
 
 
 
 
 
）

 
 
 
 
ッ
 
 
 
 
 
 
 
付
き
 
 
 
導
入

福
祉
 
 
 
 
 
導
入

Ｌ
Ｒ
Ｔ
 
 
 
 
導
入
 
費
（
低
床
 
 
両
 
導
入
 
 
留
 
設
 
 
 
 
）

Ｂ
Ｒ
Ｔ
 
 
 
 
導
入
 
費
（
連
節
 
 
 
導
入
 
）

支
援
 
象
 
 
費
 
支
援
 
件

 
 
 
 
 
 
化
設
 

 
 
 
 
 

 
合
 
 
 

 
両
設
 
 
更
新
 
 
良

 
 
 
 
マ
 
 
ギ
 
落
石
 
防
止
設
 
 
Ａ
Ｔ
 
 
列
 
無
 
設
 
 
防
風
設
 
 
橋
 
ょ
 
 
 
 
ネ
 
 
 
修
繕

国
 
認
 
 
受
け
た
地
域
 
共
 
 
 
便
増
進
実
 
 
 
 
地
域
旅
客
 
 
 
 
ビ
 
継
続
実
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
実
 
 
る
 
 

促
進
 
 
 
 
評
価
 
 
 
る
 
費
（
 
共
 
 
マ
ッ
 
 
 
合
時
刻
表
 
 
 
 
ワ
 
 
 
 
ッ
 
 
 
催
 
モ
ビ
 
 
 
マ
ネ
 
 
 
 

 
実
 
 
目
標
達
 
状
況
 
把
握
 
 
証
 
評
価
 
た
 
 
費
 
 
）
 
 
年
 
補
助
 

 
地
域
 
共
 
 
 
性
化
再
生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 1
/2

 
合
 
 
 

 
 
 
 
者
 

高
齢
者
 
 
 
者
 
 
じ
 
誰
 
 
っ
て
 
暮

 
 
や
 
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
進

 
る
た
 
 
 
共
 
 
 
 
 
 
 
 
 
化
 

 
体
 
 
支
援

 
 
 
 
マ
 
 
ギ
 
落
石
 
防
止
設
 
 
Ａ
Ｔ
 
 
列
 
無
 
設
 
 
防
風
設
 
 

B
R
T
 
L
R
T
 
 
心
 
 
た
 
共
 
 
 
 
 
換
 
 

 
 
ネ
ッ
 
ワ
 
 
 
充
実
 
 
便
性
 
上
（
B
R
T
 
L
R
T
 
導
入
 
）

 
R
1
～
R
9
 

 
進
 
な
 
両
 
導
入
 
 
能
 
良
 
 
 
る
 
費

多
言
語
 
 
（
 
故
 
災
 
時
 
 
含
む
）

無
料
W
i-
F
i 
 
ビ
 

 
 
 
 
洋
 
化

キ
 
ッ
 
ュ
 
 
 
 
 
 

非
常
時
 
 
マ
 
 
 
ォ
 
 
 
充
 
環
境
 
確
保

旅
客
 
設
や
 
両
 
 
 
 
円
滑
化
（
 
き
な
荷
 
 
持
っ
た
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
旅
客
 
た
 
 
 
能
 
上
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
や
新
た
な
観
光
ニ
 
ズ
 
 
 
 
　
 

 
進
 
な
 
両
（
観
光
 
両
 
 
て
 
 
能
 
 
 
た
 
両
）
 
導
入
 
 
能
 
良
 
 
 
る
 
費
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担
 

 
 

支
援
 
象
者

補
助
率
 

国
際
観
光
旅
客

税
 
源
充
 
 

 

観
光
庁

○
地
 
 
 
 
訪
日
 
国
人
旅
 
者
 
誘
致
 

加
 
化
 
 
け
 
我
が
国
 
 
ゲ
 
 
 
 
 

 
な
る
 
港
 
港
湾
 
 
訪
日
 
国
人
旅
 
者

 
 
訪
が
特
 
多
い
観
光
地
 
 
至
る
 
 
 

既
 
 
 
共
 
 
 
 
 
 
つ
い
て
 
感
染
症

拡
 
防
止
 
 
 
講
じ
た
上
 
 
訪
日
 
国
人

旅
 
者
 
ニ
 
ズ
が
特
 
高
い
多
言
語
 
 
 

無
料
W
i-
F
i 
 
ビ
 
 
 
 
 
 
洋
 
化
 

キ
 
ッ
 
ュ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
気

呵
 
 
 
進
 

○
 
わ
せ
て
 
 
次
 
 
 
つ
い
て
 
多
 
な

 
 
ニ
 
ズ
 
き
 
細
や
 
 
 
 
 
る
新
た

な
 
 
 
 
ビ
 
 
 
出
 
 
促
進
 
 
訪
日

 
国
人
旅
 
者
 
 
 
手
段
 
選
択
肢
 
充
実

 
せ
る
 
 
 
 
 
観
光
地
 
 
共
 
 
 
 

 
w
e
b
 
 
 
 
索
 
可
能
 
 
る
 
 
 
化

 
 
 
 
 
支
援
 

 
共
 
 
 
 
者
 
旅
客
 

設
 
設
置
管
理
者
 

1
/2

（
①
～
⑤
 
 
 
 

い
ず
 
 
 
実
 
 

 
場
合
 
1
/3
）

国
土
 
 
省
 
合
 
 
 
（
M
a
a
S
 
新
モ
ビ
 
 
 
 
連
）

共
 
モ
 
 
実
証
 
 

 
 

 
合
 
 
 

 
 
 
地
域
 
 
 
 
 
 
体
 
 
て
捉
 
 

地
域
 
多
 
な
 
係
者
 
 
共
 
 
（
連
携
 

 
 
）
 
 
 
 
 
維
持
 
 
性
化
 
 
 
 

む
実
証
 
 

 
 
 
 
者
 
含
む
複
 
 

共
 
主
体
 
 
 
 
 
る
 

 
 
や
連
携
 
キ
 
 
 

（
「
共
 
 
 
ッ
 
 
ォ
 

 
」
）

 
 
 
 
 
過
疎
地

な
ど
5
0
0
万
円
以
下

 
 
額
 
5
0
0
万
円

 
 
 
 
2
/3

地
 
 
心
 
 
な
ど

2
/3

 
 
 
な
ど
1
/2

日
 
 
M
a
a
S
 
進
 

支
援
 
 

 
合
 
 
 

複
 
 
 
 
モ
 
ド
 
お
け
る
 
 
ビ
 
 
1
つ

 
 
 
ビ
 
 
 
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て

提
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
 
連
携
 
 
 
 

 
 
 
 
 
地
域
が
抱
 
る
 
々
な
課
題
 
解

 
 
 
 
 
む
 
 

地
 
 
共
 
体
 
地
 
 
共

 
体
 
連
携
 
た
 
 
 
 

者
又
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
る
 
 
 

 
 
 
 
 
過
疎
地

な
ど
5
0
0
万
円
以
下

 
 
額
 
5
0
0
万
円

 
 
 
 
2
/3

地
 
 
心
 
 
な
ど

2
/3

 
 
 
な
ど
1
/2

モ
ビ
 
 
 
人
材
育
 

 
 

 
合
 
 
 

地
域
 
共
 
 
 
 
 
 
ザ
 
 
 
 
進
 
る

た
 
 
モ
ビ
 
 
 
人
材
（
 
 
 
 
 
る
知

見
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ネ
 
 
 
 
キ
 
 
 
 
 
る
人
材
）
 
育
 

 
 
 
る
仕
 
み
 
 
築
や
 
営
 
 
 
 
 

地
域
 
お
け
る
 
 
や
 
 

 
 
 
 
 
 
 
む
人
材
 

育
 
 
 
 
 
 
道
 
 
 

 
 
村
 
 
 
 
係
 
体
 

 
 
 
 
 
 
体
 
 
 
 

 
 
者
 
Ｎ
 
Ｏ
 
人
 

 
額

（
上
限
3
千
万
円
）

支
援
 
 

支
援
 
象
 
 
費
 
支
援
 
件

地
域
 
 
 
野
 
お
け
る
モ
ビ
 
 
 
人
材
 
育
 
 
 
 
る
 
 
実
 
 
費

Ｍ
a
a
 
実
 
 

 
け
た
 
盤
 

 
 
 

（
地
域
 
共
 

 
確
保
維
持
 

善
 
 
）

共
 
 
Ｍ
ａ
ａ
 
実
証

 
 
 
 
 
 

○
 
 
実
 
 
た
 
 
 
礎
 
 
 
収
集
 
 
析
 
 
 
 
 
催
 
 
 
る
 
費
 

○
 
 
実
 
 
 
た
 
必
 
 
な
る
 
 
 
 
 
築
 
 
両
購
入
 
皆
瀬
王
 
 
 
る
 
費

○
実
証
 
 
 
 
 
る
 
費

 
共
 
 
 
 
環
境
 
革
新
 
 
 

※
次
 
①
～
⑤
 
 
ッ
 
 
 
 
（
３
点
以
上
）

①
多
言
語
 
 
（
 
故
 
災
 
時
 
 
含
む
）

②
無
料
W
i-
F
i 
 
ビ
 

③
 
 
 
 
洋
 
化

④
キ
 
ッ
 
ュ
 
 
 
 
 
 

⑤
感
染
症
拡
 
防
止
 
 

※
併
せ
て
⑥
～
⑨
 
支
援
可
能
 

⑥
非
常
時
 
 
マ
 
 
 
ォ
 
 
 
充
 
環
境
 
確
保

⑦
 
き
な
荷
 
 
持
っ
た
 
 
 
 
 
ド
旅
客
 
た
 
 
 
能
 
上
（
旅
客
 
設
 
段
差
解
消
 
Ｌ
Ｒ
Ｔ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
 
 
 
 
 
 
荷
 
置
場
 
設
置
（
 
 
）
 
）

⑧
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
や
新
た
な
観
光
ニ
 
ズ
 
 
 
 
（
観
光
列
 
  
魅
 
 
る
観
光
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
）

⑨
多
 
な
ニ
 
ズ
 
 
 
 
る
新
た
な
 
 
 
 
ビ
 
 
 
出
 
（
オ
 
 
マ
 
ド
 
 
（
予
約
 
 
 
 
 
住
 
ド
 
 
 
 
 
修
費
）
 

 
 
 
モ
ビ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
手
荷
 
 
 
（
予
約
 
 
 
 
）
 
）

○
 
 
手
段
 
 
 
々
な
 
 
手
 
 
 
 
ビ
 
（
 
 
 
宿
泊
 
観
光
 
 
 
 
医
療
 
福
祉
 
教
育
 
 
 
 
 
 
 
ビ
 
 
）
 
 
み

合
わ
せ
て
1
つ
 
 
 
 
 
ビ
 
 
 
て
提
 
 
る
た
 
 
複
 
 
 
者
 
 
連
携
 
盤
 
 
 
 
 
築
 
 
 
る
 
費

○
M
a
a
S
 
 
 
効
果
や
課
題
 
 
証
 
 
 
た
 
 
 
 
 
必
 
な
 
費
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担
 

 
 

支
援
 
象
者

補
助
率
 

新
た
な
 
 
手
段
 
導

入
 
合
 
 
 

キ
 
ッ
 
ュ
 
 
 
 
る
 
 
 
 
 
な
 
 

 
実
現
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蓄
積
 
 
る

 
 
ビ
 
 
高
 
化
 
可
能
 
 
る
 
 
 

 
 
 
 
 
野
 
お
け
る
人
手
不
足
な
ど
 
課

題
解
 
 
図
る
 

1
/3
，
1
/2

 
 
 
 
 
 
D
X
 

 
 
 
み

 
合
 
 
 

地
域
 
 
広
域
 
 
 
 
 
連
携
 
実
現
 
る

た
 
 
 
 
 
 
化
が
進
ん
 
い
な
い
 
 
 

 
者
 
 
底
上
 
 
 
て
 
D
X
 
 
る
 
営
や

 
 
ビ
 
 
効
率
化
 
高
 
化
 
図
る
 

 1
/2

 
 
G
X

G
X
 
両
 
 
導
入

 
合
 
 
 

営
 
 
 
両
 
 
 
化
 
 
進
 
 
低
炭
素
化

 
図
る
 

 1
/2

国
土
 
 
省
 
合
 
 
 
（
 
 
 
 
 
連
）

地
域
 
共
 
 

確
保
維
持
 
善

 
 

 
合
 
 
 

 
実
証
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
る
地
域
モ
ビ
 
 
 
 
 

築
 
 
 
 
 
受
容
性
 
 
上

 
地
域
 
根
ざ
 
た
 
 
 
 
 
 
年
 
 

 
 
 
 
 
 
実
現
 
 
け
 
 
 
者
が
不
在

 
な
る
 
 
 
前
提
 
 
た
 
 
 
磨
き
上
 

地
 
 
共
 
体
（
 
 
村
）

 
 
道
 
 
 
 
 
者
 

※
 
 
 
 
「
 
 
 
 
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビ
 

 
実
現
が
見
込
 
 
る
者
 

 
る
 
 

国
土
 
 
省
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
合

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
進
 
 
 
 
 
（
A
S
V
）
 
 
 
 
 
 
 

 
記
録
 
 
ド
 
 
ブ
 
 
 
ダ
 
 
 
器
 

 
普
 
 
促
進
 
 
 
故
 
削
減
 
図
る
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
者
 
 
 
て
 
 
象
 

器
 
 
補
助
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
者

導
入
費
 
 
1
/2

国
土
 
 
省
 
 
 

 
 
資
 
 
 

 
合
 
付
金

 
 
 

 
マ
 
 
 
 
 
実
 
化
支
援
 
 

 
 
D
X

 
進
 
 
 
 
 
（
A
S
V
）
導
入
支
援

 
 
 
地
域
 
 
 
 
 
進
 
 
（
補
助
）

 
 
 
地
域
 
 
 
 
 
進
 
 

○
IC
カ
 
ド
や
Q
R
 
 
ド
 
 
ッ
 
 
 
 
顔
認
証
 
 
キ
 
ッ
 
ュ
 
 
 
 
 
導
入
 
支
援

 
 
ビ
 
相
互
 
連
携
や
 
 
 
 
 
 
 
進
 
た
 
 
 
 
 
連
携
 
 
 
た
キ
 
ッ
 
ュ
 
 
 
 
（
 
 
 
ド
 
キ
 
ッ
 
ュ
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
導
入
 
 
 
る
補
助
率
 
 
／
２
 
 
 
重
点
 
 
支
援

 
 
D
X
 
G
X

 
 
る
 
営
 

善
支
援
 
 

（
地
域
 
共
 

 
確
保
維
持
 

 
）

○
 
 
管
理
 
 
 
 
 
乗
務
日
報
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
導
入
 

○
G
T
F
S
 
 
る
 
 
情
報
標
 
化
 
混
雑
情
報
提
 
 
 
 
 
 
導
入

○
鉄
道
 
 
者
 
軌
道
 
営

者 ○
  
 
乗
合
旅
客
 
 
 
 

 
 
 
者
 
 
 
乗
 
旅
客

 
 
 
 
 
 
 
者
 
 
 

 
 
償
旅
客
 
 
者
並
 
 

 
 
 
 
者
 
 
両
 
貸
与

 
る
者

○
  
 
旅
客
 
期
航
 
 
 

 
営
む
者
 
 
 
 
 
 
者

 
船
舶
 
貸
与
 
る
者

○
 地
 
 
共
 
体

○
 上
記
い
ず
 
 
 
 
 
 

 
 
る
 
 
 

○
E
V
 
 
 
E
V
 
 
 
 
 
 
導
入

○
E
V
 
両
 
充
 
 
設
 
設
置
 

支
援
 
 

支
援
 
象
 
 
費
 
支
援
 
件

 
 
 
 
 
 
実
 
 
進
 
 

 
 
 

 
補
助
 
象
 
費
 

 
 
両
 
 
費

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
築
費

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選
 
時
 
 
 
費
　
 

 
 
象
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビ
 

 
域
 
 
特
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 
マ
 
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビ
 

 
 
象
 
器
 

  
衝
 
被
 
軽
減
ブ
 
 
キ
（
 
 
者
 
知
 
能
付
き
）

 
ド
 
 
 
 
異
常
時
 
 
 
 
 
 

 
後
 
 
接
近
 
両
注
意
喚
起
 
置

 
統
合
制
御
 
可
 
 
 
 
 
過
抑
制
 
置

 
 
故
 
 
 
報
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ッ
 
  

円
滑
な
 
 
 
確
保
 
 
魅
 
 
る
 
 
 
地

域
 
 
 
像
 
実
現
 
る
た
 
 
 
共
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
徒
 
な
ど
多
 
な
モ
 
ド

 
連
携
が
図
 
 
た
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
合
 
 
支
援

地
 
 
共
 
体
 
 
 
 
 

 
 

※
 
付
金
 
つ
い
て
 
 
地

 
 
共
 
体
 
 
 
補
助
金

 
受
け
て
 
 
 
 
 
者
 

 
 
 
実
 
可
能

多
 
な
 
 
モ
 
ド
 
連
携
 
図
 
 
 
 
 
 
共
 
 
 
つ
な
ぐ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
駅
前
広
場
, 
由
 
 
, 
 
 
 
 
 
 
ド
 

駐
 
 
設
, 
留
所
, 
 
 
 
 
 
 
設
 
, 
 
実
験
）

＋ （
 
 
 
 
 
 
 
 
像
 
実
現
 
必
 
な
 
 
 
骨
格
 
な
る
 
 
 
な
 
共
 
 
軸
 
立
地
 
 
化
 
 
 
 
即
地
 
 
具
体
 
 
位
置

 
け
た
場
合
）

⇒
 
 
 
共
 
 
軸
 
形
 
 
る
 
鉄
道
 
L
R
T
 
B
R
T
 
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
架
 
 
）
 
 
 
 
支
援
 
象
 
追
加

1
/3
（
立
地
 
 
化

 
 
 
位
置
付
け
 

 
た
 
 
 
1
/2
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
諸
課
題
 
解
 
 
 
新
 
い
価
値
 
 
出
 
る
「
 
マ
 
 
 
 
 
」
 
実
現
 
る
た
 
 
複
 
 
 
ビ
 
 
 
野
 
 
連
携
 
た
 
進
 
な
 
 
 
 
ビ
 
 
実
証
 
 
 
支
援
 
る
 

 
 
 
 
早
期
 
 
 
 
 
実
 
 
目
指
 
 
 
 
 
 
 
 
進
地
 
 
 
象
 
 
た
「
 
 
 
 
ビ
 
実
 
 
 
 
」
 
 
設
 
 
重
点
 
な
支
援
 
実
 
 
る
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担
 

 
 

支
援
 
象
者

補
助
率
 

国
土
 
 
省
道
 
 

人
 
 
 
 
 

支
 
る
ネ
ッ
 

 
 
 
 
拠
点

 
 
 

モ
 
ダ
 
 
ネ
 
 
強

化
や
 
共
 
 
支
援
 

 
進

B
R
T
な
ど
 
共
 
 
 

 
 
 
 
導
入
促
進

道
 
 

低
炭
素
な
人
 
 
 
 

 
 
 
換

人
 
：
低
炭
素
な
道
 

 
 

道
 
 

道
 
 
 
 
グ
 
 
 

化

給
 
：
 
 
 
 
 
給

 
環
境
 
 
築

道
 
 

道
 
 
 
 
 

 
D
X

 
 
 
 
 
普
 
 
促

進
 
 
け
た
道
 
 
 

 
 
支
援

 
 
 
 
 
 
 
 
た

地
域
支
援

道
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
普

 
促
進

道
 
 

 
 
 
快
 
な
 
 
 

 
 
 
環
境
 
 
上

道
 
 

 
 
 

地
 
 
生
 

進
 
務
 

（
 
 
 
）

A
I 
Io
T
や
 
 
 
 
 
ド
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
た
地
域
課
題
 
解
 
 
地
 
 
生

 
目
指
 
 
革
新
 
 
 
導
性
 
 
 
 
可
能

性
 
 
優
 
た
地
 
 
共
 
体
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
 
 
 
け
た
現
地
支

援
体
制
（
地
域
実
 
 
 
 
）
 
 
築
 
 
 

係
 
省
庁
 
 
る
 
合
 
な
支
援
（
各
種
 
付

金
 
補
助
金
 
 
 
や
 
制
 
 
 
 
 
 
課

題
 
 
 
 
る
助
言
 
）
 
 
 
 
（
 
則
３

年
，
２
年
延
長
可
）

地
 
 
共
 
体

 

 
務
省

情
報
 
 
 

 
 

（
 
務
省
）

地
域
が
抱
 
る
 
々
な
課
題
（
防
災
 
 
キ
ュ

 
 
 
 
見
守
 
 
買
 
支
援
な
ど
）
 
 
 

 
 
 
 
や
 
 
 
 
 
 
 
 
っ
て
解
 

 
 
地
域
 
性
化
 
つ
な
 
る
た
 
 
地
 
 

共
 
体
 
 
 
る
 
 
 
O
S
や
 
 
 
O
S
 

接
続
 
る
 
 
ビ
 
 
 
 
 
 
 
良
 
 
 

る
 
費
 
 
 
 
補
助

地
 
 
共
 
体
 

 1
/2

 
 
 
 
 
 
実
 
 
 

支
援
 
 

現
地
支
援
体
制
（
地
域
実
 
 
 
 
）
 
 
築

実
 
 
 
け
た
 
係
 
省
庁
 
 
る
 
合
 
な
支
援
（
各
種
 
付
金
 
補
助
金
 
 
 
や
 
制
 
 
 
 
 
 
課
題
 
 
 
 
る
助
言
 
）

※
 
 
 
な
支
援
な
 
 

 
 
O
S
や
 
 
 
O
S
 
接
続
 
る
 
 
ビ
 
 
 
 
 
 
 
良

地
域
課
題
解
 
 
た
 
 
 
マ
 
 
 
 
 
 
進
 
 

道
 
 
 
 
 

 
 
 
心
や
賑

わ
い
 
 
出

 
 
 
 
 
 
環
境
 

 
 
 
 
 
促
進

○
 
 
 
年
道
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ
ッ
 
ボ
 
ド
な
ど
 
新
た
な
モ
ビ
 
 
 
が
 
入

○
ガ
 
ド
 
 
 
 
見
直
 
 
 
 
じ
て
 
 
切
 
 
離
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加
 

○
E
V
充
 
 
設
や
水
素
 
 
 
 
 
 
 
設
置
 
 
 
E
V
充
 
 
設
案
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次
世
代
 
 
 
 
普
 
 
促
進

支
援
 
象
 
 
費
 
支
援
 
件

G
X
 
 
進
 

 
る
脱
炭
素
 

 
 
実
現

○
 
 
 
 
 
実
証
実
験
 
果
 
 
 
 
 
 
 
 
導
入
 
 
け
た
手
引
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環
境
 
 
 
重
点
 
 
支
援

○
道
 
 
 
環
境
が
複
雑
な
 
 
道
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビ
 
 
実
現
 
 
け
 
道
 
状
況
 
情
報
提
 
 
 
 
る
実
証
実
験
 
実
 

○
 
 
者
や
 
 
 
 
 
切
 
 
離
 
 
た
 
 
 
や
 
 
キ
ッ
 
ボ
 
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
進

○
 
共
 
 
や
 
 
 
 
が
連
携
 
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
カ
 
 
 
 
 
 
グ
 
 
普
 
 
促
進

○
B
R
T
 
 
 
共
 
 
 
 
 
 
 
導
入
支
援
や
 
 
 
 
 
モ
ビ
 
 
 
 
ブ
 
 
 
 
拠
点
 
 
 
 
進

○
 
 
者
 
便
増
進
道
 
(ほ
 
み
 
) 
 
 
や
 
ゾ
 
 
3
0
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
優
 
 
 
 
 
 
心
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
進

＜
背
景
 
 
 
 
＞
B
R
T
 
 
 
 
 
 
 
や
支
援
 
ニ
ュ
 
 
導
入
 
例
 
留
意
点
 
つ
い
て
 
 
 
 
 
た
地
 
 
治
体
 
 
け
 
ガ
 
ド
 
 
 
 
 
 
（
R
4
.9
）

○
地
 
 
治
体
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
位
置
付
け
 
 
た
地
域
 
共
 
 
 
 
 
環
境
 
 
 
重
点
 
 
支
援

○
ガ
 
ド
 
 
 
 
 
る
地
 
 
共
 
体
 
 
 
 
 
 
提
 
や
導
入
効
果
 
見
 
る
化
 
 
図
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
普
 
 
更
 
促
進
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s  

出
典
：
各
省
庁
 
予
 
資
料
 
 

H
ID

O
 
 

担
 

 
 

支
援
 
象
者

補
助
率
 

 
 
 
 
省

製
 
 
 
 

（
 
 
省
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
早
期
 
 
実
 
 
 
け

て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 
進
 
な
 
 
 

 
 
 
ビ
 
実
証
 

 
 
企
 
 

 

製
 
 
 
 

（
 
 
省
）

地
域
 
お
け
る
新
 
い
モ
ビ
 
 
 
 
 
ビ
 

 
 
 
実
 
や
 
 
課
題
 
解
 
 
 
け
て
 

高
 
 
つ
持
続
 
な
 
 
モ
 
 
 
 
出
 
 

 
 
 
資
 
る
 
進
M
a
a
S
実
証
 
 
進
 

 
 
企
 
 

 

製
 
 
 

 
 
 
ネ
庁

（
 
 
省
）

環
境
性
能
 
優
 
た
 
 
 
 
 
ネ
 
ギ
 
 

 
 
 
普
 
 
表
裏
 
体
 
 
る
充
 
 
水
素

充
て
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
進
 
る
 
災
 
 

 
る
 
 
 
 
発
生
時
 
 
 
 
 
 
 
気
 

 
 
出
 
た
 
 
 
 
給
 
 
能
 
 
 
る

V
2
H
充
放
 
設
 
や
 
 
給
 
器
 
導
入
 
支

援
 

 
 
 
体
 

1
/2

,2
/3

環
境
省

水
 
 
気
環

境
 

（
環
境
省
）

 
 
 
（
 
 
ッ
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
化

（
B
E
V
 
P
H
E
V
 
F
C
V
）
 
集
 
 
 
支
援

具
体
 
 
 
 
「
非
化
石
 
ネ
 
ギ
 
 
換
目

標
」
 
踏
 
 
た
 
長
期
 
 
 
 
義
務
化
 

伴
い
 
B
E
V
や
F
C
V
 
野
心
 
な
導
入
目
標
 

 
 
 
た
 
 
者
や
 
非
化
石
 
ネ
 
ギ
 
 

換
 
伴
 
影
響
 
受
け
る
 
 
者
 
 
 
 
 

 
両
 
導
入
費
 
集
 
 
支
援
 
実
 

 
 
 
体
 

 
 
ッ
 
：
標
 
 

燃
費
水
 
 
両
 
 

差
額
 
2
/3
 

 
 
 
 
：
 
両
 

体
価
格
 
 
/ 
 

水
 
 
気
環

境
 

（
環
境
省
）

E
V
 
 
や
 
 
 
 
燃
費
性
能
 
 
た
 
H
V

 
 
ッ
 
 
 
 
 
購
入
 
 
 
て
 
標
 
 

な
 
両
 
 
差
額
 
 
支
援
 
る
 
 
 
 
 

 
ッ
 
 
充
 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
補
助
 

 
 
 

※
 
 
者
 
敷
地
 
 
設
置
 
 
た
 
普
 
 

急
 
充
 
設
 
が
 
象

地
 
 
共
 
体
 
 
 
 
体

 
（
所
 
 
 
者
 
限
る
）

水
 
 
気
環

境
 

（
環
境
省
）

 
 
カ
 
ボ
 
ニ
ュ
 
 
 
 
な
燃
料
 
 
代

替
が
期
待
 
 
る
 
然
ガ
 
（
C
N
G
）
 
 
ッ

 
 
 
 
 
 
 
て
 
標
 
 
な
 
両
 
 
差

額
 
 
支
援
 
る
 

地
 
 
共
 
体
 
 
 
 
体

 
（
所
 
 
 
者
 
限
る
）

水
 
 
気
環

境
 

（
環
境
省
）

水
素
 
 
実
現
 
 
け
 
燃
料
 
池
 
 
 
 

導
入
 
支
援

地
 
 
共
 
体
 
 
 
 
 

者
 
 
体
 

 1
/2

水
 
 
気
環

境
 

（
環
境
省
）

燃
料
 
池
 
両
 
 
 
 
促
進
 
 
け
 
再
 

ネ
由
 
 
 
 
 
る
水
素
 
 
 
 
 
 
 
保

守
点
 
や
 
設
 
 
高
効
率
化
 
修
 
支
援

地
 
 
共
 
体
 
 
 
 
 

者
 
 
体
 

保
守
点
 
支
援
：

2
/3

水
素
 
 
実
現
 
 
け
た
 
 
 
両
 
 
お
け
る

燃
料
 
池
化
促
進
 
 

水
素
 
 
 
 

る
 
輸
 
門
 

 
脱
炭
素
化
支

援
 
 

地
域
再
 
ネ
水
素
 
 
 
 
 
 
保
守
点
 
 
支

援
 
 

支
援
 
 

環
境
 
慮
 
 

進
 
 
ッ
 
 

 
 
導
入
加
 

 
 

 
 
 
 
 
 
化
促
進
 
 

E
V
 
 
 
H
V
 
 
ッ
 
 
 
 
導
入
支
援
 
 

 
然
ガ
 
 
 
ッ
 
 
 
 
導
入
支
援
 
 

 
気
 
 
 
や
P
H
V
 
 
 
 
充
 
設
 
 
購
入
費
 
 
 
 
費

V
2
H
充
放
 
設
 
 
購
入
費
 
 
 
 
費
 
 
 
給
 
器
 
購
入
費

水
素
 
 
 
 
 
 
 
 
 
費
 
 
 
営
費

無
人
 
 
 
 

 
 
C
A
S
E
 

 
 
 
け
た
実

証
 
支
援
 
 

 
進
 
な
 
 
 
 
 
 
ビ
 
モ
 
 
 
 
 
 
 
者
 
 
 
託
 

地
域
 
課
題
解
 
や
 
国
 
 
 
 
 
 
 
け
て
 
 
進
 
 
つ
持
続
 
な
 
 
モ
 
 
 
 
出
 
 
け
た
M
a
a
S
実
証
 
 
託
 
 
 
 
て

実
 
 

 
 
 
 
 
ネ
 
ギ
 
 
 
 
 
普
 
促
進
 
 
け
た
充
 
 
充

て
ん
 
 
 
 
 
導
入
促
進
補
助
金

無
人
 
 
 
 
 
 
ビ
 
実
 
 
進
 
 

M
a
a
S
 
 
 
実
 
加
 
 
 
け
た
実
証
 
 

（
地
域
新
M
a
a
S
 
出
 
進
 
 
）

支
援
 
象
 
 
費
 
支
援
 
件

燃
料
 
池
 
 

再
 
ネ
由
 
 
 
 
 
る
水
素
 
 
 
 
 
 

標
 
 
燃
費
水
 
 

両
 
 
差
額
 
1
/2

（
H
V
 
P
H
V
 

C
N
G
 
）
又
 

2
/3

(E
V

)

 
気
 
 
 
 
充
 

設
 
 
導
入
費
 
 

1
/2

 
 
ッ
 
：
E
V
 
 
ッ
 
 
E
V
 
 
 
F
C
V
 
 
ッ
 
 

 
 
 
 
：
E
V
 
 
 
 
 
P
H
E
V
 
 
 
 
 
F
C
V
 
 
 
 
 

E
V
 
 
，
 
 
 
燃
費
性
能
 
 
た
 
H
V
 
 
ッ
 
 
 
 

充
 
 
 
 
 

 
然
ガ
 
（
C
N
G
）
 
 
ッ
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デジタル田園都市国家構想交付金の概要 

 

  

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
の
概
要

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
 
 
 
地
 
 
生
 
進
 
務
 
 
地
 
 
生
 
進
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 
 
 
 
付
金
制
 
 
 
（

 
  
 
）
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スマートシティに係る支援措置の概要 

 

  

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
係
る
支
援
措
置
の
概
要

（
本
文

P
1

6
）

出
典
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 
 
 
 
合
 
 
（

2
0

2
3
～

2
0

27
年
 
）
 
 
 
（

R
4

.1
2

.2
3 
 
 
 
）

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
as

.g
o

.jp
/j

p
/s

ei
sa

ku
/d

ig
it

al
_d

en
e

n
/p

d
f/

2
0

2
2

1
2

2
3

_g
ai

yo
u

.p
d

f
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政
 
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
事
業
（
令
和
６
年
度
合
同
審
 
の
対
 
事
業
）

出
典
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
  
  
 
）
 
 

 
年
 
 
 
係
 
省
 
 
マ
 
 
 
 
 
 
連
 
 
（
合
 
 
 
 
 
象
 
 
）
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地域の取組事例  

（一覧表） 

  

地
域
の
取
組
事
例

（
本
文

P
1

8
～

2
6
）

地
域
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
組
事
例
（
事
例
調
 
を
実
施
し
た
地
域
の
取
組
一
覧
）

注
１

下
線
は
現
地
調
 
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
、
そ
の
他
は
文
献
調
 

注
２

網
掛
け
は
実
証
実
験
段
階
（
△
）
、
そ
の
他
は
実
装
済
（
○
）

備
考

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

デ
マ
ン
ド

Ｂ
Ｒ
Ｔ

自
動
運
転

調
 
対
 
と
し
た
事
例

○
△

基
幹
バ
ス
、
Ｇ
Ｗ
Ｂ
（
自
動
運
転
化
）
、
Ｓ

Ｒ
Ｔ

名
古
屋
市

政
令
指
定
都
市
・

中
核
市
・

施
行
時
特
例
市

○
○

△
自
動
運
転
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
Gu
nM
aa
S

前
橋
市

△
△

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
自
動
運
転
カ
ー

ト
、
自
動
運
転
バ
ス
、
つ
く
ば
医
療

Ma
aS

つ
く
ば
市

△
△

○
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
自
動
運
転
カ
ー
ト
、

Mo
ve
!か
す
が
い

春
日
井
市

区
間
延
伸
・

レ
ベ
ル
４
の

実
証
実
験
中

○
○
※

Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
自
動
運
転
化
）

気
仙
沼
線
BR
T

中
小
都
市

○
△

Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
自
動
運
転
化
）
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー

日
立
市

エ
リ
ア
拡
大

の
実
証
実
験

も
実
施

△
○
※

△
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
自
動
運
転
バ
ス
、

塩
尻
Ma
aS

塩
尻
市

長
期
実
証
運

行
中

△
※

自
動
運
転
バ
ス

日
進
市

○
自
動
運
転
カ
ー
ト
（
貨
客
混
載
）

東
近
江
市

○
自
動
運
転
バ
ス

上
士
幌
町

町
村

レ
ベ
ル
４
の

実
証
実
験
も

実
施

○
※

自
動
運
転
カ
ー
ト
（
貨
客
混
載
）

上
小
阿
仁
村

△
○

自
動
運
転
バ
ス
、
医
療
Ma
aS
、
行
政
Ma
aS

境
町

○
自
動
運
転
カ
ー
ト

太
地
町

出
典
：
各
 
治
体
資
料
 
各
 
治
体
 
 
ブ
 
 
 
 
 
 

H
ID

O
 
 



 

124 

 

愛知県名古屋市 

ガイドウェイバス 

   

H
ID

O
撮
影

・
基
幹

バ
ス

名
称

・
名

古
屋

市
内

２
路

線
（

基
幹

１
号

：
東

郊
線

、
基

幹
２

号
：

新
出
来

町
線
）

対
象
地

域

・
バ

ス
専

用
レ

ー
ン

（
基

幹
１

号
：

平
日

7
:0

0
-9

:0
0
、

基
幹

２
号

：
平

日
7

:0
0

-9
:0

0
、

1
7

:0
0

-1
9

:0
0
）

・
基
幹

２
号

の
一

部
区

間
は
中

央
走

行
方

式
・

停
留

所
間

隔
は

通
常

の
路
線

バ
ス

よ
り

長
い

サ
ー
ビ

ス
内

容

・
名
古

屋
市

交
通

局
、

名
鉄
バ

ス
㈱

運
行
体

制
・

バ
ス

レ
ー

ン
の

カ
ラ

ー
舗
装

・
道
路

中
央

に
停

留
所

イ
ン
フ

ラ
側

の
対

応
・

地
域

住
民

全
般
、
来

訪
者

主
な
利

用
者

・
名

古
屋

市
内

均
一

区
間

は
2

1
0
円

、
郊

外
部

は
対

距
離

制
利

用
料

金
・
基
幹

１
号

：
前

乗
り

後
降
り

先
払

い
・

基
幹

２
号

：
後

乗
り

前
降
り

後
払

い
利

用
方

法

・
専

用
レ

ー
ン

に
よ

り
定

時
性

・
速

達
性

、
高

密
度

運
行

を
確

保
特

徴

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
名

古
屋

市
は

、
他

の
大

都
市

と
比

べ
道

路
整

備
が

進
ん

で
い

る
た

め
、

利
用

交
通

手
段

に
占

め
る

自
動

車
、

特
に

マ
イ

カ
ー

の
利

用
率

が
高

い
・

バ
ス

輸
送

の
課

題
を

検
討

し
た

結
果

、
対

策
の

ひ
と

つ
と

し
て

バ
ス

基
幹

路
線

整
備

を
行

う
こ

と
と

し
、

鉄
道

・
地

下
鉄

・
基

幹
バ

ス
を

組
み

合
わ

せ
た

体
系

を
構

築
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

基
幹

バ
ス

を
除

く
バ

ス
路

線
は

、
基

幹
的

公
共

交
通

を
補

完
す

る
も

の
と
し

て
位

置
づ

け
る

こ
と

と
な

っ
た

背
景
・

目
的

・
S

5
4
（

1
9

7
9
）

年
5
月

名
古

屋
市

総
合

交
通

計
画

調
査

研
究

報
告

書
「

基
幹

バ
ス

構
想
」
提

案
・

S
5

5
（

1
9

8
0
）

年
4
月

名
古

屋
市

基
幹

バ
ス
調

査
委

員
会

を
設

置
・

S
5

5
（

1
9

8
0
）

年
7
月

名
古

屋
市

バ
ス

路
線

総
合

整
備

計
画

協
議

会
を

設
置

・
S

5
6
（

1
9

8
1
）

年
1

2
月

基
幹

１
号

系
統

（
東

郊
線

）
整

備
工

事
に

着
手

・
S

5
7
（

1
9

8
2
）

年
3
月

基
幹

１
号

系
統

（
東
郊

線
）

運
行

開
始

・
S

5
9
（

1
9
8
4
）

年
1
0
月

基
幹

２
号

系
統

（
新

出
来

町
線

）
整

備
工

事
に
着

手
・

S
6

0
（

1
9

8
5
）

年
4
月

基
幹

２
号

系
統

（
新
出

来
町

線
）

運
行

開
始

経
緯

・
基

幹
バ

ス
整

備
に

関
す

る
事

業
費

は
、

東
郊

線
で

キ
ロ

当
た

り
約

6

千
万

円
、

新
出

来
町

線
で

約
2
億

4
千
万

円
・

補
助

金
の

比
率
は

、
市

の
事

業
費
の

約
1
～

2
割

費
用

・
旧
運

輸
省

都
市

基
幹

バ
ス
整

備
費

補
助

金
・

旧
運

輸
省

都
市

新
バ

ス
シ
ス

テ
ム

整
備

補
助

金
・

旧
建

設
省

道
路

改
良

費
補
助

活
用
し

た
補

助
金
等

・
鉄

道
・

地
下

鉄
に

比
べ

、
安

価
な

整
備

費
で

中
量

程
度

の
輸

送
能

力
を

持
つ
基
幹

的
公

共
交

通
を
整

備
す

る
こ

と
が

で
き

た
苦

労
・

工
夫

等
・

基
幹

バ
ス

導
入

前
後

で
利
用

者
が

増
加

・
基
幹

バ
ス

導
入

前
後

で
表
定

速
度

が
向

上
導

入
効

果

・
―

今
後
の

予
定

出
典
：
名
古
屋
 
 
 
 

基
幹
バ
ス
路
線
図
（
基
幹
１
号
）

（
基
幹
２
号
）

基
幹
２
号
（
中
央
走
行
方
式
）

愛
知
県
名
古
屋
市
（
政
令
指
定
都
市
）

地
域
の

概
要

2
,3

2
5

,7
7

8
人

（
R

4
.1

0
.1
現

在
）

人
口

3
2

6
.5

0
㎢

面
積

ガ
イ

ド
ウ

ェ
イ

バ
ス

、
基

幹
バ

ス
、

Ｓ
Ｒ

Ｔ
(S

m
a
rt

R
o
a
d

w
a
y

T
ra

n
s
it

)

取
組
の

概
要
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愛知県名古屋市 

基幹バス 

  

出
典
：
ゆ
 
 
 
 
 
 
 

h
tt

p
s:

//
gu

id
ew

ay
.c

o
.jp

/s
u

m
m

ar
y/

in
d

ex
.h

tm
l

・
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
志
段
味
線
（
ゆ
と
り
ー
と
ラ
イ
ン
）

名
称

・
名
古

屋
市

東
区
、
守

山
区

対
象
地

域
・

高
架

専
用

区
間

を
走

行
す

る
軌

道
車

両
（

高
架

区
間

は
軌

道
法
の

無
軌

条
電

車
）

・
モ

ー
ド

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

を
介

し
て

一
般

道
と

連
続

し
て

直
通

運
行
（
デ

ュ
ア

ル
モ
ー

ド
）

・
現

行
の

ガ
イ

ド
ウ

ェ
イ

バ
ス

シ
ス

テ
ム

か
ら

自
動

運
転

バ
ス

へ
の

転
換
を
検

討

サ
ー
ビ

ス
内

容

・
高

架
区

間
は

名
古

屋
ガ

イ
ド

ウ
ェ

イ
バ

ス
（

株
）

、
平

面
区

間
は

名
古

屋
市

交
通

局
が

運
行

事
業

者
（

車
両

の
運

行
は

名
古

屋
市

交
通

局
に

委
託
）

運
行
体

制

・
高
架

専
用

区
間

は
市

が
道
路

内
の

軌
道

敷
と

し
て

整
備

・
自

動
運

転
の

導
入

に
際

し
、

軌
道

か
ら

バ
ス

専
用

道
路

に
変

更
を

検
討

イ
ン
フ

ラ
側

の
対

応

・
地
域

住
民

全
般
、
来

訪
者

主
な
利

用
者

・
高

架
区

間
は

対
距

離
制

で
2

0
0
～

2
5

0
円

・
平

面
区

間
は

均
一

料
金

で
2

1
0
円

（
高

架
区

間
と

の
連

続
利
用
は
割
引
あ
り
）

利
用
料

金

・
後
乗

り
前

降
り

後
払

い
（
区

間
制

路
線

バ
ス

と
同

じ
）

利
用
方

法
・

高
架

専
用

軌
道

に
よ

り
定
時

性
・

高
速

性
を

確
保

・
ガ
イ

ド
レ

ー
ル

に
よ

る
機
械

式
自

動
操

舵
特

徴

・
志

段
味

地
区

か
ら

市
中

心
部

へ
向

か
う

道
路

の
混

雑
緩

和
の

た
め

新
た

な
交

通
シ

ス
テ

ム
が

検
討

さ
れ

、
一

般
道

路
と

立
体

的
に

分
離

さ
れ

た
ガ

イ
ド

ウ
ェ

イ
バ

ス
を
導
入

・
特

注
の

車
両

の
製

造
が

事
実

上
不

可
能

と
な

っ
た

た
め

、
次

期
車

両
更
新
時
期
を
目
途
に
自
動
運
転
バ
ス
に
切
り
替
え
を
検
討

背
景
・

目
的

・
S

6
1
ガ

イ
ド

ウ
ェ

イ
バ
ス

導
入

の
検

討
開

始
・

H
6
名

古
屋

ガ
イ

ド
ウ

ェ
イ

バ
ス

（
株

）
設

立
、

軌
道

法
に

基
づ

く
特

許
取

得
・

H
1

3
ガ

イ
ド

ウ
ェ

イ
バ

ス
の

運
行

開
始

・
H

3
0
自

動
運

転
技

術
の

導
入

検
討

開
始

経
緯

・
建

設
時

の
費

用
は

3
7

5
億
円

・
現

在
の

運
営

コ
ス

ト
は

年
間

約
8
億

円
（

ガ
イ

ド
ウ

ェ
イ

バ
ス

㈱
の

事
業
費
）

・
現
行
車
両
・
施
設
の
更
新
・
修
繕
費
は

3
0
3
百
万
円
（

R
5
）

・
ガ

イ
ド

ウ
ェ

イ
バ

ス
志

段
味

線
へ

の
自

動
運

転
技

術
導

入
検

討
費

は
2

3
1
百

万
円

（
R

5
）

費
用

・
デ
ジ

タ
ル

田
園

都
市

国
家
構

想
交

付
金
（
地

方
創

生
推
進

タ
イ

プ
）

・
地
域

公
共

交
通

確
保

維
持
改

善
事

業
（

自
動

運
転

実
証
調

査
事

業
）

・
社
会

資
本

整
備

総
合

交
付
金
（
都

市
・

地
域

交
通

戦
略
推

進
事

業
）

活
用
し

た
補

助
金
等

・
道

路
構

造
令

へ
の

適
合

性
、

自
動

運
転

導
入

後
の

運
行

事
業

者
の

あ
り

方
、

改
修

後
の

管
理

方
法
な

ど
の

検
討

が
必

要
苦

労
・

工
夫

等
・

自
動

運
転

の
導

入
に

よ
り
、

車
両

の
更

新
・

増
車

が
可
能

・
現
在
の
２
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
か
ら
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
化
が
可
能

・
軌
道

免
許

が
不

要
に

な
り
、

大
型

二
種

免
許

の
み

で
運
行

可
能

・
乗

客
対

応
で

当
面

は
乗

務
員

が
乗

車
す

る
こ

と
に

な
る

が
、

隊
列

走
行

に
よ

り
後

続
車

は
無

人
に
で

き
る

可
能

性
あ

り

導
入
効

果

・
R

5
は

テ
ス

ト
コ
ー

ス
で

の
走

行
実
験

、
走

行
路

の
設

計
基

準
検

討
・

R
6
以

降
、

車
両
の

開
発

・
製

造
、
走

行
路

の
改

修
設

計
・

工
事

今
後
の

予
定

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

出
典
：
名
古
屋
ガ
 
ド
 
 

 
 
 
 
 
 
 

沿
 
マ
ッ
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.g
u

id
e

w
ay

.c
o

.jp
/c

o
m

m
o

n
/p

d
f/

gu
id

e_
m

ap
.p

d
f?

cc
v2

0
2

30
10

4
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愛知県名古屋市 

SRT 

   

出
典
：
名
古
屋
 
 
 
 
 

2
0

3
0

・
新
た
な
路
面
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｒ
Ｔ

（
S

m
a
rt

R
o
a
d

w
a
y

T
ra

n
s
it
）

名
称

・
名
古
屋
市
都
心
部

対
象
地
域

・
低
床
連
節
バ
ス
を
予
定

車
両

・
連

節
バ

ス
の

体
験

乗
車

(R
4
)

・
テ
ラ
ス
型
バ
ス
停

「
な
ご
ま
ち
テ
ラ
ス
」

の
実
験

(R
5

)
実

証
実

験
概
要

・
運
行
予
定
事
業
者
（
東
西
ル
ー
ト
）
：
名
鉄
バ
ス
㈱

実
施
体
制

・
テ

ラ
ス
型
バ

ス
停
の

整
備
や

デ
ジ
タ
ル
案
内

板
の
設
置
を

検
討

イ
ン
フ
ラ

側
の
対
応

・
―

特
徴

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
名
古
屋
市
都
心
部
に
お
け
る

回
遊
性
の
向
上

や
に
ぎ
わ
い
の
拡
大

背
景
・
目
的

・
H

2
9
新
た

な
路

面
公

共
交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

係
る
基

本
的

な
考

え
方
策
定

・
H

3
1
新
た

な
路

面
公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
実

現
を

目
指
し

て
（

S
R

T

構
想
）
策
定

・
R

4
連
節
バ
ス
の
体
験
乗
車
社
会
実
験

・
R

5
テ

ラ
ス

型
バ

ス
停

「
な

ご
ま

ち
テ

ラ
ス

」
、

デ
ジ

タ
ル

案
内

板
の

社
会

実
験

経
緯

・
―

費
用

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

（
都
市
・
地
域
交
通
戦
略
推
進
事
業
）

活
用
し
た
補

助
金
等

・
R

4
の

実
験

で
は

連
節

バ
ス

の
正

着
性

に
課

題
が

あ
っ

た
た

め
、

R
5

は
テ
ラ
ス
型
バ
ス
停
を
実
験

苦
労
・
工
夫

等
・

テ
ラ
ス

型
バ
ス

停
の
導
入
で

、
正
着
性

向
上

に
よ
り
バ
ス

の
乗
り

降
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

・
休

憩
施

設
、
デ

ジ
タ
ル

案
内

板
等
を

整
備

し
、

ま
ち
の

回
遊

拠
点

と
し
て
機
能

導
入
効
果

・
R

7
名
古
屋
駅
～
栄
間
の
東
西
ル
ー
ト
で
導
入

・
R

8
ア
ジ
ア
大
会
の
来
訪
者
を
見
据
え
た
周
回
ル
ー
ト
の
一
部
実
現

・
R

9
以

降
リ

ニ
ア

開
業

時
に

は
都

心
部

の
各

拠
点

へ
快

適
に

移
動

で
き
る
よ
う
導
入

今
後
の
予
定

出
典
：
名
古
屋
 

新
た
な
 
面
 
共
 
 
 
 
 
 
「

SR
T」
 
 
 
 
 
ザ
 
 
懇

談
 

第
3
 
（
 
 

5
年

9
月

1
日
）
第

3
 
資
料

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
it

y.
n

ag
o

ya
.jp

/j
u

ta
ku

to
sh

i/
p

ag
e/

0
0

0
0

1
6

3
1

1
1

.h
tm

l

車
両
イ
メ
ー
ジ
（
パ
ー
ス
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
）

S
R

T
ル
ー
ト
・
イ
メ
ー
ジ

出
典
：
名
古
屋
 

 
 

4
年
 

SR
T 
 
実
験
 
 
ケ
 
 
結
果

R
4
年
度
社
会
実
験
の
走
行
ル
ー
ト
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群馬県前橋市 

自動運転バス 

  

出
典
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

国
土
 
 
省
 
 
 

 
マ
 
 
 
 
 
 
 
連
携
 
 
ッ
 

 
ォ
 
 

 
 
マ
ネ
 
 
 
 

第
 
 
 
 
 

前
橋
 
資
料

群
馬
県
前
橋
市
（
中
核
市
）

地
域

の
概

要
 
 
 
  
 
 
人
（
 
 
  
末

現
在
）

人
口

 
 
  
 
 
㎢

面
積

自
動
運
転
バ

ス
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
 
 
 
Ｓ

取
組
の

概
要

・
（
路

線
バ

ス
へ

の
自

動
運

転
導

入
の

実
証

実
験
）

名
称

・
上
毛
電
鉄
中
央
前
橋
駅

～
 
Ｒ

両
毛
線
前
橋
駅
（
シ
ャ
ト

ル
バ

ス
）

対
象
地
域

・
運

行
事

業
者

の
車

両
に

日
本

モ
ビ

リ
テ

ィ
㈱

製
の

自
動

運
転

シ
ス

テ
ム

を
導

入
・
カ
メ
ラ
 
 
台
、
 
  

 
 
 
台
、
 
 
 
 
等
を
架
装

・
バ

ス
事

業
者

営
業

所
で

遠
隔

監
視

車
両

・
運

転
手

が
乗

車
す

る
自

動
運

転
レ

ベ
ル
２
（
レ

ベ
ル

４
が

目
標
）

実
証

実
験

概
要

・
前

橋
市

：
フ

ィ
ー

ル
ド
提

供
、
関

係
機

関
調

整
、
情

報
発

信
等

・
群

馬
大

学
、
日

本
モ

ビ
リ

テ
ィ

株
式

会
社

：
自

動
運

転
技

術
監

修
、
実

験
実

施
等

・
日

本
中

央
バ

ス
株

式
会

社
：

運
行

技
術

の
提

供
、
車

両
運

転
者

の
提

供
等

実
施

体
制

・
路
側
セ
ン
サ
ー

：
車
両
か
ら
の

死
 
を
補
足

・
信

号
協

調
装

置
：

信
号

シ
ス

テ
ム

と
は

独
立

し
た
 

色
受

光
式

イ
ン
フ
ラ

側
の

対
応

・
一

般
車

両
が

混
在

す
る

市
街

地
に

お
け

る
営

業
中

の
路

線
バ
ス
で
の
実
証
実
験

特
徴

・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
公
共
交
通

の
運
転
手
不
足
へ
の
対
応

背
景
・
目
的

・
 
 
 
一

般
車

両
に

よ
る

デ
ー

タ
収

集
、
シ

ス
テ

ム
構

築
・
 
 
 
公

道
で

 
ナ

ン
バ

ー
で

の
自

動
走

行
、
社

会
受

容
性

調
査

・
 
 
複

雑
な

経
路
で

の
自

動
走

行
、

２
台

同
時

遠
隔

監
視

の
検

証
、

 
 
 
に

よ
る

乗
客

管
理

・
 
 
遠

隔
監

視
環

境
の

高
度

化
（
 
 
、

路
側

セ
ン

サ
ー

・
カ

メ
ラ
）
、
顔

認
証

・
 
 
 

積
し

た
課

題
の

整
理

と
対

策
検

討
、
 
 
環

境
で

の
 

送
速

度
向

上
・
 
 
路
側
デ
バ
イ
ス
設
置
、
バ
ス

事
業
者
の
遠
隔
管
制
室
構
築

経
緯

・
 

費
用

・
デ

ジ
タ

ル
田

園
都

市
国

家
構

想
交

付
金

活
用

し
た

補
助

金
等

・
 

苦
労

・
工

夫
等

・
 

導
入

効
果

・
 
 
複

数
路

線
で

の
複

数
台

同
時

監
視
、
正

着
制

御
精

度
向

上
・
 
 
実

装
を

目
指
す

今
後

の
予

定

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

出
典
：
前
橋
 

第
  
 
前
橋
 
地
域
 
共
 
 
再
生
 
 
 
（
 
 

 
年

 
月

  
日
）

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
  
 
  

 
  
 
  
  

 
 
  
  
  

  
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 
  
  
  
  

 
  
 
 
 

路
側
セ
ン
サ
ー
と
路
側
カ
メ
ラ

自
動
運
転
バ
ス
の
走
行
ル
ー
ト
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群馬県前橋市 

デマンドバス 

  

・
ふ

る
さ

と
バ

ス
、
る
ん
る
ん
バ
ス
、
城
南
あ
お
ぞ
ら

号
（
 

Ｉ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
）

名
称

・
 
ふ
る
さ
と
バ
ス

：
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
地
区
（
路
線
バ
ス

廃
止
地
区
）

・
 
る
ん
る
ん
バ
ス

：
富
士
見
地
区
（
路
線
バ
ス

廃
止
地
区
）

・
 
城
南
あ
お
ぞ
ら

号
：
城
南
地
区
（
地
域
づ
く
り

協
議
会
の

要
望
）

対
象
地
域

・
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ

車
両

計
７
台

・
予
約
に
応

じ
て
地
区
内
の
乗

降
ポ
イ
ン
ト
間
を

運
行

・
運
行
日
は
 
 
が
毎
日
、
 
が
日
 
を
除
く
毎

日
・
運
行
時
間

は
 
 
が
 
～
 
 
時
、
 
が
 
  
 
～
 
 
  
 

サ
ー
ビ
ス

内
容

・
道
路
運
送
法
第

４
条
の
一
般
乗
合
事
業
（
区
域
運
行
）

・
運

行
業

務
は
 
 
が
市
か
ら
、
 
が

協
議
会

か
ら
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
委
託

・
 
Ｉ
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
は

㈱
未
来
シ
ェ
ア
の
 
 
 
 

運
行
体
制

・
な
し

イ
ン
フ
ラ

側
の

対
応

・
地
域
住
民
全
般

主
な

利
用

者
・
 
 
は
大
人
 
 
 
円
、
中
学
生
以
下
 
 
 
円

・
 
は
大
人
 
 
 
円
、
中
学
生
以
下
 
 
 
円

利
用
料
金

・
 
 
 
 
ア
プ
リ
ま
た
は

電
話
で

予
約

電
話

：
 
当
日
分
は
 
～
 
 
時
、

 
日
 
前
分

は
前
日
の
 
 
  
 
～
 
 
  
 

 
当
日
分
は
 
～
 
 
時
、

 
日
 
前
分

は
前
日
の
 
 
～
 
 
時

 
 
～
 
 
時

ア
プ
リ

：
 
 
時
間

・
料
金
支
払

は
現
金
ま
た
は
回

数
 

利
用
方
法

・
城

南
地

区
は
地
域
住
民
主
体

で
デ
マ
ン
ド

交
通
を
導
入
し
、

地
域

づ
く
り
協
議
会
に
「
地
域
内
交
通
運
営
委
員
会
」
を
設

置
し
、
協
議
会
か

ら
タ

ク
シ

ー
事
業
者
に
運
行
委
託
。
あ
わ

せ
て
定
時
定
路
線
バ
ス
の

系
統
を
再
編

し
運
行
回
数
増

特
徴

出
典
：
前
橋
 
 
共
 
 
 
 

案
 

前
橋
 
 
 
 

 
マ
ッ
 
 
 
面

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
  
 
  

 
  
 
  
  

 
 
  
  
  

  
 
  
  
 

 
  
  
  
 
 
 
  
  
  
  

 
 

 
  

  
 
 

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
２

地
区
は
廃
止
路
線

バ
ス
の
代
替
と
し
て

導
入

・
城

南
地

区
は
地
域
か

ら
の
要
望
で
導
入

背
景
・
目
的

（
城

南
あ
お
ぞ
ら
号
）

・
 
 
 
地
域

づ
く
り
協
議
会
で
検
討
開
始

・
 
 
 
協
議
会
内

に
「
地
域
内
交
通
運
営
委
員
会
」
設
置
、
実
証
実
験

・
 
 
  
 
運
行
開
始

経
緯

・
約
 
千
万
円
（
 
 
の
市

か
ら
の
補
助
金

の
３
地
区
合
計
）

費
用

・
地

域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー

系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

活
用
し
た
補

助
金
等

・
年
１
回

バ
ス
停
を
見
直
し

て
お
り

、
自
 
会
を
通
し
て

住
民

に
移

動
・
新
設
の
要

望
を
確
認

・
城
南
あ
お
ぞ
ら

号
は
、
住
民
の

意
向
は
ド
ア
  
ド
ア
だ
っ
た
が
、
タ

ク
シ
ー
会
社
か

ら
難
し
い
と
の

声
が
あ
り
乗
降
ポ

イ
ン

ト
型
に
な
っ

た
・
時

間
帯
に
よ
っ
て
は

待
ち
時
間
が
長

く
な
る
こ
と
が
あ
る

苦
労
・
工
夫

等

・
年
間
利
用
者
数

は
 

約
 
 
  
 
 
人
 
、
 

約
 
 
  
 
 
人
 
、
 

約
 
  
 
 
人
 

・
以

前
の
高
齢
者
利
用
に
加
え
、
生
産
年
齢
人
口

の
利
用
率
が
向
上

導
入
効
果

・
他

地
区
で
も
検
討
中

だ
が
路
線
バ
ス
が

通
っ
て
お
り
中

断
中

今
後
の
予
定

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
状
況
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群馬県前橋市 

GunMaaS 

  

・
 
 
 
 
 
 
 
（

 
 
  

以
前
は
前
橋
市
内
対
象

の
 
 
 
 
 
 
 
）

名
称

・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

経
路
検
索

・
デ
マ
ン
ド

予
約
、
タ
ク
シ
ー
配
車
予
約
、
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル
予
約

・
デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト

購
入

・
イ
ベ
ン
ト

情
報
表
示
、
バ
ス
ロ
ケ

な
ど

サ
ー
ビ
ス
内
容

・
制
限
な
し
（
会
員
登
録
が
必

要
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

認
証
連
携

で
市
民
割
引
を
実
施

利
用
対
象
者

・
デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
は

 
 
 
上
で

購
入

、
利
用
時

は
画
面
提
示

利
用
方
法

・
経
路
検
索

：
鉄
道

、
路
線
バ
ス

、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

・
チ
ケ
ッ
ト

：
鉄
道
、
路
線
バ

ス

対
象

と
な
る

交
通

モ
ー
ド

・
デ
ジ
タ
ル
フ
リ
ー
パ
ス

利
用
者

へ
の
 
 
店

の
割
引

交
通
以
外

の
サ
ー
ビ
ス

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

認
証

連
携
し
た
交
通
系

  

カ
ー
ド
で
の
市
民
割
引
（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と

一
部
の
フ

リ
ー
パ
ス
の
み
）

特
徴

出
典
：
 
 
 

 
 
 

 
  
 
（

 
 
 
 
  
 
）
 
 
 
ビ
 
 
始
 
 
 
る
知
 
 
前

橋
 
長
合
 
記
者
 
見
（
 
 

 
（

  
  
）
年

 
月

 
日
）
モ
ニ
 
 
資
料

 
 
 
 
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
複
数
の

交
通
事
業
者
（
バ
ス
６

社
）
の
運
行
に
よ
り
、
利
用
者
に
わ

か
り
づ
ら
く
、
全
体
と
し
て

非
効
率
な
運
行

と
な
っ
て
い
た
。
利
用

し
や
す
い

移
動
環
境
構
築

の
た
め
、
公
共
交
通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
  

 
技

術
の
活
用
に
よ
り
公
共
交
通
全
体
を

一
体
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

提
供
す
る
た
め
、
運
賃
の
新
体
制

の
構
築
と

一
体
の

情
報
案
内
の
取
組

を
実
施

背
景
・
目
的

・
 
 
地
方
都
市
型
 
 
 
 
実
証
実
験

・
 
 
前
橋
版
 
 
 
 
環
境
構
築
実
証
実
験

・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社
会
実
装
事
業

・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
度
化
事
業

、
 
 
  
 
社

会
実

装
、

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
へ

・
 
 
市
民
の
移
動
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
 
 
 
 
高
度
化
事
業

経
緯

・
 

費
用

・
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ
）

・
日

本
版
 
 
 
 
推
進
・
支
援
事
業

活
用
し
た
補

助
金
等

・
 

苦
労
・
工
夫

等
・
 

導
入
効
果

・
 
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

連
携
し
た
市
民
割
引

を
路
線
バ
ス
に

拡
充
予
定

・
交
通
系
  

カ
ー
ド
を
 
 
に
全
路
線
バ

ス
で
導
入
し
 
 
デ

ー
タ

が
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
可
視
化

す
る
シ
ス
テ
ム
を

整
備

交
通
デ
ー
タ
分
析
を
更
に
高
度
化
す
る

予
定

今
後
の
予
定

出
典
：
 
 
 
 
 
 

 
  
 
（

 
 
 
 
  
 
）
 
 
 
ビ
 
 
始
 
 
 
る
知
 
 
前
橋

 
長
合
 
記
者
 
見
（
 
 

 
（

  
  
）
年

 
月

 
日
）
モ
ニ
 
 
資
料
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茨城県つくば市 

パーソナルモビリティ 

  

出
典
：
国
土
 
 
省
 
マ
 
 
 
 
ミ
ュ
ニ
 
 
 
モ
ビ
 
 
 
実
証
 
 
（
つ
 
 
医
療

M
aa

S）
W

w
w

.m
lit

.g
o

.jp
/s

cp
f/

ar
ch

iv
es

/d
o

cs
/t

o
w

n
m

an
ag

em
en

t_
4

th
_2

_t
su

ku
b

a.
p

d
f

茨
城
県
つ
く
ば
市
（
施
行
時
特
例
市
）

地
域
 
 
 

2
5

3
,5

5
9
人
（

R
5

.4
.1
現
在
）

人
 

2
8

3
.7

2
㎢

面
積

自
動
運
転
バ
ス
、
自
動
運
転
カ
ー
ト

、
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ

リ
テ
ィ

 
 
 
 
 

・
（

R
4
年

度
通
院
用
自
動
運
転
車
の
実
証
実
験

）
名
称

・
つ
く
ば
駅
周
辺
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

対
象
地
域

・
レ

ベ
ル

2
の

自
動

運
転

カ
ー

ト
と

パ
ー

ソ
ナ

ル
モ

ビ
リ

テ
ィ
の
運
用
を
検
証

・
実
証
期
間
：

R
5
.2

.3
～

7
、

R
5

.2
.9
～

1
3

・
行

先
を

指
定

し
て

配
車

依
頼

し
、

自
動

運
転

モ
ビ

リ
テ

ィ
で
行
先
ま
で
の
移
動
が
可
能

・
ペ

デ
ス

ト
リ

ア
ン

デ
ッ

キ
エ

リ
ア

内
の

4
カ

所
の

乗
り

場
に

設
置

し
た

乗
車

予
約

端
末

を
操

作
し

、
モ

ビ
リ

テ
ィ

と
行
先
を
選
択
し
、
乗
車
予
約
を
行
う

・
見

守
り

カ
メ

ラ
よ

り
得

ら
れ

る
、

ル
ー

ト
上

の
混

雑
・
人

流
情

報
を

モ
ビ

リ
テ

ィ
利

用
者

に
提

供
し

、
安

全
の

確
認

が
で
き
る

実
証
実
験

概
要

・
つ
く
ば
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
協
議
会
：
実
証
全
体
主
管

・
三

菱
電

機
（

株
）

：
実

証
現

場
主

管
、

管
制

シ
ス

テ
ム
運

用
、
見
守
り
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
運
用

・
ア

イ
サ

ン
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
（

株
）

：
ゴ

ル
フ

カ
ー

ト
運

用
主
管

・
（

実
証

協
力

）
国

立
大

学
法

人
筑

波
大

学
、

一
般

財
団
法

人
つ
く
ば
都
市
交
通
セ
ン
タ
ー
、

B
iV

iつ
く
ば
、
つ
く
ば

都
市

交
通

セ
ン

タ
ー

、
ト

ナ
リ

エ
つ

く
ば

ス
ク

エ
ア

、
つ

く
ば

カ
ピ

オ
、

つ
く

ば
市

立
中

央
図

書
館

、
茨

城
県

つ
く

ば
美
術
館
、
つ
く
ば
ま
ち
な
か
デ
ザ
イ
ン
（
株

）

実
施
体
制

・
―

イ
ン
フ
ラ

側
の
対
応

・
デ
マ
ン
ド
形
式

特
徴

・
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
移
動
が
難
し
い
人
の
通
院
や
受
診
を
支
援

・
通
院
等
の
移
動
を
自
動
運
転
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
支
援

背
景
・
目
的

・
―

経
緯

・
―

費
用

・
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
補
助
金

（
自
動
運
転
実
証
調

査
事
業
）

活
用
し
た
補

助
金
等

・
現
行
法
で
は
カ
ー
ト
は
車
道
も
歩
道
も
走
り
に
く
い
た
め

、
規
制

緩
和
が
必
要

・
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
み
な
し
歩
行
者
と
し
て
使
用
す
る
に

は
、
高
さ
を

1
2

0
cm

以
内
に
制
限
す
る
か
、
取
り
外
し
式
の
一
時

的
な

屋
根

と
す
る

必
要
が

あ
る

。
雨
天

時
に
都

度
、

取
付
け

、
取

外
し

を
要

す
る
運

用
で
は

、
普

及
の
妨

げ
に
な

る
た

め
、

パ
ー

ソ
ナ

ル
モ
ビ

リ
テ
ィ

を
見
な

し
歩

行
者
と

す
る
際

の
高

さ
制
限

の
規

制
緩
和
が
必
要

苦
労
・
工
夫

等

・
―

導
入
効
果

・
R

5
年

度
は

自
動

運
転

バ
ス

の
社

会
実

装
に

向
け

、
走

行
実

証
を

実
施

。
レ
ベ
ル
２

の
自
動
運
転
バ
ス

車
両

（
定
員

1
0
名
）

で
筑

波
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

周
辺

の
周

回
ル

ー
ト

を
走

行
（

実
施

期
間

：
R

6
.1

.9
～

1
.3

0
）

・
運
転
手
不
足
な
ど
の
公
共
交
通
の
課
題
解
決
と
持
続
的
成
長
に
寄

与
し
、

R
7
年
度
の
レ
ベ
ル

4
自
動
運
転
バ
ス
の
実
現
を
目
指
す

今
後
の
予
定

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

出
典
：
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

お
知

 
せ

（
R

5
.3

.7
）

h
tt

p
s:

//
ai

sa
n

-
m

o
b

ili
ty

.c
o

m
/2

0
2

3
0

2
0

3

自
動
運
転
カ
ー
ト
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

R
4
自
動
運
転
カ
ー
ト
乗
り
場
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茨城県つくば市 

医療 MaaS 

  

・
（
ス
マ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
調

査
（
つ
く
ば
医
療
 
 
 
 
）
）

名
称

（
実
証
 
）

安
心

・
安
全
な
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の

移
動

手
段

・
実
証
期
間

：
 
 
  
  
～
 
  
 

・
実
施
場
所
：

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

（
 
 
）

つ
く
ば

駅
周
辺

（
実
証
 
）

顔
認
証
に

よ
る
病
院
事
前
受
付

か
ら
会
計
ま

で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

手
続
き

・
実
証
期
間

：
 
 
  
  
 
～
 
  
 
（
 
  
 
を
除
く
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

・
 

利
用
対
象
者

・
 

利
用
方
法

・
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
公
共
交
通
機
関

・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
  
 
 の

つ
く
ば
駅

周
辺
の
「
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
」
に
お
い
て
、
近
隣
の
病
院
へ

の
通
院
を
想
定
し
、
安
心
・
安

全
な
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
の
移
動
手
段
の

提
供
を
目
指
し
、
自
動
運
転
小
型

モ
ビ
リ
テ
ィ
等
を
走

行
実

証

対
象

と
な
る

交
通

モ
ー
ド

（
実
証
 
）

・
病
院
行

き
バ
ス
内
で
、
顔
認
証

と
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム

を
連
動
さ
せ
、
受
付
か
ら

診
察
、
会
計
ま
で
を
シ
ー
ム

レ
ス
に
つ
な
ぐ
実

証

交
通
以
外

の
サ
ー
ビ
ス

・
通
院

・
受
診

・
会

計
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぐ

医
療

 
 
 
 
の
実
装

特
徴

出
典
：
つ
 
 
 

 
 
 
 
 
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
  
  
 
  

 
  
  
  
 
  

  
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 
  
  
  
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
高

齢
者
や
障
が
い
者

等
移
動
が
難
し
い

人
の
通
院
や
受

診
を
支
援

背
景
・
目
的

・
 
 
  
  
 

つ
く
ば
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

協
議
会
設
立

（
茨
城
県

、
つ
く
ば

市
、
筑
波
大
学
や

民
間
企
業
な
ど
が

参
画
）

・
 
 
  
  
 
～
 
  
 

実
証
実
験

・
 
 
  
  
～
 
  
 
、
 
 
  
  
 
～
 
  
 

実
証
実
験

経
緯

・
 

費
用

・
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ
実

装
化

支
援

事
業
（
 
 
）

・
新

モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

推
進
事
業
（
地
方
都
市
型
）

・
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
地
方
創
生
推
進

タ
イ
プ

 
 
  
 
  
 
  
推
型
）

活
用
し
た
補

助
金
等

・
 

苦
労
・
工
夫

等
・
 

導
入
効
果

・
 

今
後
の
予
定

出
典
：
国
土
 
 
省
 
つ
 
 
 
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
マ
ネ
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愛知県春日井市 

デマンドタクシー 

  

出
典
：
春
日
井
 

 
 

5
年

1
0
月
～
乗

合
 
 
 
 
実
証
実
験
 
 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
it

y.
ka

su
ga

i.l
g.

jp
/s

h
is

ei
/

m
ac

h
i/

n
ew

_t
o

w
n

/1
0

2
2

3
5

4
/1

02
23

78
/i

n
d

ex
.h

tm
l

・
A

Iオ
ン

デ
マ
ン

ド
乗

合
サ
ー

ビ
ス

（
乗
合

タ
ク
シ

ー
）
の

長
期
実
証
実
験

名
称

・
春
日
井
市
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

対
象
地
域

・
タ

ク
シ

ー
事

業
者

の
車

両
を

専
用

車
１

台
、

併
用

車
１
台

借
上
げ

実
証
実
験

概
要

・
デ

マ
ン

ド
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

（
R

5
.1

0
～

は
行

先
を

限
定
）

・
運
行
時
間
は
平
日
の

8
:3

0
～

1
4
:0

0

・
予

約
は

電
話

ま
た

は
専

用
サ

イ
ト

（
R

5
.1

0
以

降
は

M
a
a
S
ア
プ
リ
）

・
料

金
は

起
終

点
間

の
直

線
距

離
に

よ
る

対
距

離
制

で
事

前
に

決
定

。
現

金
の

み
の

降
車

時
後

払
い

。
乗

合
が

あ
っ

て
も

１
人

ず
つ

の
料

金
は

変
わ

ら
な

い
（

協
賛

施
設

発
着

は
1

0
0
円

引
。
～

R
5

.9
）

R
4
実

証
実

験
で

は
初

乗
4

0
0
円

、
最

大
1

,0
0

0
円

（
タ

ク
シ
ー
の
半
額
程
度

）
R

5
実

証
実

験
で

は
初

乗
5

0
0
円

、
最

大
1

,2
0

0
円

（
タ

ク
シ
ー
の
半
額
程
度

）

実
施
体
制

・
実
施
主
体
：
春
日
井
市
、
名
古
屋
大
学

・
配
車
シ
ス
テ
ム
開
発
：
株
式
会
社
未
来
シ
ェ
ア

・
車
両
運
行
：
市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者

イ
ン
フ
ラ

側
の
対
応

・
な
し

特
徴

・
高
齢
者
の
外
出
支
援
等
を
目
的

と
し
た
新
た
な
移
動
手
段
を
検
討

す
る

た
め

、
交
通

事
業
者

と
の

連
携
に

よ
る
乗

合
タ

ク
シ
ー

の
実

証
実
験
を
実
施

背
景
・
目
的

・
H

3
1

.1
～

2
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
（
モ
ニ
タ
ー
対
象
）

・
R

1
.1

1
～

R
2

.2
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験

（
一
般
対
象
）

・
R

2
.1

0
～

R
3
.2
 
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
乗
合
サ
ー
ビ
ス
実
証
実
験

・
R

3
.6
～
実
証
実
験
を
継
続
実
施

・
R

5
.4
タ
ク
シ
ー
運
賃
改
定
に
伴
う
料
金
変
更

・
R

5
.1

0
自
由
乗
降
型
か
ら
行
先
を
協
賛
施
設

・
公
共
施
設
に
限
定

経
緯

・
協
賛
施
設
か
ら
の
協
賛
金
と
実
験
委
託
費
で
運
賃
の
差
額
を
補
填

費
用

・
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

活
用
し
た
補

助
金
等

・
バ
ス
事
業
者
と
の
調
整

に
よ
り
、
高
蔵
寺
駅
に
は
乗
り
入
れ
て
い

な
い

苦
労
・
工
夫

等
・
利
用
者
数
は
１
日
あ
た
り

1
1
人
程
度

導
入
効
果

・
―

今
後
の
予
定

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

出
典
：
春
日
井
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
it

y.
ka

su
ga

i.l
g.

jp
/s

h
is

ei
/m

ac
h

i/
n

ew
_t

o
w

n
/1

0
2

2
3

5
4

/1
0

2
2

3
7

8
/i

n
d

ex
.h

tm
l

愛
知
県
春
日
井
市
（
施
行
時
特
例
市
）

地
域
の
概
要

3
0

8
,9

3
7
人
（

R
5

.1
.1
現
在
）

人
口

9
2

.7
8
㎢

面
積

自
動
運
転
カ
ー
ト

、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、
 
 
 
Ｓ

取
組
の
概
要
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愛知県春日井市 

自動運転カート 

  

出
典
：

K
D

D
Iニ
ュ
 
 
 
 
 
 
（

2
0

2
3

.2
.1
）

h
tt

p
s:

//
n

ew
sr

o
o

m
.k

d
d

i.c
o

m
/n

ew
s/

d
et

ai
l/

kd
d

i_
p

r-
7

7
5

.h
tm

l

・
同

地
区

は
高

齢
化

率
が

高
く

、
坂

道
・

起
伏

が
多

い
地

理
的

特
性

に
よ

り
、

免
許

返
納

後
の

移
動

困
難

者
の

増
加

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら
、
高

齢
者

の
ラ

ス
ト

マ
イ
ル

交
通

を
支

え
る

取
組

を
実
施

背
景
・

目
的

・
H

3
0

.3
誘

導
線

方
式

で
は

な
い

ヤ
マ

ハ
カ

ー
ト

自
動

運
転

の
公

開
実

証
・

R
1

.1
1
、

R
2

.2
ラ

ス
ト
マ

イ
ル

自
動

運
転

車
両

に
よ

る
実

証
実

験
・

R
2

.1
1
ラ

ス
ト

マ
イ

ル
自

動
運

転
車

両
に

よ
る

実
証

実
験

（
乗

降
場

所
改
良

等
）

・
R

3
.6
～

8
ラ

ス
ト

マ
イ

ル
自

動
運

転
車

両
に

よ
る

実
証

実
験

（
ミ

ニ
バ

ス
の

追
加
）

・
R

4
.1
～

3
ラ

ス
ト

マ
イ

ル
自

動
運

転
車

両
に

よ
る

実
証

実
験

（
予

約
の

仕
組

み
）

・
R

4
.1

0
手

動
運

転
で
の

N
P

O
に
よ

る
本

格
運

行
開

始
・

R
5

.2
一

部
経

路
で
の

自
動

運
転

開
始

経
緯

・
イ

ニ
シ

ャ
ル

コ
ス

ト
は

車
両

約
6

0
0
万

円
、

セ
ン

サ
ー

類
約

3
0

0
万

円
、

車
庫

約
7

0
0
万

円
（

す
べ

て
市

が
負

担
）

・
運

営
経

費
の

う
ち

、
市

の
負

担
は

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

、
電

気
代

、
車

両
保

険
、

点
検

整
備

費
。

N
P

O
の

負
担

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
謝

金
、
保

険
料
、
通

信
費
で
黒
字

見
込

み

費
用

・
デ

ジ
タ

ル
田

園
都

市
国

家
構

想
交

付
金

（
地

方
創

生
推

進
タ

イ
プ

S
o
ci

e
ty

5
.0
型

）
活

用
し

た
補

助
金
等

・
同

地
区

で
は

以
前

よ
り

社
協

に
よ

る
福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
輸

送
が

行
わ

れ
て

い
た

こ
と
か

ら
N

P
O
は

立
上

げ
が

ス
ム

ー
ズ

に
で

き
た

・
協
議

会
の

負
担

を
極

力
減
ら

す
よ

う
配

慮

苦
労
・

工
夫

等

・
利
用

者
は

４
～

５
人

／
日
程

度
導

入
効

果
・

自
動

運
転

可
能

な
経

路
が

限
ら

れ
て

お
り

、
運

転
席

無
人

の
レ

ベ
ル

４
は
考

え
て

い
な

い
が

、
可
能

な
経

路
は

増
や

し
た

い
・

他
地

区
へ

の
横

展
開

も
検

討
し

て
い

る
が

、
住

民
の

意
欲

に
よ

る
と

こ
ろ
が

大
き

く
運

行
し

て
く
れ

る
受

け
皿

が
な

い
と

導
入
は

困
難

今
後
の

予
定

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

H
ID

O
撮
影

・
ゆ
っ

く
り

カ
ー

ト
（

自
動
運

転
カ

ー
ト

）
名

称
・

春
日

井
市

高
蔵

寺
ニ

ュ
ー
タ

ウ
ン

石
尾

台
地

区
対

象
地

域
・

ヤ
マ

ハ
製

７
人

乗
り
電
動
カ

ー
ト
１
台

・
3

D
マ

ッ
プ

方
式

の
自
動

運
転

レ
ベ
ル

２
（

但
し
、

幹
線
道

路
等
ル

ー
ト

に
よ

っ
て

適
宜
手

動
運

転
）

・
自
由

経
路

型
の
デ
マ

ン
ド
方

式
・

㈭
、

㈰
、

祝
日

を
除

く
週

５
日

の
9
～

1
6
時

（
1

2
～

1
3
時

を
除
く
）

サ
ー
ビ

ス
内

容

・
特
定

非
営

利
活

動
法

人
石
尾

台
お

で
か

け
サ

ー
ビ

ス
協
議

会
に
よ

る
自

家
用

有
償

旅
客
運

送
・

ド
ラ

イ
バ

ー
、

運
行

管
理

者
、

電
話

予
約

オ
ペ

レ
ー

タ
の

体
制
で

運
行

・
車
両
、
車

庫
、

充
電

設
備
は

市
か

ら
無

償
貸

与
・

運
行

管
理

シ
ス
テ

ム
は

K
D

D
I㈱

の
シ
ス

テ
ム

運
行
体

制

・
特

に
な

し
（

3
D
マ
ッ

プ
は

別
事

業
で

整
備

）
イ

ン
フ

ラ
側

の
対

応
・

地
域

の
高

齢
者

主
な
利

用
者

・
会

員
1

0
0
円

（
別

途
年

会
費

が
必

要
）

、
非

会
員

3
0

0
円

利
用
料

金
・

前
日

ま
で

に
電

話
予

約
（

受
付

時
間

は
運

行
時

間
と

同
じ

）
・

料
金

支
払

は
現

金
の

み
で
降

車
時

後
払

い

利
用
方

法

・
自

家
用

有
償

旅
客

運
送

で
自

由
経

路
型

の
デ

マ
ン

ド
型

自
動

運
転

送
迎

サ
ー
ビ

ス
を

N
P

O
が
運

行
す

る
初

の
事

例
特

徴
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愛知県春日井市 

Move!かすがい 

  

・
m

o
v
e
!か

す
が

い
（

春
日

井
版

M
a

a
S
ウ
ェ

ブ
ア

プ
リ

）
※

R
7

.3
.3

1
ま

で
の

実
証
実

験
（

予
定

）

名
称

・
リ
ア

ル
タ

イ
ム

経
路

検
索

・
デ
マ

ン
ド

予
約
、
タ

ク
シ
ー

予
約

・
デ
ジ

タ
ル

チ
ケ

ッ
ト

の
販
売

・
バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス
テ

ム
な
ど

サ
ー
ビ

ス
内

容

・
制
限

な
し

利
用
対

象
者

・
デ

ジ
タ

ル
チ

ケ
ッ

ト
は

W
E

B
上

で
購

入
、

利
用
時

は
画

面
提

示
利

用
方

法

・
経
路

検
索

：
鉄

道
、

路
線
バ

ス
・

デ
マ

ン
ド

予
約

：
北

部
オ

ン
デ

マ
ン

ド
バ

ス
、
乗

合
タ

ク
シ

ー
・

デ
ジ

タ
ル

チ
ケ

ッ
ト

：
か

す
が

い
シ

テ
ィ

バ
ス
（

コ
ミ

バ
ス
）

対
象
と

な
る

交
通
モ

ー
ド

・
シ

テ
ィ

バ
ス

定
期

 
利

用
者

へ
の

協
賛

店
舗

の
特

典
交

通
以

外
の

サ
ー
ビ

ス
・

名
古

屋
鉄

道
の

M
a

a
S
ア

プ
リ

C
e
n

tX
を

春
日
井

市
版

に
カ

ス
タ

マ
イ
ズ

特
徴

出
典
：
春
日
井
 

ｍ
o

ve
 
 
 
が
い

 
 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
it

y.
ka

su
ga

i.l
g.

jp
/_

re
s/

p
ro

je
ct

s/
d

ef
au

lt
_p

ro
je

ct
/_

p
ag

e_
/0

0
1

/0
3

0
/6

9
5

/d
ez

it
ik

et
ir

as
h

i.p
d

f

M
a

a
S
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
急

速
な

高
齢

化
や

環
境

問
題

な
ど

様
々

な
地

域
課

題
の

解
決

を
図

る
た

め
、

春
日

井
市
が
「

M
a
a

S
ア

プ
リ

を
活

用
し

た
公
共
交

通
利

用
促

進
と

交
通

行
動

変
容

の
働

き
か

け
」

を
テ

ー
マ

と
し

て
実

証
事

業
を

開
始

背
景
・

目
的

・
R

5
.1
実

証
実

験
（
～

R
7

.3
）

経
緯

・
―

費
用

・
愛
知

県
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ
モ

デ
ル
事
業

活
用
し

た
補

助
金
等

・
―

苦
労
・

工
夫

等
・
―

導
入
効

果
・

バ
ス

事
業

者
の

デ
ジ

タ
ル
チ

ケ
ッ

ト
の

追
加
予
定

・
利

用
者

の
O

D
デ

ー
タ
の

取
得

に
よ
り

今
後
の

交
通
政

策
に

活
用
予

定
（
現

在
は

画
面

提
示

方
式
な

の
で

取
得

不
可
）

今
後
の

予
定
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気仙沼線 BRT 

 

  

出
典
：

  
 
日
 
ニ
ュ
 
 
（

  
  
年

 
月

 
日
）

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
 
化
 
始
 
つ
い
て

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 
 
  
  
 
 

気
仙
沼
線
 
 
 

地
域
の
概
要

宮
城

県
石
巻
市
、
登

 
市
、
本
 
 
三
陸
町
、
気
仙
沼
市

地
域

 
 
  
 
 
（
う
ち

専
用
道
 
 
  
 
 
）

延
長

自
動
運
転
バ
ス

取
組
の
概
要

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

・
気
仙
沼
線
 
 
 

自
動

運
転
バ
ス

名
称

・
気
仙
沼
線
 
 
 
前
谷
地

～
気
仙
沼
の
う
ち

 
津
駅
～
陸

前
横

山
駅

間
（
専
用
道
）

対
象
地
域

・
運
行
便
数
（
 
 
  
 
現

在
）

平
日
：
下
り
 
 
便

上
り
 
 
便

土
 
・
休
日
：
下

り
 
 
便

上
り
 
 
便

 
下
り
は
前
谷
地
 
気
仙
沼
、
上
り
は
気
仙
沼
 
前
谷
地

一
部
区
間
の
み
を

運
行
す
る
便
も

含
む

・
最
高
速
度
 
 
 
 
  

サ
ー

ビ
ス
内

容

・
整
備
・
運
営
主
体

：
東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）

・
道
路
運
送
法
に
基

づ
く
専
用
自
動
車
道
、
一
般
道

運
行
体
制

・
自
動
運
転
区
間
の
走
路
に
沿
っ
て
埋
設
し
た
磁
気
マ
ー
カ
ー
の

磁
力

を
、
車
底
部
に
設

置
し
た
磁
気
セ
ン
サ
ー
で

検
知
し
、
自
車
位
置
を

推
定

・
 
 
  

タ
グ
付
き
の
磁
気

マ
ー
カ
ー

を
用
い
る
こ
と
で

、
自
車
位
置

を
高
精
度

に
推
定

・
磁
気
マ
ー
カ
ー
を
用
い
る
こ
と
で
 
 
 
 
電
波
の
届
か
な
い
ト
ン
ネ

ル
を
含

む
専
用
道
上
の

安
全
運
転
を
実
現

・
自
動
運
転
区
間

の
 
速
の
強

い
箇
所

に
 
速
計

を
設
置
し
、
 
速
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
。
強
 
時
に
は
、
自
動
運
転
バ

ス
は
安
全
に
手
動
運

転
に
切
り
替
え

イ
ン
フ
ラ
側

の
対
応

・
地
域
住
民
、
来
訪
者

主
な
利
用
者

・
前
谷
地
 
気
仙
沼

 
  
 
 
円

・
 
津
 
陸
前
横
山

 
 
 
円

・
 
 
線
（
鉄
道
）
と
 
 
 
を
連
続
し
て
利

用
す
る
場
合
の

普
通
運
賃
は
、

 
 
線
（
鉄
道
）
の
運
賃
と
 
 
 
の
運
賃
を
合
計
し
た
金
額

利
用
料
金

・
 
 
（
 
 
 
）
線
の
乗

車
 
（
普
通
乗
車
 
・
定
期
 
・
回

数
 

等
）

・
 
 
 
専
用
  

カ
ー

ド
乗
車
 
「
 
 
 
  
（
オ
デ
カ
）
」
や
「
 
 
  
 
」

等
の
交

通
系
  

カ
ー
ド

・
 
 
 
と
 
 
 
区
間
外
の
駅
を

ま
た

が
っ

て
利
用

す
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め

乗
車
 
を
購
入
、
ま
た
は
車
内
で

現
金
で
支
払
い

利
用
方
法

・
線
路
敷
を
活
用
し

た
 
 
 
の
専
用
道
を

整
備

・
信
号
や
信
号
待
ち

が
少
な
く
、
安
定

し
た
運
行
が
可
能

特
徴
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・
少

子
化
・
高

齢
化
が

進
む

こ
と

で
ド

ラ
イ

バ
ー

不
足
が

さ
ら

に
課

題
と

な
る

な
か
、
持

続
的
に

公
共

交
通

を
運

営
し

て
い

く
た

め
の

手
段

と
し

て
、
自

動
運

転
バ

ス
の

実
証

実
験

を
 
 
 
年

度
か

ら
取

り
組

ん
で

き
た

・
次
世
代
の
公
共
交
通
を
支
え
る
手
段
と
し
て
、
気
仙
沼
線
 
 
 
 
津
駅
～
陸
前
横
山
駅
間

に
お
い
て
自
動
運

転
バ

ス
の

実
用

化
を
 
 
年
 
 
月

か
ら

開
始

背
景
 
目
 

・
 
 
 
  

 
 
気

仙
沼

線
が

東
日

本
大

震
災

の
津

波
で

線
路

が
流

 
・
 
 
 
  
 

 
 
東

日
本

が
鉄

道
復

旧
ま

で
の

 
定

措
置

と
し

て
 

津
 

気
仙

沼
間

を 
 
 
に

転
換

・
 
 
 
  

 
 
東

日
本

が
鉄

路
復

旧
を

断
念
し
、
 
 
 
を

継
続

す
る

方
針

を
表

明
（
気
仙
沼
線
と
大
 
渡
線
を

合
わ
せ
た
復
旧
費
用
は
約
 
  
 
 
億
円
と
 
算
さ
れ
、
復
旧
後

は
利
用
者
が
減
少
す

る
見

込
み

の
た

め
鉄

道
で

の
復

旧
を

断
念
）

・
 
 
  
 
  
 
～
 
 
  
  
 

 
津

駅
～

陸
前

横
山

駅
で

自
動

運
転

バ
ス

の
実

証
実

験
・
 
 
年

度
 
 
東

日
本

自
動

運
転

バ
ス

車
両

製
作

・
 
 
  
  
 
～
 
  
 

 
津
駅

～
陸
前
横
山
駅
で
自
動
運
転
バ
ス
 
乗
会

・
 
 
  
 
  
～

 
津

駅
～

陸
前

横
山

駅
で
自

動
運

転
バ

ス
（
レ

ベ
ル
 
）
の

営
業

運
転

を
開

始
・
 
 
  
  
～
 
 
 秋

頃
自

動
運

転
区

間
を

延
伸

す
る

た
め
、
自

動
運

転
バ

ス
は

運
用

休
止

 
 

・
 

費
 

・
 

 
 
 
た
補
助
金
 

・
障
害
物
検
知
能
力
を
現
在
よ
り
も
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
自
動
運
転
バ
ス
の
安
全
性
、
信
頼
性
を
さ
ら
に
高
め
、

関
係

箇
所
と

の
協

議
や

必
要

な
デ

ー
タ

取
得

を
行

い、
審

査
を

経
る

 
 
 
 
 
 

・
 

導
入
効
果

・
 
 
年

秋
頃

ま
で

に
現

在
の

自
動

運
転
レ

ベ
ル
 
を
 
 
 
 
  
で

の
レ

ベ
ル
 
に

引
き

上
げ

て
い

く
こ

と
を

目
指

す
（
当

面
は

有
人
で

の
レ

ベ
ル
 
）

 
後
 
予
 

導
入
の
目
的
・
効
果
等

出
典
：

  
 
日
 
ニ
ュ
 
 
（

  
  
年

 
月

 
日
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
 
化
 
始
 
つ
い
て
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茨城県日立市 

 

  

出
典
：
国
立
 
 
 
発
 
人
 
 
 
 
 
合
 
 
所

ニ
ュ
 
 
（

  
  
  
  
 
）

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
  
  

  
 
  
  
  
  
 
 
 
  
  

  
  

  
  
  
  

 

茨
城
県
日
立
市
（
中
小
都
市
）

地
域
 
 
 

 
 
 
  
 
 
人
（
 
 
  
  
現
在
）

人
 

 
 
 
  
 
㎢

面
積

自
動
運
転
バ
ス
、
 
 
 
Ｓ

 
 
 
 
 

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
（
ひ
た
ち
 
 
 
の
専
用
区
間
に
お
け
る

自
動
運
転

バ
ス
の

実
証

実
験
）

名
称

・
ひ
た
ち
 
 
 
の
専
用
道
区
間
、
南
部
図
書
館
か
ら

河
原
子

（
 
 
 
）
ま
で
の
約
 
  
 
 
を
自
動
運
転

に
よ
り
走
行

対
象
地
域

・
実
証
期
間
：
 
 
年
 
 
月
 
 
日
～
 
 
年
 
月
 
 
日

・
バ
ス
の
制
御

に
関
す
る
検
証
を

目
的
と
す
る
た
め
、
原

則
乗
車
は
で
き
な
い

実
証
実
験

概
要

 
ひ
た
ち
 
 
 
 

・
日
立
市
：
事

業
主

体
・
茨
城
交
通
（
株
）
：
運
行
主
体

 
自
動
運
転
の

実
証
実
験
 

・
実
施
主
体
：
経
済
産
業
省

製
造
産
業
局
自
動
車
課
  
 
・

自
動

走
行

推
進

室
・
国
土
交
通
省

自
動
車
局

技
術
・
環
境
政
策
課

自
動
運
転

戦
略

室
・
業
務
委
託
者

：
日
本
工
営
株
式
会
社

実
施
体
制

・
 
 
 
専
用
区
間
は
、
日
立
電
鉄
か
ら
廃
線
跡
地
を
市
が
取

得
し
、
道
路
法
上

の
道
路
と
し
て

整
備
（
道
路
交
通
法

に
よ

り
バ

ス
以
外
の

通
行
を
規
制
）

イ
ン
フ
ラ

側
の
対
応

・
 

特
徴

・
「
 
 
 
 

  
  
 
 
 
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
経
済
産
業
省
・
国

土
交

通
省
の
委
託
事
業

と
し
て
、
 
A
S
 
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル

と
い

っ
た
自
動
車
産
業

を
取
り

巻
く
大
き
な
動
き

を
踏
ま
え

て
、
持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

社
会

を
目
指
す

・
自
動
運
転
レ

ベ
ル
４
等
の
先
進

モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を

実
現・

普
及

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
負
荷
の

低
減
、
移
動
課
題
の
解

決
や
、
我
が
国
の
経
済
的
価
値

の
向
上
に

 
 
す
る
こ
と
が

期
待

さ
れ
る

背
景

・
目
的

・
 
 
 
  

日
立
電
鉄
線
廃
線

・
 
 
 
  

日
立
電
鉄
株
式
会
社
等

か
ら

の
寄
付
に
よ
り

日
立
市
が

跡
地

を
取
得

・
 
 
 
  

「
日
立
電
鉄
線
跡
地
活
用
合
整
備
基
本
構
想
」
を
策
定

・
 
 
 
  

「
新
交
通
導
入
計
画
」
を
策
定

・
 
 
 
  
 

第
 
期
区
間
（
大
甕
駅
～
久
 
浜
駅
間
）
工
事
着
手

・
 
 
 
  

第
 
期
区
間
供
用
（
運
行
）
開

始
・
 
 
 
  

第
 
期
区
間

の
 
定
運
行
を

開
始

・
 
 
 
  
 
  
 
～
 
 

専
用
空
間

に
お
け
る
自
動
走
行
等

を
活
用
し

た
端
末
交
通
シ
ス
テ
ム
の

社
会
実
装

に
向
け
た
実
証
（
小

型
バ
ス

実
証
）

・
 
 
 
  

第
 
期
区
間

の
本
格
運
行
を

開
始

・
 
 
  
 
  
 
～
 
 
  
  

専
用
空
間
に
お
け
る

自
動
走
行
等
を

活
用

し
た
端
末
交
通
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
装
に
向
け
た
実
証
（
中
型
バ

ス
実
証
）

・
 
 
  
 
  
 
～
 
 
  
  
 

 
 
 
 
  

  
 
 
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

経
緯

・
 

費
用

・
 
 
 

専
用
路
な

ど
：
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金
（
国

土
交

通
省
）

・
車
両

、
運
行
シ
ス
テ
ム

：
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

（
国
土
交
通
省
）

活
用

し
た
補

助
金
等

・
 

苦
労

・
工
夫

等
・
 

導
入
効
果

・
 
 
年
度
中
間
目
標
：
乗
務
員
が
乗

車
す
る
形
で
の
レ
ベ
ル
 
自
動

運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
の

社
会
実
装

・
 
 
年
度
最
終
目
標
：
車
内
完
全
無
人

で
の
レ
ベ
ル
 
自

動
運

転
移

動
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装

今
後

の
予
定

出
典
：
日
立
 

 
た
 

 
 
 
が
 
格
 
 
 
 
始
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長野県塩尻市 

のるーと塩尻 

  

出
典
：
塩
尻
 
 
端
 
 
振
興
 
資
料

長
野
県
塩
尻
市
（
中
小
都
市
）

地
域
の

概
要

6
5

,8
6

2
人

（
R

6
.7

.1
現

在
）

人
口

約
2

9
0

.1
8
㎢

面
積

デ
マ
ン

ド
バ

ス
、

自
動

運
転
バ

ス
、

 
 

 
Ｓ

取
組
の

概
要

・
市

で
運

行
し

て
い

た
定

時
定

路
線

型
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
利

用
者

減
少

、
ド

ラ
イ

バ
ー

不
足

及
び

利
便

性
低

下
と

い
う

課
題

を
解

決
す

る
た

め
、

既
存

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
バ

ス
か

ら
の

代
替
と
し
て

導
入

背
景
・

目
的

・
R

2
.1

1
無

料
で

の
実

証
運
行

・
R

3
中

心
市

街
地
循

環
線

で
有

償
実
証

運
行
、

R
4
本
格

運
行

・
R

4
塩
尻

東
線
、

み
ど
り

湖
・

東
山
線

で
有
償

実
証
運

行
、

R
5
本
格

運
行

・
R

5
塩

尻
北

部
線
、
広
丘

駅
循

環
線
で

有
償

実
証

運
行

、
R

6
本
格

運
行

経
緯

・
実

証
完

了
後

、
年

間
約

１
億

円
を

目
標

値
に

設
定

（
地

域
振

興
バ

ス
含

む
）

費
用

・
地
方

創
生

推
進

交
付

金
活

用
し

た
補

助
金
等

・
既

存
利

用
者

の
行

動
変

容
を

促
す

た
め

、
半

年
間

は
既

存
路

線
バ

ス
と

実
証

実
験

を
重

複
さ

せ
、
意

向
確

認
の

上
で

本
格

運
行
に

移
行

・
丁

寧
な

地
元

説
明

を
心

掛
け

、
説

明
会

は
地

区
ご

と
に

２
回

ず
つ

実
施

・
タ

ク
シ

ー
事

業
者

と
の

調
整

に
つ

い
て

、
乗

降
ポ

イ
ン

ト
型

の
乗

合
と

す
る

こ
と

で
既

存
タ

ク
シ

ー
と

の
差

別
化

、
平

日
の

運
行

時
間

を
2

0
時

ま
で

と
し

過
剰

に
便

利
に

し
な

い
こ

と
で

民
業

圧
迫

へ
の

配
慮

を
行
っ

た
ほ

か
、

情
報

共
有
を

密
に

し
て

い
る

苦
労
・

工
夫

等

・
日
当
た
り
平
均
約

1
4
0
人
、

2
5
,0

0
0
人
以
上
が
利
用
（

R
5
実
証
実
績
）

・
以
前

の
高

齢
者

利
用

に
加
え
、
生

産
年

齢
人

口
の

利
用
率

が
向

上
導

入
効

果

・
R

6
片

丘
線

で
有
償

実
証

運
行
、

R
7
本

格
運

行
予

定
・

残
り

の
４

路
線

は
キ

ャ
パ

的
に

バ
ス

か
ら

の
転

換
は

難
し

い
が

、
次

期
地
域

公
共

交
通
計

画
（

R
9
～
）
の
策

定
過

程
で

検
討

今
後
の

予
定

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
の
る

ー
と

塩
尻

（
 

Ｉ
オ
ン

デ
マ

ン
ド

バ
ス
）

名
称

・
塩

尻
市

内
の

地
域

振
興

バ
ス

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
）

路
線

休
廃

止
地

区
対

象
地

域

・
ワ

ン
ボ

ッ
ク

ス
タ

イ
プ

車
両

（
乗

客
定

員
８

人
）

５
台

（
土
日

祝
は

４
台

）
・

予
約

に
応

じ
て

市
内

3
1
1
箇

所
の

乗
降

ポ
イ

ン
ト

間
を

運
行

・
毎
日

運
行
（
年

末
年

始
を
除

く
）

・
運

行
時

間
は

平
日

7
～

2
0
時

、
土

 
9
～

2
0
時

、
日

 
9
～

1
8
時

サ
ー
ビ

ス
内

容

・
道
路

運
送

法
第

４
条

の
一
般

乗
合

事
業
（
区

域
運

行
）

・
運
行

業
務

は
市

か
ら

（
一
財

）
塩

尻
市

振
興

公
社

に
委
託

・
公

社
か

ら
デ

マ
ン

ド
シ

ス
テ

ム
は

ネ
ク

ス
ト

・
モ

ビ
リ

テ
ィ

㈱
、

運
転

は
ア

ル
ピ

コ
タ

ク
シ

ー
㈱

、
電

話
予

約
受

付
は

K
A

D
O
（

公
社

が
実

施
す

る
自

営
型

テ
レ

ワ
ー

ク
推

進
事
業
）
に

委
託

運
行
体

制

・
な
し

イ
ン
フ

ラ
側

の
対

応
・

地
域

住
民

全
般

、
来

訪
者
（

会
員

登
録

が
必

要
）

主
な
利

用
者

・
7
㎞

以
下

2
0

0
円

、
7
㎞

超
4

0
0
円

（
7

5
歳

以
上

、
小

中
学

生
、

障
が

い
者

及
び

介
助

者
は

半
額

、
未

就
学

児
は

無
料

）

利
用
料

金

・
ア

プ
リ

（
専

用
ア

プ
リ

、
L

IN
E
）

ま
た

は
電

話
で

配
車

予
約 電

話
：
３

日
前

か
ら
直

前
ま

で
受
付

時
間

9
～

1
7
時

ア
プ

リ
：

３
日

前
か

ら
直

前
ま

で
2
4
時

間
・

料
金

支
払

は
現

金
ま

た
は

地
域

振
興

バ
ス

回
数

 
で

乗
車

時
前

払
い

（
ア

プ
リ

予
約

は
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
登

録
可

）

利
用
方

法

・
電

話
予

約
受

付
の

オ
ペ

レ
ー

タ
を

K
A

D
O
の

地
域

住
民

が
実

施
（

他
の

８
自

 
体

の
電
話

予
約

受
付

業
務

も
受

託
）

特
徴
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長野県塩尻市 

自動運転バス 

  

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
（
自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験
）

名
称

・
塩
尻
市
内
の
中
心
市
街
地
（
予
定
）

対
象
地
域

・
テ

ィ
ア

フ
ォ

ー
製

M
in

ib
u

s
に

よ
る

自
動

運
転

レ
ベ

ル
２

（
R

5
実
証
実
験
）

・
R

6
.1
に
３
ル
ー
ト
計

1
7
便
５
日
間
の
一
般
 
乗
で
の
運
行

実
証
予
定

実
証
実
験

概
要

・
自

動
運

転
の

運
行

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

テ
ィ

ア
フ

ォ
ー
か

ら
地

域
交

通
事

業
者

と
K

A
D

O
に

技
術

移
転

し
、

地
域

人
材
に
よ
る
運
行
を
実
施

実
施
体
制

・
ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
の
整
備

イ
ン
フ
ラ

側
の
対
応

・
高
精
度
３
次
元
地
図
の
作
成
を

K
A

D
O
が
実
施

・
地

域
交

通
事

業
者

と
K

A
D

O
が

自
動

運
転

車
両

運
行

を
担

う

特
徴

・
M

a
a
S
を

地
域

の
D

X
戦

略
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
位

置
づ
け

、
モ

ビ
リ
テ

ィ
関
連

施
策
を

積
極

的
に

実
施

し
て

お
り

、
自
動
運
転
も
そ
の
一
環

・
単
な
る
交
通
利
便
性
向
上
だ

け
で

な
く
、
企
業
集
積
や
教
育
機
会

創
出
な
ど
の
地
域
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
重
視

背
景
・

目
的

・
R

2
.1
自

動
運

転
技

術
の

実
用

化
に

向
け

た
包

括
連

携
協

定
締

結
（
７
者
）

・
R

2
バ

ス
・

タ
ク

シ
ー

で
の

遠
隔

監
視

・
路

車
協

調
等

の
公

道
実

証
実
験

・
R

3
社

会
受

容
性

向
上

（
住

民
 

乗
）

、
イ

ン
フ

ラ
協

調
等

の
公

道
実
証
実
験

・
R

4
社

会
受

容
性

向
上

（
小

学
生

 
乗

）
、

ル
ー

ト
開

発
等

の
公

道
実
証
実
験

・
R

5
予

約
シ

ス
テ

ム
、

遠
隔

監
視

、
信

号
連

携
等

の
公

道
実

証
実

験

経
緯

・
―

費
用

・
地
方
創
生
推
進
交
付
金

・
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
交
付
金

・
未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
及
び
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
導
入
支
援
事

業
・

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

（
自

動
運

転
実

証
調

査
事

業
）

活
用
し
た
補

助
金
等

・
高
精
度
３
次
元
地
図
の
作
成
な
ど
へ
の

地
域
住
民
の
参
画
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
出
前
授
業
等
に
よ
る
社
会
受
容
性
の
向
上

・
地
域
に
入
っ
て
課
題
解
決
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る

信
頼
で

き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
組
む
こ
と
が
重
要

苦
労
・
工
夫

等

・
自
動
運
転
に
よ
る
安
全
・
安

心
の

確
保
と
運
転
手
の
担
い
手
不
足

解
消
を

期
待

・
地
域
の
雇
用
創
出
や
学
習
機
会
の
創
造
を
期
待

・
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
他
分
野
連
携
に
よ
る

新
た
な
移
動
創
出

を
期
待

導
入
効
果

・
R

7
に
地
域
実
装
を
予
定

・
自
動
運
転
レ
ベ
ル
４
運
行
を
実
施
す
る
と
と
も
に

、
レ
ベ
ル
２
運

行
も

並
行

し
な
が

ら
持
続

可
能

な
自
動

運
転
サ

ー
ビ

ス
の
確

立
を

目
指
す

今
後
の
予
定

出
典
：
塩
尻
 
塩
尻

M
aa

S 
 
 
 
 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
it

y.
sh

io
jir

i.l
g.

jp
/s

o
sh

ik
i/

1
0

/3
4

8
5

.h
tm

l

実
証
実
験
 
 
 
 
た
 
マ
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(2
0

2
2
年
 

)

出
典
：
塩
尻
 
提
 
資
料
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長野県塩尻市 

塩尻 MaaS 

  

・
塩
尻

M
a

a
S

名
称

※
塩

尻
M

a
a

S
は

、
特

定
の

ア
プ

リ
や

サ
ー

ビ
ス

を
指

す
の

で
は

な
く

、
交

通
D

X
に

係
る

施
策

全
般

を
総

称
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
呼
称

・
 

Ｉ
オ

ン
デ
マ

ン
ド

バ
ス

「
の

る
ー

と
塩

尻
」

（
実
装

済
）

・
M

a
a

S
ア
プ
リ

・
自
動
運
転

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
な
ど

サ
ー
ビ
ス
内
容

・
地
域
住
民

、
来
訪
者

利
用
対
象
者

・
 

利
用
方
法

・
 

対
象
と
な
る

交
通
モ
ー
ド

・
 

交
通
以
外
の

サ
ー
ビ
ス

・
 

特
徴

M
a

a
S
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
免

許
返

納
者

な
ど

の
移

動
困

難
者

や
観

光
な

ど
来

訪
者

の
移

動
手

段
の

確
保

な
ど

の
様

々
ニ

ー
ズ

や
課

題
に

応
え

、
よ

り
暮

ら
し

が
便
利

に
な

る
公

共
交

通
の

実
現

を
目

指
し

て
R

2
に

ス
タ

ー
ト

背
景
・
目
的

・
R

2
自
動
運
転
実
証
実
験
、
 
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
実
証
実
験

・
R

3
自

動
運

転
実

証
実

験
、

 
Ｉ

オ
ン

デ
マ

ン
ド

バ
ス

実
証

実
験

・
実

装
、

M
a
a

S
ダ

ッ
シ

ュ
ボ

ー
ド

実
証

実
験

、
広

域
連

携
M

a
a

S
ア
プ
リ
実
証
実
験

・
R

4
自

動
運

転
実

証
実

験
験

、
M

a
a

S
ダ

ッ
シ

ュ
ボ

ー
ド

実
証

実
験

、
広

域
連

携
M

a
a

S
ア

プ
リ

実
証

実
験

、
リ

テ
ー

ル
（

買
物

支
援

）
M

a
a

S
実
証
実
験

・
R

5
自

動
運

転
実

証
実

験
、

M
a

a
S
ア

プ
リ

・
ダ

ッ
シ

ュ
ボ

ー
ド

構
築

経
緯

・
―

費
用

・
地
方
創
生
推
進
交
付
金

・
地
域
新

M
a
a

S
創
出
推
進
事
業

・
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
計
画
策
定
支
援
事
業

活
用
し
た
補

助
金
等

・
M

a
a

S
ア

プ
リ

に
つ

い
て

は
、

ユ
ー

ザ
ー

を
増

加
さ

せ
る

と
と

も
に

自
 

体
と

交
通

事
業

者
が

連
携

し
、

地
域

公
共

交
通

の
課

題
解
決
に
向
け
た
仕
組

み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

・
医

療
連

携
を

検
討

し
た

が
、

デ
ー

タ
連

携
基

盤
が

必
須

で
あ

り
実
現
し
て
い
な
い

・
移

動
販

売
に

よ
る

買
物

支
援

は
ニ

ー
ズ

が
少

な
く

事
業

性
に

課
題
が
あ
っ
た

苦
労
・
工
夫

等

・
自

 
体

主
導

の
M

a
a

S
ア

プ
リ

構
築

が
地

域
公

共
交

通
の

課
題

解
決

、
持

続
可

能
な

公
共

交
通

に
向

け
た

最
適

化
に

つ
な

が
る

こ
と
を
期
待

導
入
効
果

・
地

域
振

興
バ

ス
「

す
て

っ
ぷ

く
ん

」
・

「
の

る
ー

と
塩

尻
」

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

導
入
を
検
討

今
後
の
予
定

出
典
：
塩
尻
 
先
端
産
業
振
興
室
／
塩
尻
 
振
興
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愛知県日進市 

 

  

愛
知
県
日
進
市
（
中
小
都
市
）

地
域
の
概
要

 
 
  
 
 
人
（
 
 
  
  
現
在
）

人
口

 
 
  
 
㎢

面
積

自
動
運
転
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

取
組
の
概
要

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
（
自
動
運
転

バ
ス
の
実
証
実
験
）

名
称

・
日
進
市
役
所

～
日
進
駅
を
循
環

対
象
地
域

・
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  
  
 
社
（
旧
 
 
 
 
 

社
）

製
自
動
運
転

バ
ス

「
 
 
 
 
（

ア
ル

マ
）
」
 
台

、
定

員
：
 
 
人

・
自
動
運
転
レ

ベ
ル
 
、
時
速
 
 
 
 
  
で
運

行
（
 
日
 
便
）

・
 
  

 
 
で
障
害
物
を
検
知
し
、
人
工
衛
星

と
通
信
し
、
自

 
位

置
を
把
握
し

な
が

ら
走
行

実
証
実
験

概
要

・
日
進
市
：
全

体
統

括
・
 
 
 
 
 
 
（
株
）
：
自
動
運
転
バ

ス
実
装
に
係
る
企

画
立

案
・
運
行
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

運
営
に

係
る
事
務
局
活
動
、

収
益
面
・
技
術
面
・
社
会
的
受
容
面
の
検
証

・
名
鉄
バ
ス
（
株
）

：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
に
関
す

る
運

行
情

報
提

供
、
自
動
運
転
バ
ス
の

運
行
業
務

・
（

株
）

セ
ネ
ッ
ク
：

 
 
 
 
 
 
の
運
行
管
理

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
使
用

し
た
遠
隔
監
視

・
（
株
）
マ
ク
ニ
カ
：
自
動
運
転
バ
ス
 
 
 
 
の
導
入
・
改

造
、
メ

ン
テ

ン
ナ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

の
提
供
、
自
動
運
転
技

術
支

援
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

・
名
城
大
学
：

日
進
市
で
の
新
た

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

サ
ー

ビ
ス

の
導
入
検
討
に
お
け
る
地
域
特
性
に
 
し
た
導
入
モ
デ
ル

の
検
証

実
施
体
制

・
特
に
な
し

イ
ン
フ
ラ

側
の
対
応

・
地
域
住
民

特
徴

・
 
 
年
 
月
に
策
定
し
た
「
日
進
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
実

現
を

目
指
す
中

、
新
た
な

交
通
手
段
の
確
立

や
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の

実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
フ
ラ
ン
ス

製
電
気
自
動
車

を
使
用
し
た
自
動
運
転
バ
ス
の
公
道
実
走
実
験

を
実

施

背
景

・
目
的

・
 
 
  
 
  
 

自
動
運
転
バ
ス
の

実
証
実
験
を
実

施
す
る
た
め
の

コ
ン
ソ
ー
シ
ム
を

設
立

（
構
成

メ
ン
バ
ー
は

、
日

進
市

、
 
 
 
 
 
 
（

株
）

、
名
鉄

バ
ス

（
株

）
、

（
株

）
セ
ネ
ッ
ク

、
（
株
）
マ
ク
ニ
カ
、
名
城
大
学

の
６
者
）

・
 
 
年
度
実
証
実
験

：
自
動
運
転

レ
ベ
ル
２
で

自
動
運
バ
ス
を

運
行

第
 
期
：
 
 
  
  
 
～
 
  
 

月
～
金
で
運
行

第
 
期
：
 
 
  
  
～
 
 
 
日
火
～
土
で
運
行

第
 
期
：
 
 
  
  
 
～
 
  
 

木
～
土
で
運
行

・
 
 
年
度
実
証
実
験

：
信
号
機

と
自
動
運
転
バ

ス
が
通
信
に
よ

り
連
携
す

る
信
号
協
調
を
検

証
。
運
行
ル
ー
ト

拡
大

第
 
期
：
 
 
  
  
 
～
 
  
 

木
、
金
で
運
行

第
 
期
：
 
 
  
  
～
当
分
の
間

火
～
土
で
運
行

・
 
 
年
度
実
証
実
験

：
Ｒ
 
年
度

か
ら
引
き
続
き
火

～
土
で
運
行

経
緯

・
 

費
用

・
国

土
交

通
省
 
 
年
度

「
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

費
補
助
金
（
自
動
運
転
実
証
実
験
調
査
）
」

活
用
し
た
補
助

金
等

・
 

苦
労
・
工
夫
等

・
 

導
入
効
果

・
イ
ン
フ
ラ

連
携
を
行
う
こ
と
で
レ
ベ
ル
 
運
行
を

目
指
す

・
自
動
運
転

バ
ス
に
関
す
る
有

償
視

察
ツ
ア
ー
や

車
体
広
告
等
の

企
画

を
検
討
し
、
定
常
運
行
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

今
後

の
予
定

出
典
：
出
典
：
日
進
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滋賀県東近江市 

 

  

 
近
 
 
道
 
駅
「
 
 
源
 
 
 
 
 
」
 
拠
点
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
  
 
  
  
 
  
 
   
 
  
  
  
  
 
  
  
  
  
 
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
 

  
  
  
  
 
 

滋
賀
県
東
近
江
市
（
中
小
都
市
）

地
域
の
概
要

 
 
  
 
 
 
人
（
 
 
  
 
  
現
在
）

人
口

 
 
 
  
 
㎢

面
積

自
動
運
転
カ
ー
ト

取
組
の
概
要

・
中

山
間

地
域
に
お
け
る

生
活
交
通
の

確
保

背
景
 
目
 

・
 
 
 
  
 
  
 
～
 
 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
タ
イ
プ

車
両
と
、
 
 
 
及

び
道

路
に
埋
設

し
た
磁
気
マ
ー
カ
ー
を

用
い
た

 
日
間
の
短
期
実
験

を
実

施
（
レ
ベ
ル
 
、
レ
ベ
ル
 
）

・
 
 
  
 
～
 
 

ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
型
車
両
と
、
道
路
に
電
磁
誘
導
線
を

埋
設
し
、
 
 
日
間
の
長
期
実
験

を
実
施

・
 
 
  
  
 
～
本
格
運
行
開
始

（
年
末
年
始
及

び
 
の

影
響
で
 
 
は

運
行
休
止
）

 
 

・
 

費
 

・
戦
略
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
 
  

）
自
動
走
行

シ
ス
テ
ム

 
 
 
た
補

助
金
 

・
安

全
性
を
確
保
し
な
が
ら

持
続
し
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り

・
 
 
 
年

の
実
証
実
験
で
は
、
走
行
ル
ー
ト
の

一
部
で
電
波
状
況

が
悪

く
、
位
置
情
報
や
カ
メ
ラ
画
像

の
途
切
れ
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

通
信
キ
ャ
リ
ア
や

通
信
装
置

の
変
更
を
検
討
。
 
 
年

の
実
証
実
験
で

は
、
電
磁
誘
導
線

を
道
路

に
埋
設

 
 
 
 
 

 

・
 

導
入
効
果

・
 

 
後
 
予
 

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
道
の
駅
「
奥
永
源
寺
 
流

の
 
」
を
拠
点

と
し
た

自
動
運

転
サ
ー
ビ
ス
奥
永
源
寺
「
け
い
流

カ
ー
」

名
 

・
道
の
駅
「
奥
永
源
寺
 
流
の
 
」
～
日
 
神
社
前
～
 
和

田
上
～
 
葉
尾
口

～
 
葉
尾
～
 

子
 

口
入
口
（
往
復
約

 
  
 
 
）

 
象
地
域

・
自
動
運
転

カ
ー
ト
（
レ
ベ
ル
 
）

・
ヤ
マ
ハ
発
動
機
（
株
）
製
 
台
導
入

・
定
員
 
人

・
走
行
速
度
 
 
 
 
  

・
運
行
日
は

毎
週
水
・
土
・
日

の
 
日
間
（
 
 
は

運
休
）

 
 
ビ
 

 
容

・
事
業
主
体

：
東
近
江
市

都
市

整
備

部
公

共
交

通
政

策
課

・
乗
車
予
約
：
奥
永
源
寺
地
域
自
動
運
転
事
務
局

・
交
通
事
業
者
協
力
型
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

 
 
体
制

・
運
行
ル
ー
ト

上
に
電
磁
誘
導
線

を
敷
設

・
走
行
ル
ー
ト

上
に
障
害
物
等

が
あ
る
と
、
運
行
の
妨
げ
に

な
り
自
動
運
転

が
行
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
一
般

車
両
や
地
域
住
民

へ
自
動
運
転
車
両

が
走
行
す
る
こ
と
を

周
知
す
る
看
板

を
設
置
し
て
協
力

を
呼

び
か
け
て
い
る

 
 
 
 

 
 
 
 

・
地
域
住
民
、
来
訪
者

主
な
 
 

者
・
 
 
 
円
／
回
（
片
道
）
、
 
 
 
円
／
回
（
往
復
）
、
回
数
 

（
 
 
）
 
 
 
円
、
定
期
 
（
 
カ
月
）
 
  
 
 
円
、
荷
物
輸

送
 
 
 
円
／
回

 
 
料
金

・
乗
車
予
約
先

：
奥
永
源
寺
地
域
自
動
運
転
事
務
局

 
 
 
 

・
高
齢
者
の

送
迎

・
観
光
客
の
利
用
（
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
等
）

・
農
作
物
や

日
用
品
等
配
送

特
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北海道上士幌町 

 

  

出
典
：
上
 
 
 

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  

  
 
  
 
  
  
 
 

 
 
  
  
  
  
  
  

北
海
道
河
東
 
上
士
幌
町
（
町
村
）

地
域
 
 
 

 
  
 
 
人
（
 
 
  
 
 末

現
在
）

人
 

 
 
 
  
 
㎢

面
積

自
動
運
転
バ
ス

 
 
 
 
 

・
進
行
す

る
少
子
高
齢
化

に
よ
っ
て

生
じ
る
公
共
交
通

の
課
題

に
、

  
 
を
活

用
し
て
対
応
す
る
た
め
の

手
段
と

し
て
、
自
動
運
転

バ
ス

を
投
入

・
自
動
運
転

バ
ス
の
運
行
開
始

に
伴
い
住
民
の
外
出
機
会

を
創
出
し
、

地
域
活
性
化

や
健
康
増
進
に
つ
な
げ
て
い
く

背
景
 
目
 

・
 
 
 
  
 

北
海

道
初
と
な
る

公
道
で
の
自
動
運
転

バ
ス
実
証
実
験

・
 
 
 
  
 

自
動

運
転
バ
ス
実
証
実
験

と
住
民
 
乗

・
 
 
  
 

日
本
初
の
公

道
に
お
け
る
貨
客
混
載

で
の
自
動
運
転

バ
ス

実
証
実
験

・
 
 
  
 

 
 
間
の
公
道

に
お
け
る
自
動
運
転

バ
ス
実
証
実
験

・
 
 
  
 

自
動
運
転
レ
ベ
ル
 
で
の
定
常
運
行

を
開
始

 
 

・
 

費
 

・
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金
（
自

動
運

転
実

証
調

査
事
業
）

 
 
 
た
補

助
金
 

・
 

 
 
 
 
 

 

・
移
動
の

利
便
性
向
上
、
地
域
公
共
交
通

に
関
す
る

課
題
解
決
へ
の
寄

与
が
見
込
め
る

導
入
効
果

・
 
 
年
度
中
に

自
動
運
転
レ
ベ
ル
 
か
ら
レ
ベ
ル
 
で
の
運
行
に
移
行

し
て
、
市
街
地
で

の
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の

実
用
化

を
目
指
す
（
移

行
当
初

は
信
号
が
あ
る
交

差
点
に
お
い
て
レ
ベ
ル 

運
行
）

・
高
密
度

な
ル
ー
ト
と
バ
ス

停
を
設
け
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

運
行
や
貨

客
混
載
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
移
動
が

可
能

・
こ
れ
に
よ
り
「
経
済
の
活
性
化
」
「
財
政
負
担
の
軽

減
」
「
外
出
機

会
の
創
出
」
を
目
指
す

 
後
 
予
 

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
自
動
運
転
バ
ス
「
か
み
し
ほ
ろ
ア
ル
マ
」

名
 

・
道
の
駅
循
環
線

：
町
役
場
や

病
院

、
道
の
駅

、
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
主
要
施
設
を
結
ぶ
 
周
約
 
  
 
 
の

ル
ー
ト
を
定
期
運
行

・
西
団
地
・
北
団
地
循
環
線

：
 
 
  
よ

り
追
加

 
象
地
域

・
定
常
運
行

・
道
の
駅
循
環
線
：
月

・
木

（
 
日
 
便

）
、

土
（
 
日
 

便
）

・
西
団
地
・
北
団
地
循
環
線

：
月
・
木
（
 
日
 
便
）

 
 
ビ
 
 

容

・
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  
  
 
社

（
旧

 
 
 
 
 社

）
製
自
動
運
転
バ
ス
「
 
 
 
 
」
 
台

・
オ
ペ
レ
ー
タ
 
名

が
車
両
に
乗
車
す
る

自
動
運
転

レ
ベ

ル
 

・
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

運
営
す
る
地

域
交

通
事

業
者

が
自
動
運
転
バ
ス
の

運
行
業
務
を

担
う

・
遠
隔
監
視
者

 
名

（
茨
城
県
境
町

の
遠

隔
監

視
セ
ン

タ
ー
）

 
 
体
制

・
な
し

 
 
 
 
 

 
 
 

・
地
域
住
民
全
般
、
来
訪
者

主
な
 
 
者

・
無
料

 
 
料
金

・
予
約
不
要
、
バ
ス

停
で
乗
車

 
 
 
 

・
バ

ス
に
接
続
し
た
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
 
ー
ム

機
 
 
 
 

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で

緊
急
停
止
や
車

庫
入
れ
の
手
動

操
作

が
可
能
。
設
定
ル

ー
ト
上
で
の
操
作

は
不
要

特
 

出
典
：
上
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
期
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秋田県上小阿仁村 

 

  

秋
田
県
北
秋
田
 
上
小
阿
仁
村
（
町
村
）

地
域
 
 
 

 
  
 
 
人
（
 
 
  
末
現
在
）

人
 

 
 
 
  
 
㎢

面
積

自
動
運
転
カ
ー
ト

 
 
 
 
 

・
国
土
交
通
省

で
は

、
高
齢
化
が
進

行
す
る

中
山
間
地
域
に

お
け

る
生
活

の
足
の
確
保
等
の
た
め
、
「
道
の
駅
」
を
拠
点
と

し
た
自
動
運

転
サ

ー
ビ

ス
の
実
証
実
験

を
 
 
 
年
度
よ
り
全

国
で
実
施

・
技
術
面
や

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
等
に
関
す
る
実
験
結
果

を
踏
ま
え

、
 
 
年
 
 
月
よ
り
道
の
駅

「
か
み
こ
あ
に
」
を
拠
点
と
し
た

自
動
運

転
サ

ー
ビ

ス
を
本
格
導
入

背
景
 
目
 

・
 
 
 
  
 
  
～
 
 
 
  
  
の
 
 
日
間
で
自
動
運
転

サ
ー
ビ
ス
の
実
証

実
験

を
実
施

・
 
 
  
 
  
 
～
サ
ー
ビ
ス

開
始

・
 
 
  
 
～
運
行
休
止

・
 
 
  
  
～
自
動
運
転
サ

ー
ビ

ス
再
開

 
 

・
 

費
 

・
戦
略
的
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
 
  

）
自
動
走
行

シ
ス
テ
ム

 
 
 
た
補

助
金
 

・
 

 
 
 
 
 

 
・
 

導
入
効
果

・
 
 
年

度
、
特
定
の
条
件

の
も
と
で
運
転
手

が
不
要
と
な
る
レ
ベ
ル

４
の

実
証
実
験
を
行
う
予
定

 
後
 
予
 

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
自
動
運
転

サ
ー
ビ
ス
「
こ
あ
に
カ
ー
」

名
 

・
道
の
駅
「
か
み
こ
あ
に
」
を
拠
点
と
し
た

各
集
落
を
結
ぶ

ル
ー
ト

小
 
田
・
 
川
ル
ー
ト
：
往

復
 
㎞
  
 
分

小
 
田
・
福
 
ル
ー
ト
：
往

復
 
㎞
  
 
分

小
 
田
周
回

ル
ー
ト
：
往
復
 
  
㎞
  
 
分

・
小
 
田
・
 
川
ル
ー
ト
を
定
期
便
と
し
て
 
前
 
便
 
後
 

便
運
行
し
、
そ
の

他
路
線
は
デ
マ
ン
ド

便
と
し
て
運

行

 
象
地
域

・
道
の
駅
「
か
み
こ
あ
に
」
を
拠
点
と
し
た

自
動
運
転
サ
ー

ビ
ス
（
レ
ベ
ル
 
）

・
使
用
車
両

は
、

ヤ
マ
ハ

発
動
機

（
株

）
製
カ
ー
ト

（
定

員
：
 
人
）
 
台
を
導
入

・
速
度
 
 
 
 
  
程
度

で
走
行

 
 
ビ
 

 
容

・
運
営
主
体

：
 
 
 
法
人
上
小
阿
仁
移
動

サ
ー
ビ
ス

協
会

・
運
転
手
：
地
元
の
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

対
応
（
走
行
中

は
乗
車
す
る
が
ハ
ン
ド
ル

等
は
操

作
せ
ず

運
行
を
監

視）

 
 
体
制

・
電
磁
誘
導
線
を
道
路
に
埋
設

 
 
 
 

 
 
 
 

・
地
域
住
民
全
般
、
来
訪
者

主
な
 
 

者
・
運
賃
・
輸
送
料
：
 
 
 
円
／
回

 
運
送
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は
着
手
時
期
調
整
中

 
 
料
金

・
定
期
便
：

 
前
 
便

 
後
 
便

・
デ
マ
ン
ド

：
定
期
便
の
 
間

の
時
間

・
乗
車
の
予
約

や
問
い
合
わ
せ

等
の
 
口
：
か
み
こ
あ
に

観
光
物
産
（
株
）
（
道
の
駅
を
運
営
）

 
 
 
 

・
長
期
実
証
実
験

で
は
、
 
 
地
帯
で

あ
る
上
小
阿
仁
村
走

行
で
、
路
 
の

 
 
に
よ
る
自
動
運
転

へ
の
影
響
を

検
証

・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

車
内
映
像

や
位
置
情
報
に
よ
り
、
道
の

駅
の
情
報
提
供
施
設
内

に
あ
る
運

行
管

理
セ
ン
タ
ー
で

運
行
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

特
 

出
典
：
道
 
駅
 
み
 
 
 

 
 
 
 
 
 
ビ
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茨城県境町 

自動運転バス 

  

茨
城
県
 
島
 
境
町
（
町
村
）

地
域
の
概
要

 
 
  
 
 
人
（
 
 
  
  
現
在
）

人
口

 
 
  
 
㎢

面
積

自
動
運
転
バ
ス
、
医
療
 
 
 
 
、
行
政
 
 
 
 

取
組
の
概
要

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

・
自
動
運
転

バ
ス

名
称

・
第
 
期
ル
ー
ト

（
町
内
循
環

）
道
の

駅
さ
か
い

～
 
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
第
 
期
ル
ー
ト

（
高
速
バ

ス
連
結

）
道
の
駅
さ
か
い
～

高
速
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

対
象
地
域

・
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  
  
 
社
（
旧
 
 
 
 
 社

）
製

自
動
運
転
バ
ス
（
レ
ベ
ル
 
）
「
 
 
 
 
」
 
台
を
導
入
（
同
時
に

 
台
を
運
行

し
、
そ
の
間
に
他
 
台
の
充
電
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

等
を

行
う
）
し
、
生
活
路
線
バ
ス
と
し
て

定
時
・
定

路
線
で
運
行

・
乗
車
定
員

：
 
 
人
（
オ
ペ
レ
ー
タ

除
く
乗
客
定
員
）

・
運
行
時
間

：
 
：
 
 
～
 
 
：
 
 

・
便
数
：
 
 
便

・
停
留
所

：
 
 
か
所

サ
ー
ビ
ス

内
容

・
 
 
 
 
 
 
（
株
）
：
自
動
運
転

バ
ス
の

運
行
管
理
、
実
用
化

プ
ロ

デ
ュ
ー
ス

・
（
株
）
マ
ク
ニ
カ
：
車

両
の
輸
入
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

・
 
 
 
 
は
ハ
ン
ド
ル
が
な
く
、
操
作
は
 
ー
ム

機
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
で
行

う
。
 
 
 
 
を
操
作
す
る
た
め
に
は
、
自
動
車
免
許
証

（
中
型
以
上
）
と
 
 
 
 
 社

認
定
オ
ペ
レ
ー
タ

資
格
が
必

要

運
行
体
制

・
特
に

な
し

イ
ン
フ
ラ

側
の
対
応

・
地
域
住
民
、
来
訪
者

主
な

利
用
者

・
無
料

利
用
料
金

・
予
約
不
要
、
バ
ス
停
で

乗
車

利
用
方
法

・
自
動
運
転
バ
ス
の
運
行
ル

ー
ト

を
設
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
 住

民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
実
施
し
た
他
 町

内
の
人
流
デ
ー
タ
を

解
析
し
 定

量
的
に
人

の
密
集
度
が
高
い

地
点
を
結
ぶ
形
で

ル
ー

ト
を
設
計

・
人
流
解
析
技
術

を
用

い
て
エ
リ
ア

内
の

実
勢
速
度

を
計
測

し
 

 
 
 
 
  
の
低
速
自
動
運
転

バ
ス
が

運
行
し
て
も
他
の

交
通
に
影
響

を
与
え
な
い

経
路
を
設
定

特
徴

出
典
：
境
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・
境
町
は
鉄
道
路
線

が
な
く
自
動
車

が
地
域
住
民
の
交

通
手

段
を
支
え
て
い

る
・

路
線
バ
ス
は
あ
る
も
の
の

地
域

内
の

公
共
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
弱

く
、

住
民

の
高
齢
化
が
進
ん
で
も
自
動
車
を
利
用
し
な
い
と
移
動
手
段
が
な
く、

な
か

な
か
高
齢
者

も
運
転
免
許
の

返
納
が
で
き
な
い

背
景
・

目
的

・
 
 
  
 
  
 

町
長

が
東
北
で
自
動
運
転

バ
ス
を
走
ら

せ
て

い
る
記
事

を
ヤ

フ
ー
で
発
見

・
 
 
 
 
 
  
 

 
 
ド
ラ
イ
ブ
（
現
 
 
 
 
 
 
）
佐
 
社
長
と

面
談

・
 
 
  
  

町
議
会
で
自
動
運
転
バ
ス
導
入
の
予
算
承
認

・
 
 
 
 
  
 

町
民

 
乗

会
・
 
 
  
 
  
 
～

町
内
で
の

走
行
を
開
始

経
緯

・
ふ
る
さ
と
納
税
と

補
助
金
を
活
用

し
て

、
町
の
持
ち
出

し
は
ゼ
ロ
に
な
る

境
町
モ
デ
ル
に
よ
る
運
営
方
式

費
用

・
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
デ
ジ
タ
ル
実
装
 
 
 
 
 
）

活
用
し

た
補

助
金
等

・
自

動
運

転
バ
ス
と
い
う
デ
ジ
タ
ル

技
術

を
実
社
会
に

 
 
さ
せ
る
た
め
に

、
導
入
当
初
は
ア
ナ
ロ
グ
な
活
動
を
徹
底
し
た
（
乗
車
体
験
会
、
沿
線
に
ビ
ラ

配
布
、
グ
ッ
ズ
の
配
布
等
）
。
ま
た
 車

両
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
 町

出
身
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
共
創
や
 デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
 地

域
住

民
を
巻
き
込

ん
で
受
容
性
の

向
上
に

取
り
組
ん

だ
・

地
道

な
広
報
活
動
の
結

果
、

町
民

か
ら
も

自
動
運
転
バ
ス
の

導
入
に
理

解
・
協
力
を

得
た
（
バ
ス
停

の
敷
地

の
提
供
や
、
路
上
駐
車
の
減

少
な
ど
）

・
官
民
連
携
事
業
の
た
め

、
民
間
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
独
自
で
開
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
が
多

く
、
多
く
の
自
 
体

は
、
ネ
ッ
ク
に
な
る
の
で

は
と
感
じ
る
。
ま
た
、
こ
の
 
 
化
に

参
加
す
る

住
民
の
多
く
は
、
高
齢
者

で
あ
り
、
今
後
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

普
及
、
デ
ジ
タ
ル

通
貨
の
普
及

な
ど
、
課
題
は
多
い

苦
労
・

工
夫

等

・
自
動
運
転
バ
ス
 
台

の
 
年
間
導
入
予
算

は
 
  
億

円
で
あ
る
が
 運

行
開
始

か
ら
 
年
半
で

総
額
 
  
億
円
の
経
済
効
果

が
生
み
出

さ
れ
て
い
る

・
内

訳
は
 国

の
補
助
金

や
寄
付
な
ど
の

直
接

的
な
効
果
で
 
  
億
円
 広

告
効

果
や
消
費
拡
大

な
ど
の
間
接
的

な
効
果

で
 
  
億
円

導
入
効
果

・
さ
ら
な
る
利
用
促
進
の
取
組
み
と
し
て
 
  

 
を
活
用
し
た
自
動
運
転
バ
ス

の
予
約
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
た
他
 ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
持
っ
て
い
な
い

利
用
者
向
け
に
バ
ス
停

か
ら
予
約
が
で
き
る
ス
マ
ー
ト
バ
ス

停
の
実
証
実
験も

実
施

・
加

え
て
 車

両
へ
の

顔
認
証
デ
バ
イ
ス
を

設
置

し
 乗

客
数
を
カ
ウ
ン
ト
す

る
取
組
み
も
実
施

今
後
の
予
定

導
入
の
目
的
・
効
果
等

出
典
：
境
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茨城県境町 

MaaS 

  

・
医
療
 
 
 
 

・
行
政
 
 
 
 

名
称

 
医
療
 
 
 
 
 

・
医
療
機
器

な
ど
を
搭
載

し
た
専
用
車
両

に
看
護
師
が
乗

車
し
、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
な

ど
を
巡
回

・
車
内
で

看
護
師
が
受
診
者

の
目
の

画
像
撮
影

（
静
止

画
・
動
画
）
や

 
折
検
査
、
問
診
を
行
い
、
そ
の
デ
ー

タ
を
 
科
医

に
共
有

・
 
科
医

が
デ
ー
タ
を
確

認
し
て
結
果

を
出

し
た
後
、
保

健
セ
ン
タ
ー
が

検
査
結
果
を

受
診
者
に
郵
送

で
通
知
し
、

異
常
が
見

つ
か
っ
た
方
に
は

 
科
の
受
診
を

 
 

 
行
政
 
 
 
 
 

・
専
用
車
両

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

巡
回

・
車
内

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
受

け
付
け
や
各

種
証
明
書

の
発
行
、
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
な
ど
を

行
う

サ
ー
ビ
ス
内
容

・
境
町
の
住

民
利
用
対
象
者

・
 

利
用
方
法

・
 
 
 
 
 
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク

車
両

対
象

と
な
る

交
通

モ
ー
ド

・
 

交
通
以
外

の
サ
ー
ビ
ス

・
 

特
徴

 
 
 
 
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

 
医

療
 
 
 
 
 

・
町
内
に
 

科
医

院
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
混
雑
に
よ
り

検
査
や
診

療
ま
で
の
待
ち
時
間
が
長
い
と
い
う

課
題
が
あ
る

・
目
の
病
気

に
は
初
期
に
自
覚
症
状

を
感
じ
に
く
い
も
の
も

多
く
、

 
者
が
 
み
な
ど
を

感
じ
て
病
院
に

行
く
と
、
想
定
以
上
に
深

刻
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

散
見

さ
れ
る

・
病
気
を
早

期
発

見
し
、
町
民
の
健
康
 
命

を
延
ば
す
た
め
の

取
り

組
み
を
進
め
て
お
り

、
新
た

に
医
療
 
 
 
 
の
取
り
組
み
と
し
て

、
車

内
で
 
科
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査

な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ

た
 
行

政
 
 
 
 
 

・
 
 
 
 
年
 
月
時
点
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
率
が
約
 
 
 
と

低
く
、
県
内
で

も
下
位
と
い
う
課

題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
申
請

率
の
向
上
を
目

指
し
、
 
 
 
 
 
の
「
マ

ル
チ

タ
ス

ク
車
両
」
を

活
用
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
受
け
付
け
業

務
を 

 
年

 
 
月
～
 
 
年
 
月

に
実
施
し
た

背
景
・
目
的

・
 
 
  
導
入

経
緯

・
 

費
用

・
 

活
用
し
た
補

助
金
等

・
苦
労
・
工
夫

等
 
行

政
 
 
 
 
 

・
境
町
は

 
 
年
 
月

時
点
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請

率
が
約

 
 
 
と

低
く
、
県

内
で
も
下
位
と
い
う

課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

申
請

率
の
向
上
を
目

指
し

、
 
 
 
 
 
の

「
マ
ル
チ
タ
ス
ク

車
両
」
を
活
用

し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請

受
け
付
け
業

務
を
 
 
年
 
 
月
～
 
 
年
 
月
に
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
申

請
率
が

 
 
％
以
上
に
向
上
す
る
と
い
う

成
果
が
あ
っ
た

導
入
効
果

 
医

療
 
 
 
 
 

・
 
 
 
 
年

度
以

降
は
 
科
以
外
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
も

対
応

し
て
い
く
予
定

今
後
の
予
定

出
典
：
境
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和歌山県太地町 

 

  

和
歌
山
県
東
 
 
 
太
地
町
（
町
村
）

地
域

の
概

要
 
  
 
 
人
（
 
 
  
末

現
在
）

人
口

 
  
 
㎢

面
積

自
動

運
転
カ
ー
ト

取
組
の
概

要

・
道

路
幅

が
狭

く
町

営
バ

ス
が

入
れ

な
い

地
域

へ
の

運
行
を

 
望

す
る

声
が

多
数

あ
り
、
町

の
方

針
で

あ
る
「
ス

ロ
ー

な
ま

ち
」
に

合
致

す
る

方
式

と
し

て
導

入

背
景

・
目

的

・
 
 
内

閣
府

未
来

技
術

社
会

実
装

事
業

に
採

択
・
 
 
  
～
 
に
自
動
運
転
レ

ベ
ル
２
の
実
証
実
験
、
 
 
月
か

ら
実
装

経
緯

・
総

事
業

費
は

約
 
  
 
 
万

円
  
 
 （

運
行

経
費

を
含

む
）

・
運

行
経

費
は

年
間

約
 
  
 
 
万

円
 
２

台
分

費
用

・
デ

ジ
タ

ル
田

園
都

市
国

家
構

想
交

付
金

（
デ

ジ
タ

ル
実

装
タ

イ
プ

 
 
 
 
 
）

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
 

症
対

応
地

方
創

生
 

時
交

付
金

・
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

活
用

し
た

補
助

金
等

・
検

討
の

着
手

段
階

か
ら

和
歌

山
県

県
土

整
備

部
や

国
土

交
通

省
国

道
事

務
所

の
協

力
が

得
ら

れ
た

・
町
内
に

は
民
間
の
交
通
事
業
者
が
な
い

こ
と

か
ら
導
入
が
し
や
す

か
っ

た

苦
労

・
工

夫
等

・
月

間
の

利
用

者
数

は
約
 
 
 
人

で
順

調
に

増
加

・
高

齢
者
の

外
出

機
会

創
出

に
寄

与
・
狭

隘
な

道
路

事
情

を
考

え
る

と
手

動
よ

り
は

自
動

の
方

が
擦

っ
た

り
し
な
い

導
入

効
果

・
第

２
期

は
昭

和
 
 
年

代
に

造
成

し
た

住
宅

地
を

中
心

に
多

目
的

セ
ン

タ
ー
、
 

科
医

院
、
診

療
所
、
ス

ー
パ

ー
、
役

場
を

巡
回

す
る

ル
ー

ト
で
 
 
に

導
入

予
定

（
 
 
 
  
  
 
運

行
開

始
）
。

イ
ン

フ
ラ

側
は

整
備
済

み
だ
が
、
車
両
（
３
台
。
う
ち
１
台
は
予
備
車
）
の
納
入
待

ち
で
、
会

計
年

度
任

用
職

員
も

新
規

 
集

予
定

・
第

３
期

は
 
 
の

運
行

が
目

標
の

太
地

駅
と

道
の

駅
等

を
結

ぶ
ル

ー
ト

と
、
町

南
東

部
の

高
台

の
平

見
地

区
（
時

期
未

定
）
を

予
定

・
町

全
体

で
カ

ー
ト

を
走

ら
せ

た
い

が
、
自

動
運

転
の

レ
ベ

ル
に

は
こ

だ
わ
ら
ず
、
地
形
や
道

路
状

況
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く

予
定
。
自

動
・
手

動
の

混
在

も
許

容

今
後

の
予

定
（

第
１

期
の

予
定

）

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
概
要

導
入
の
目
的
・
効
果
等

・
自

動
運

転
サ

ー
ビ

ス
（
自

動
運

転
カ

ー
ト
）

名
称

・
太

地
町

の
中

心
集

落
対

象
地

域
・
ヤ
マ
ハ
製

５
人
乗
り
電
動
カ

ー
ト
２
台

・
電

磁
誘

導
線
・
 
 
  

に
よ

る
自

動
運

転
レ

ベ
ル

２
・

定
時

定
路

線
型

で
中

心
集

落
を

巡
回

す
る

１
周
 
  
㎞

、
約
 
 
分

の
ル

ー
ト

・
年
中
無
休
で

８
～

 
 
時
台
と
 
 
～
 
 
時
台
に
 
 
便
運
行

（
約
 
 
分

間
隔
）

サ
ー
ビ
ス

内
容

・
町

営
・
会

計
年

度
任

用
職

員
が

補
助

員
と

し
て

乗
車

運
行

体
制

・
電

磁
誘

導
線
、
 
 
  

の
埋

設
・
注
意
喚
起

の
電
光
掲
示
板
設
置

な
ど

イ
ン

フ
ラ

側
の
対
応

・
地

域
の

高
齢

者
主

な
利

用
者

・
無

料
利

用
料

金
・
定

時
定

路
線

型
で

運
行

し
て

い
る

が
、
停

留
所

以
外

で
も

乗
降
可
能

・
接

近
を

知
ら

せ
る

音
楽

を
流

し
て

い
る

・
バ

ス
ロ

ケ
を

導
入

し
、

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
と

 
 
 

で
情

報
発

信

利
用

方
法

・
乗
車
す
る
補

助
員
は
、
運
転
や
乗
降

の
介
助
以
外
に
地

域
の

見
守

り
活

動
も

実
施

特
徴

 
  
 
撮
影

出
典
：
 
 
山
 
 
 
村
 
 
合
 
 
修
 
地
 

「
 
地
 
×
 
 
 
 
」
（

 
  
  
 
）
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連節バスの事例 

 

  

連
節
バ
ス
の
事
例

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ュ
 
 
 
 
 
 
（

  
  
  
  
 
）

 
 
 
  
  
 
 
 
  
 
  
 
  
  
  
 
  
 
  
  

  
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 

 
 
 
 
地
域
 
け
情
報
 
 
 
千
 
が
 
る
日
 
 
 

 
 
  
 

 
 
 
  
  
 
 
 
  
 
  
 
 
  

  
  
  
 
  
 
  
  
 
  

  
  
  
  
  
  
  
 
 
  
  
 
 
 
 
  
 
  
  

  
 
 
  

  
 

  
 
 
  
  
 
 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
 
 
  
  
 
 

 
 
県
 
張
新
都
心
線

 
 
県
清
流
ラ
イ
ナ
ー

出
典
：
 
 
 
「
 
 
 
 

 
 
 
」
 
導
入
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隊列走行の実証実験の事例 

 

  

隊
列
走
行
の
実
証
実
験
の
事
例

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
国
土
 
 
省
 
国
地
 
 
 
 
ニ
ュ
 
 
 
 
 
 
（

 
  
  
  
 
）

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
  

  
  
  

  
 
  
  
 
  
  
  
  
 
  
  
 
  
 
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
 
 

広
島
県
東
広
島
市
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ローカル鉄道の状況 

 

  

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
状
況

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
国
土
 
 
省
 
合
 
 
 
 
 
 
 
 
道
 
 

「
道
 
 
 
 
 
 
 
た
地
域
 
共
 
 
（

 
 
 
）
 
 
導
入
 
 
 
る
ガ
 
ド
 
 
 
」
（

 
  
 
）

 
 
 
  
  
 
 
 
  

  
  
  

  
 
  
 
  

  
  
  
 
  
  
  
 
 
 

地
域
鉄
道
 
 
 
収
支
 
 
 
年
 

  
旅
客

 
 
 
お
け
る
輸
 
密
 
 
 
 
 
 
 
割
合
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自転車道の整備の事例 

 

  

自
動
車
道
の
整
備
の
事
例

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
国
土
 
 
省
 
 
地
 
 
 
 
名
古
屋
国
道
 
務
所

 
 
 
道
 
 
 
例

 
 
 
  
  
 
 
 
  
 
  
 
  
  
  

  
 
  

 
  
 
  

  
  
  
  
  
  
 
  
  
 
 
  
 
  
  
  
  
  

 

 
 
前

 
 
後

愛
知
県
名
古
屋
市
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カーブサイドを活用した荷捌きスペースの整備の事例 

 

  

カ
ー
ブ
サ
イ
ド
を
活
用
し
た
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
の
事
例

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
 
 
 
 
 
 
 
 
「
 
合
 
な
駐
 
 
 
 
在
 
 
」
（

 
  
 
）
 
 
資
料

 
 
 
  
  
 
 
 
  
 
  
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
  
  
  
  
  

  
  
  

  
 
 
 
 
 
 
  
  

  
  
 
  
  

東
京
都
港
区
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生活道路における交通事故の状況 

 

  

生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
の
状
況

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
出
典
：
警
察
庁
 
 
 
生
 
道
 
 
お
け
る
ゾ
 
 
 
 
「
ゾ
 
 
  
」

「
ゾ
 
 

  
 
 
 
」
 
 
 

 
 
 
  
  

 
 
  
 
  
  

  
 
  
 
  
  

  
  
 
  
  
  
  
  
  
 
  
  
 
 
  
  
 
  
  
  
 

  
  
 
 
  
  
  
 
 
  
 
 

 
 
 
 
状
 
 
 
 
者
 
（
 
 

 
年
 
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
者
 
致
 
率
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ゾーン 30・ゾーン 30プラス 

 

  

ソ
ー
ン

3
0
・
ゾ
ー
ン

3
0
プ
ラ
ス

（
本
文

P
3

3
）

出
典
：
国
土
 
 
省
道
 
 
ゾ
 
 

30
 
 
 
 
 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o

.jp
/r

o
ad

/r
o

ad
/t

ra
ff

ic
/s

es
ak

u
/s

yo
ka

i.h
tm

l

出
典
：
出
典
：
警
察
庁
生
 
道
 
 
お
け
る
ゾ
 
 
 
 
「
ゾ
 
 

30
」
「
ゾ
 
 

30
 
 
 
」
 
 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.n
p

a.
go

.j
p/

b
u

re
au

/t
ra

ff
ic

/s
ei

b
i2

/k
is

ei
/z

o
n

e3
0/

pd
f/

23
07

26
_z

on
e3

0g
ai

yo
u

.p
d

f
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トランジットモールの事例 

 

  

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
事
例

（
本
文
 
 
 
）

大
丸
有
リ
・
デ
ザ
イ
ン
実
証
事
業

出
典
：
国
土
 
 
省
 
 
 
 
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ザ
 
 
実
証
 
 
 
 
（

 
  
  
  
）

 
 
 
  
  
 
 
 
  

  
  
  
  
 
  
 
  
  
  
  
  
  
 
 
  
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 

出
典
：
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
  
  

  
  
  

 
  

 
 
 
  
  
 
 
 
  
 
  
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
  
  
  
  
  

 
 
 
  
  

  
 
  
  
  
  
  

  
 
 
 
  
 
  

 
出
典
：
 
 
 
 
 
 
 
 
「
 
合
 
な
駐
 
 
 
 
在
 
 
」
（

 
  
 
）
 
 
資
料
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歩道や民有地を活用したシェアサイクルポートの整備事例 

 

  

歩道や民有地を活用したシェアサイクルポートの整備事例 （本文   ）

                             ・                  
                                                   

鹿児島県鹿児島市

                              
                                  ついて」
                                                                

東京都
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デジタルサイネージを活用した情報提供事例 

 

  

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
提
供
事
例

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
前
橋
 
（
 
 
 
）
前
橋
 
 
 
案
 
が
新
 
 
な
 
 
 
 

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
  
 
  

 
  
 
  
  

 
 
  
  
  

  
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 
  
  
 
  
 
 
  
  
  
  
  
 
 

撮
影
：

 
  
 

群
馬
県
前
橋
市
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自家用有償旅客運送制度の運用改善 

 

  



 

160 

 

 

  



 

161 

 

自家用車活用事業 

 

  



 

162 

 

地域公共交通に関する特別交付税交付額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線バスに対する国庫補助金の推移 

 

  

（本文   ）路線バスに対する国庫補助金の推移

出典：            国    合  （    ～    年 ）（            ）
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地域公共交通のクロスセクター効果 

 

  

地域公共交通のクロスセクター効果 （本文   ）

出典：国土  省報道発表資料（        ）（  ）       効果  出ガ ド   
                                                        

出典：国土  省報道発表資料（        ）（  ）       効果  出ガ ド   
                                                        

事例：近江鉄道線
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歩行空間のバリアフリー化 

 

  

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
  
 
 
 
  

  
  
  

  
 
  
  
  
 
  
  
  
  
  

  
 
   
 
  
 
  

  
 
  

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  

 

 
特
 
道
 
 
 
 
生
 
 
連
 
 
 
 
 
 
る
道
 
 
 
 
る
道
 
 
 
 
 
多
 
 
高
齢
者
 
 
 
者
 
 
 
 
が
 
常
徒
 
 
 
わ
 
る
道
 
 
 
 

国
土
 
 
 
 
が
指
 
 
る
道
 
 
指
 
 

 
 
旅
客
特
 
 
両
 
留
 
設
 
 
 
 
 
 
混
雑
 
 
 
図
る
目
 
 
た
 
 
道
 
 
接
 
て
道
 
管
理
者
が設
け
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ッ
 
 
 

 
 
者
 
 
 
留
 
設
（
特
 
 
両
 
留
 
設
）
 
 
 
 
旅
客
 
 
両
 
 
時
 
 
 
以
上
 
留
 
せ
る
 
設
 
 
る
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ドローンの飛行空間 

 

  

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
空
間

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
国
土
 
 
省
報
道
発
表
資
料

（
 
  
  
 
）
 
 

 
 
 
  
  
 
 
 
  

  
  
  

  
 
  
 
 
 
  
  
  
 

  
  
 
  
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 公
 

 
 
 
 
 
 
 施
行
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出
典
：
国
土
 
 
省
航
 
 
無
人
航
 
 
 
 
 
許
可
 
 
認
手
続

 
 
 
  
  
 
 
 
  

  
  
  

  
 
  
 
  

  
 
  

  
  
  
  
  
  
  
  

 
 
情
報
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航空機の飛行空間 

 

 

航
空
機
の
飛
行
空
間

（
本
文
 
 
 
）

出
典
：
 
 
 

 
 

 
 
 
  
  
 
 
 
  
  
  
  

 
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
 
  
  
 
 
 
 
 
 
  

  
  
  
 
  
  
 
  
  
  
 
 

注
）

有
視

界
飛

行
方

式
の

場
合

に
つ

い
て

の
記

載


